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総務委員会会議録 

 

令和３年３月１５日 月曜日 

  午前１０時０１分開議 

  午後 ４時３９分閉議（実時間３０９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１６号（関係分） 

１．議案第４６号・令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１７号（関係分） 

１．議案第５号・令和３年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第４７号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第１号（関係分） 

１．議案第１１号・令和３年度八代市ケーブル

テレビ事業特別会計予算 

１．議案第１８号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分）） 

１．議案第１９号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１４号（関係分）） 

１．議案第２０号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１５号（関係分）） 

１．議案第２１号・新市建設計画の変更につい

て 

１．議案第２２号・財産の貸付けについて 

１．議案第２６号・八代市行政財産使用料条例

の一部改正について 

１．議案第２４号・八代市一般職の職員の給与

に関する条例の一部改正について 

１．議案第２５号・八代市行財政改革推進委員

会条例の一部改正について 

１．議案第４９号・八代市長等の給与に関する

条例の一部改正について 

１．議案第２７号・八代市コミュニティセンタ

ー条例の一部改正について 

１．所管事務調査 

 ・行財政の運営に関する諸問題の調査 

 ・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調

査 

 （八代市協働のまちづくり推進計画につい

て） 

 （八代市高田コミュニティセンター改築につ

いて） 

 （デジタル社会の実現に向けた八代市基本方

針について） 

 （令和３年度組織機構再編の概要について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  橋 本 幸 一 君 

副委員長  金 子 昌 平 君 

委  員  太 田 広 則 君 

委  員  中 村 和 美 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  橋 本 徳一郎 君 

委  員  堀   徹 男 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 財務部長       佐 藤 圭 太 君 

  財務部次長     尾 﨑 行 雄 君 

  財政課長      田 中 智 樹 君 

  資産経営課長    續   良 彦 君 

 総務企画部長     丸 山 智 子 君 
 
  総務企画部 
            黒 瀬 琢 也 君 
  総括審議員兼次長 
 

  理事兼企画政策課長 福 本 桂 三 君 

  情報政策課長    早 木 浩 二 君 

  理事兼危機管理課長 廣 兼 和 久 君 
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 市民環境部長     桑 原 真 澄 君 

  市民課長      上 角 愛美子 君 
 
  市民課主幹兼 
            垣 田 治 嗣 君 
  第一市民係長 
 
 
  首席審議員兼 
            遠 山 光 徳 君 
  市民活動政策課長 
 
 
  市民活動政策課主幹 
            中 松 大 輔 君 
  兼第二住民自治推進係長 
 

 市長公室長      松 本 浩 二 君 

  理事兼人事課長   濱 田 浩 介 君 

 建設部長       潮 崎   勝 君 

  新庁舎建設課長   豊 田 浩市郎 君 

 経済文化交流部 
 
  観光・クルーズ振興課 
            植 田 浩 之 君 
  主幹兼観光振興係長 

部局外 

 議会事務局長     岩 崎 和 也 君 

  議会事務局次長   増 田 智 郁 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 

○委員長（橋本幸一君） 定刻となり、定足数

に達しましたので、ただいまから総務委員会を

開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第１号・令和２年度八代市一般会

計補正予算・第１６号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

及び歳出の第１２款・諸支出金について、財務

部から説明願います。 

○財務部長（佐藤圭太君） 改めまして、皆様

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）財務部の佐藤でございま

す。 

 総務委員会に付託されました議案につきまし

て、総務委員会審査案件に従って説明をさせて

いただきたいと思います。 

 まず、予算議案の説明につきまして、一般会

計は全体の歳入及び歳出の総務費、その他関係

分について尾﨑財務部次長、議会費は増田議会

事務局次長、消防費その他関係分については黒

瀬総務企画部総括審議員兼次長が説明いたしま

す。なお、ケーブルテレビ事業特別会計につい

ては早木情報政策課長が説明いたします。 

 次に、事件議案のうち専決処分の報告、その

他承認については尾﨑財務部次長、その他の事

件議案及び条例議案につきましては、それぞれ

の担当課長が説明いたします。 

 本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） おはようござい

ます。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）財務部次長の尾﨑でございます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） それでは、別冊

となっております議案第１号・令和２年度八代

市一般会計補正予算・第１６号をお願いいたし

ます。 

 総務委員会付託分について御説明いたしま

す。１ページをお願いします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ１７億２４６０万円

を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ９

４８億９６００万円としております。 

 次に、第２条で繰越明許費の補正を、第３条

で地方債の補正をお願いしておりますが、内容

につきましては４ページから８ページの表で説
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明します。 

 ４ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費補正は、本年度内の事業

完了が見込めない事業について、繰越明許費の

追加及び変更を行っております。 

 まず、１の追加では、款２・総務費、項１・

総務管理費の新型コロナウイルス感染症対策事

業（生活交通確保維持）で１６５０万円の限度

額設定を行っておりますが、これは、新型コロ

ナウイルス感染症の影響により、現在も利用者

が大幅に減少しているタクシーやすーぱーばん

ぺいゆの利用者数が回復するよう、割引チケッ

トの販売に係る経費分について、販売期間を確

保するために繰り越すものでございます。 

 次のコミュニティセンター施設整備事業で７

７５万８０００円の限度額設定を行っておりま

すが、これは、郡築コミュニティセンタートイ

レ改修工事において、入札不調により再入札を

行いましたが、年度内完了が困難となりました

ので繰り越すものでございます。 

 次の新庁舎建設オフィス環境整備支援事業で

３６７万２０００円の限度額設定を行っており

ますが、これは、新庁舎が令和３年１０月完成

予定であることから、年度内完了が困難となり

ましたので繰り越すものでございます。 

 次に、款３・民生費、項２・児童福祉費で

は、国の３次補正に伴い新型コロナウイルス感

染症対策事業として、こどもプラザなどの児童

福祉施設における感染症対策の徹底に要する経

費について限度額設定を行っております。内訳

は、こどもプラザで６０万円、放課後児童クラ

ブの放課後児童健全育成として１３８０万円、

保育所等で３０００万円を繰り越すものでござ

います。 

 次に、項４・災害救助費の住宅応急修理事業

（豪雨災害）では、７６９万６０００円の限度

額設定を行っておりますが、これは、申請期限

を令和２年１２月末までとしておりましたの

で、その後に修理に着手した場合に年度内完了

が困難となりましたので繰り越すものでござい

ます。 

 続きまして、款４・衛生費、項２・生活環境

費の災害廃棄物処理事業（豪雨災害）で、２２

億４９００万円の限度額設定を行っております

が、これは、７月豪雨により被災した損壊家屋

等の公費解体について、約２７０件の実施を見

込んでおりますが、申請期限を令和２年度末ま

で延長したことに加え、損壊家屋所有者との現

場立会いなどの日程調整に時間を要したこと

や、災害復旧工事の増加による作業員及び機械

等の確保が困難となり、年度内の完了が困難と

なりましたので繰り越すものでございます。 

 ５ページをお願いします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費の担い手

づくり総合支援交付金事業（豪雨災害）では、

６００万円の限度額設定を行っております。こ

れは、一部の経営体が実施する農業施設等の修

繕について、現場作業員の確保ができず、年度

内での完了が困難なため繰り越すものでござい

ます。 

 次の産地パワーアップ事業では、３億４４２

万３０００円の限度額設定を行っております

が、これは、新型コロナウイルスや令和２年７

月豪雨の影響により現場作業員の確保が困難な

状況となったことや、メーカーの生産ライン縮

小により農業機械の生産に時間を要し、年度内

での完了が困難となったため繰り越すものでご

ざいます。 

 次の新型コロナウイルス感染症対策事業（畳

表張替え）では、３１２０万円の限度額設定を

行っておりますが、これは、７月豪雨による被

災世帯のうち２４０件分の実施見込みの一部に

ついて、年度内での完了が困難なため繰り越す

ものでございます。 

 次の市内一円土地改良整備事業の２４５８万

５０００円は、令和２年１２月中旬の補助内示
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を受けて、今回の補正予算に計上しております

７８２万６０００円と、通常分で年度内での事

業完了が見込めない１６７５万９０００円を繰

り越すものでございます。 

 次の非補助土地改良融資事業の８００万円

は、二見洲口町かんがい排水路改修工事におい

て、７月豪雨の影響により年度内完了が困難と

なったため繰り越すものでございます。 

 次の地籍調査事業の７５４２万６０００円

は、国の３次補正予算に伴い、令和３年度実施

予定の事業の一部を前倒しして行うものなど、

年度内の完了が見込めませんので、繰り越すも

のでございます。 

 続きまして、款６、項１・商工費のかわまち

づくり推進事業では、３６３９万２０００円の

限度額設定を行っております。これは、遙拝八

の字広場が７月豪雨により被災したものの、国

の基盤整備の復旧が令和３年度中に完了見込み

となりましたことから、一体的に整備予定のト

イレ新築工事についても進捗に合わせて着手す

るため繰り越すものでございます。 

 次に、荒瀬ダム撤去対策事業で、２８６４万

８０００円の限度額設定を行っておりますが、

これは、ボートハウスの解体工事について、７

月豪雨による道路の通行止めや公費解体業務の

増加等により、年度内の事業完了が困難となっ

たため繰り越すものでございます。 

 続きまして、款７・土木費、項１・土木管理

費の民間建築物耐震化促進事業では、１４００

万円の限度額設定を行っておりますが、申請者

と設計者等による耐震工事計画の協議に時間を

要したものなど、年度内の事業完了が困難とな

ったことから繰り越すものでございます。 

 次の老朽危険空き家等除却促進事業で、６３

４万１０００円の限度額設定を行っております

が、これは、７月豪雨の影響で解体作業に遅れ

が生じたことにより、年度内の完了が困難とな

ったことから繰り越すものでございます。 

 ６ページをお願いします。 

 項２・道路橋梁費の交通安全施設整備事業

で、６００万円の限度額設定を行っておりま

す。これは、国の３次補正に伴い、今回の補正

予算に計上しております令和３年度実施予定を

前倒しして行うものですが、年度内での事業完

了が見込めませんので繰り越すものでございま

す。 

 次の橋梁長寿命化修繕事業で、１６９３万２

０００円の限度額設定を行っておりますが、こ

れは、７月豪雨により被災した中谷橋の橋梁点

検において、仮設足場設置に係る河川管理者と

の協議に日数を要したため、年度内の事業完了

が困難となったことから繰り越すものでござい

ます。 

 次の市内一円橋梁改修事業で、１１３８万５

０００円の限度額設定を行っております。これ

は、千丁町の太新線７号橋の工事施工に伴う橋

台基礎の支持力調査及び工法検討に日数を要し

たため、年度内の事業完了が困難となったこと

から繰り越すものでございます。 

 次に、項５・都市計画費の都市計画法関係事

務事業で、４７３万円の限度額設定を行ってお

ります。これは、国の補助内示に伴い、市内の

大規模盛土造成地１０か所について、安全性を

確認、把握するため、地盤等の現況調査、変動

予測調査を行うものですが、年度内の完了が見

込めませんので繰り越すものでございます。 

 次の西片西宮線道路整備事業で、１億５１１

万円の限度額設定を行っております。これは、

国の３次補正予算に伴い、令和３年度実施予定

の事業の一部を前倒しして行うものなど、年度

内の完了が見込めませんので繰り越すものでご

ざいます。 

 次の八千把土地区画整理事業で、１２００万

円の限度額設定を行っておりますが、これは、

建物移転に不測の日数を要し、区画道路の築造

舗装工事に着手することができなかったことに
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より年度内の完了が困難となったため繰り越す

ものでございます。 

 次に、項５・住宅費の公営住宅施設整備事業

で、３３７万１０００円の限度額設定を行って

おりますが、これは、植柳上町第二団地跡地用

地の測量業務委託において、７月豪雨の影響で

委託業者の確保が難しく、年度内の完了が困難

となったため繰り越すものでございます。 

 続きまして、款８、項１・消防費の消防団整

備事業（豪雨災害）では、３６４４万５０００

円の限度額設定を行っておりますが、これは、

新型コロナウイルス感染症の影響により消防車

両等の生産が遅れる見込みであることから、年

度内の完了が困難となったため繰り越すもので

ございます。 

 続きまして、款９・教育費、項２・小学校費

の小学校非構造部材耐震化事業では、７４９９

万３０００円の限度額設定を行っております

が、これは、国の３次補正予算に伴い、令和３

年度実施予定の事業の一部を前倒しして行うも

のなど、年度内の完了が見込めませんので繰り

越すものでございます。 

 同様に、項３・中学校費でも、中学校非構造

部材耐震化事業として、国の３次補正予算に伴

い、１１９１万４０００円の限度額設定を行っ

ております。 

 ７ページをお願いします。 

 項７・社会教育費の民俗伝統芸能伝承館整備

事業では、１６７６万２０００円の限度額設定

を行っておりますが、これは、建物本体工事の

年度内の完了予定が遅れたため繰り越すもので

ございます。 

 続きまして、款１０・災害復旧費、項４・そ

の他公共施設・公用施設災害復旧費の農業研修

施設災害復旧事業（豪雨災害）では２８０万円

の限度額設定を行っておりますが、これは、坂

本町西部地区多目的集会施設の復旧工事につい

て、工事請負業者の人員確保ができず年度内完

了が困難となったため繰り越すものでございま

す。 

 続きまして、２の変更でございます。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費の道路維持

事業で、補正前の１億７２５０万円に８０９５

万円を増額し、２億５３４５万円に限度額の変

更を行っておりますが、これは、国の３次補正

に伴うものであり、今回の補正予算に計上して

おります令和３年度実施予定を前倒しして行う

ものですが、年度内での事業完了が見込めませ

んので繰り越すものでございます。 

 次の市内一円道路改良事業で、補正前の３１

００万円に４億４８１４万９０００円を増額

し、４億７９１４万９０００円に限度額の変更

を行っておりますが、これは、今回の補正予算

に計上しております令和３年度実施予定の国の

３次補正に伴い、道路改良工事を前倒しして行

うものなど、年度内完了が困難となったため繰

り越すものでございます。 

 続きまして、款１０・災害復旧費、項１・農

林水産業施設災害復旧費の林道施設災害復旧事

業（豪雨災害）では、補正前の３億１１００万

円に５００万円を増額し、３億１６００万円に

限度額の変更を行っております。これは、７月

豪雨により生じた小災害について、補助災害の

復旧工事を行わないと復旧できない箇所もある

ことから、工事の年度内完了が困難となったた

め繰り越すものでございます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第３表、地方債補正は、歳出予算の補正に伴

い、地方債の限度額の追加及び変更を行うもの

でございます。 

 まず、１の追加では、減収補てん債で１億３

９６０万円を追加しております。 

 次に、２の変更では、まず土地改良事業で

は、補正前の１億３６１０万円から１億２７４

０万円増額し、２億６３５０万円に変更いたし

ております。 
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 次の道路整備事業では、補正前の８億７２５

０万円から１億２６６０万円増額し、９億９９

１０万円に変更いたしております。 

 次の河川海岸整備事業では、補正前の６８１

０万円から１３２０万円増額し、８１３０万円

に変更いたしております。 

 次の街路整備事業では、補正前の９０３０万

円から４７３０万円増額し、１億３７６０万円

に変更いたしております。 

 次の港湾整備事業では、補正前の１億４８２

０万円から１億９０８０万円増額し、３億３９

００万円に変更いたしております。 

 次の学校整備事業では、補正前の２億７６１

０万円から５７８０万円増額し、３億３３９０

万円に変更いたしております。 

 次の災害廃棄物処理事業では、補正前の３億

７１００万円から１４億９１３０万円増額し、

１８億６２３０万円に変更いたしております。 

 詳細は、１５ページから１６ページにかけ

て、歳入款２１・市債のところで説明いたしま

す。なお、起債の方法、利率、償還の方法につ

きましては、補正前と同じでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。１２ペ

ージをお願いします。 

 款６、項１、目１、節１・地方消費税交付金

で減額の１億３９６０万円を計上しております

が、これは、新型コロナウイルス感染症の影響

もあり、地方消費税交付金の減収が見込まれる

ため減額を行っております。なお、今回の減収

分については特例的に減収補てん債の借入れが

認められるため組替えを行います。 

 次に款１０、項１、目１、節１・地方交付税

で減額の７億１８８７万８０００円を計上して

おりますが、これは、今回の補正予算の一般財

源の一部を、地方財政措置の拡充により、充当

率１００％の災害対策債へ組み替える影響など

によるものでございます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項１・国庫負担

金、目１・民生費国庫負担金、節１・社会福祉

費負担金で３０００万円を計上しております。

この障害者自立支援給付費負担金は、共同生活

援助（グループホーム）などの利用者が増加し

たことに伴い給付費が増加したことによるもの

でございます。 

 １３ページをお願いします。 

 項２・国庫補助金、目１・総務費国庫補助

金、節１・総務管理費補助金で１６５０万円を

計上しておりますが、これは先ほど、第２表、

繰越明許費補正で説明しましたが、新型コロナ

ウイルス感染症対策事業（生活交通確保維持）

に対する地方創生臨時交付金でございます。 

 次に、目２・民生費国庫補助金、節２・児童

福祉費補助金で５４０万円を計上しております

が、これも先ほど、第２表、繰越明許費補正で

説明しましたが、国の３次補正に伴う新型コロ

ナウイルス感染症対策事業の児童福祉施設に対

する子ども・子育て支援交付金でございます。 

 次に、目４・土木費国庫補助金、節１・道路

橋梁費補助金で１億４５２２万５０００円を計

上しておりますが、いずれも先ほど、第２表、

繰越明許費補正で説明しましたが、国の３次補

正に伴うものであり、令和３年度予定の事業を

前倒しして行うものでございます。 

 まず、道路ストック点検・修繕事業の３８４

７万５０００円は、中央線ほか３路線の舗装工

事及び路面性状調査業務委託を行う道路維持事

業に対して補助されるものです。 

 次の災害防除事業の２００万円は、坂本町小

崎線の災害防除測量設計業務委託に対して補助

されるものです。 

 次の交通安全施設整備事業の３００万円は、

田中北町４号線ほか４路線の交通安全施設工事

に対して補助されるものです。 

 次に、東西アクセス線改良事業の７４２５万

円は、新牟田・西牟田線及び竜西東西１２号線

の道路改良事業に対して補助されるものです。 
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 次からの３路線、永碇町高島町線改良事業の

１１００万円、氷川高校前線改良事業の１１０

０万円、竜西幹４号線改良事業の５５０万円

は、各路線の道路改良事業に対して補助される

ものです。 

 次に、節２・都市計画費補助金で、４９８３

万２０００円を計上しておりますが、これも、

先ほど、第２表、繰越明許費補正で説明しまし

たが、国の３次補正に伴う西片西宮線道路整備

事業に対して補助される４７４６万７０００円

と、国の補助内示に伴う都市計画法関係事務の

大規模盛土造成地滑動崩落防止事業に対して補

助される２３６万５０００円でございます。 

 次に、目５・教育費国庫補助金、節２・小学

校費補助金で２４９９万５０００円を計上して

おりますが、これも先ほど、第２表、繰越明許

費補正で説明しましたが、国の３次補正に伴う

小学校非構造部材耐震改修に対して補助される

ものです。 

 同様に、節３・中学校費補助金でも、中学校

非構造部材耐震改修に対して、国の３次補正予

算に伴い、３９７万１０００円が補助されるも

のです。 

 １４ページをお願いします。 

 款１５・県支出金、項１・県負担金、目１・

民生費県負担金、節１・社会福祉費負担金の１

５００万円は、先ほど国庫支出金で説明いたし

ましたが、県負担分の障害者自立支援給付費負

担金でございます。 

 続きまして、項２・県補助金、目１・総務費

県補助金、節１・総務管理費補助金で２１１２

万４０００円を計上しております。これは、地

方バス路線維持に係る経費に対して交付される

熊本県生活交通維持・活性化総合交付金でござ

います。 

 次の目２・民生費県補助金、節２・児童福祉

費補助金１９５０万円は、先ほど国庫支出金で

説明いたしましたが、県補助分の放課後児童健

全育成事業等補助金４６０万円及び地域子育て

支援拠点事業補助金８０万円、保育対策総合支

援事業費補助金１４１０万円でございます。 

 次に、目４・農林水産業費県補助金、節１・

農業費補助金で２４９６万７０００円を計上し

ております。これは先ほど、第２表、繰越明許

費補正で説明しましたが、国の３次補正に伴

う、令和３年度実施予定の地籍調査事業の一部

を前倒しして行うものでございます。 

 １５ページをお願いします。 

 款１７、項１・寄附金、目１・総務費寄附

金、節１・総務管理費寄附金で２６００万円を

計上しておりますが、これは、ふるさと元気づ

くり応援寄附金への寄附申込みが増額となった

ことによるものでございます。 

 次の目４・教育費寄附金、節７・社会体育費

寄附金１６７万４０００円は、新たにスポーツ

振興を推進するための八代市スポーツ振興基金

を設置し、スポーツ振興費寄附金として寄附申

込みがありましたので積み立てるものでござい

ます。 

 続きまして、款１８・繰入金、項１・基金繰

入金、目１５、節１・財政調整基金繰入金を２

億２９１１万円減額しております。これは、先

ほど地方交付税で説明しましたように、災害廃

棄物処理事業の地方財政措置拡充により、充当

率１００％の災害対策債へ組み替える影響など

によるものでございます。 

 次に、款２１、項１・市債、目１・総務債、

節１・総務管理債の１億３９６０万円を計上し

ております。これは、先ほど地方消費税交付金

で説明しましたように、減収分は減収補てん債

の借入れが認められるため組み替えるものでご

ざいます。 

 １６ページをお願いします。 

 目４・農林水産業債、節１・農業債の１億４

０６０万円を計上しております。 

 説明欄、一番上から、県営経営体育成基盤整
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備事業負担金と県営排水対策特別事業負担金及

び、一つ飛んで４番目の県営湛水防除事業負担

金の県営事業負担金につきましては、令和３年

度実施予定の一部を前倒しして行うもので、国

の３次補正予算に伴い事業費の追加がありまし

たので、それぞれの対象事業費に対して１０

０％を充当する補正予算債などでございます。 

 また、３番目の県営海岸保全事業負担金及び

５番目の八代平野北部土地改良区が実施する団

体営区営土地改良事業につきましては、令和２

年度の事業費確定により、それぞれの対象事業

費に対して９０％を充当する公共事業等債など

でございます。 

 次の目６・土木債、節１・道路橋梁債の市内

一円道路整備事業１億２６６０万円、節３・港

湾債の八代港県営事業負担金１億９０８０万

円、節４・都市計画債の西片西宮線道路整備事

業４７３０万円は、いずれも、先ほど国庫支出

金でも説明しましたように、国の３次補正予算

に伴い令和３年度実施予定の事業を前倒しして

行うもので、起債対象事業費から国庫支出金を

差し引いた額の１００％を充当する補正予算債

などでございます。 

 次に、目８・教育債、節１・小学校債の４９

９０万円及び節２・中学校債の７９０万円は、

令和３年度実施予定の非構造部材耐震化事業の

一部を前倒しして行うもので、国の３次補正予

算に伴い事業費の追加がありましたので、それ

ぞれの対象事業費に対して１００％を充当する

緊急防災・減災事業債でございます。 

 次に、目９・災害復旧債、節４・歳入欠かん

等債の１４億９１３０万円でございますが、こ

れは、先ほど地方交付税でも説明しましたが、

災害廃棄物処理事業１４億８４００万円及び災

害し尿処理事業７３０万円について、地方財政

措置拡充により充当率１００％の災害対策債へ

組み替えるものでございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出を説明いたします。１７ペー

ジをお願いします。 

 款２・総務費でございます。 

 項１・総務管理費、目１・一般管理費では２

億９４５０万７０００円を計上しております

が、まず、職員給与経費１億４２４１万３００

０円は、早期退職及び普通退職などに係る１１

名分の退職手当の追加を補正するものでござい

ます。 

 また、職員派遣事業１６０９万４０００円

は、７月豪雨に係る本市への復旧・復興支援に

必要な熊本市などからの派遣職員の受入れ人数

７名分の人件費負担金を補正するものです。 

 次のふるさと納税事業１億３６００万円は、

先ほど歳入の寄附金で説明しましたが、寄附金

額が増額したことにより、連動して発生する返

礼品等の関連経費が不足するため補正するもの

でございます。 

 次に、目７・交通防犯対策費では２億２３７

１万４０００円を計上しております。 

 まず、生活交通確保維持事業２億７２１万４

０００円は、地方バス路線の維持に係る補助金

で、産交バス株式会社１８系統及び株式会社麻

生交通の１系統に対して補助するものでござい

ます。なお、特定財源として２１１２万４００

０円の県支出金がございます。 

 次の新型コロナウイルス感染症対策事業（生

活交通確保維持）１６５０万円は、国からの地

方創生臨時交付金を活用し、市民が日常的に利

用しているタクシー及び市内と空港を結ぶ唯一

の直結型路線であるすーぱーばんぺいゆについ

て、新型コロナウイルス感染症の影響により外

出自粛を余儀なくされている利用者の減少を回

復できるよう、割引チケットの販売に係る経費

について補正するものです。 

 次に、目１１・諸費で１億５８３万２０００

円を計上しております。まず、国県支出金等返

還金事業７８１３万２０００円は、子ども・子
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育て支援交付金や児童手当交付金など、過年度

に交付された国県支出金の精算に伴い、超過交

付分を返還するものでございます。 

 次の市税還付金事業２７７０万円は、過年度

の法人市民税などに高額の返還金が生じたこと

から、市税等還付金の不足が見込まれるため補

正するものでございます。 

 総務費は以上でございます。 

 ページが飛びまして、２３ページをお願いい

たします。 

 下の表で、款１２・諸支出金、項１・基金

費、目５・ふるさと八代元気づくり応援基金

費、節２４・積立金で１４００万円を計上して

おります。これも先ほど歳入で説明しました

が、ふるさと納税による寄附申込みが見込みよ

り多くなったため、積立金の不足額を補正する

ものでございます。 

 以上で歳出の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 歳出の部分で交通確保

維持事業、タクシーチケットをまた補助して出

されるということなんですけど、前回されたと

きも非常に市民の方からの好評な声を聞きまし

たものですから、またできないかなと思ってい

たところにしっかりと取り組んでいただいてい

るようなのでよかったなと思います。 

 もう少し詳しく今度の事業の内容について説

明いただければ助かります。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 企画政

策課の福本です。よろしくお願いします。 

 今度の分は第２弾ということで、前回と同様

にですね、５０００円のチケットを３０００円

で販売し、その２０００円の分を市が補助する

というものでございます。４割の補助となって

おります。 

 チケットはですね、全社共通で使用できまし

て、有効期限は発売開始から６か月以内になり

ます。法律で決まっておりますので、６か月以

内になっております。 

 八代市のタクシー事業者会に８社全社が入っ

ておりますけれども、そこで販売する割引チケ

ットに対して、割引チケット分を市が補助する

ものでございます。 

 今回は、前回が２５００セットでしたけれど

も、その倍となる５０００セットを今回販売す

る予定で、券面の額が２５００万円で、うち市

の補助金額が１０００万円となっております。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） ちなみに前回の販売実

績みたいなもの、完売したんでしょうかね、好

評だったと思うんですけど。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 昨年度

の分につきましては、８月から１月中旬まで販

売しまして、全部もう完売しております。実績

もですね、２５００セット販売を完了しており

まして、先日精算が上がってきたところでござ

います。（委員堀徹男君「ありがとうございま

した」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（中村和美君） 今の関連ですけど、５

０００セット、これ個人は１人何セットまで買

わるっとですか、１セットですか。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 前回同

様ですね、１人２セットまでということで、各

タクシー会社に名簿をそろえて販売するように

ということでお願いしております。（委員中村

和美君「ありがとうございました」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 歳入ですが、１２ペ

ージ及び１４ページですけども、国の障害者自

立支援給付費負担金３０００万と県の１５００

万、これはどういった内容で来るんでしょうか

ね。１２ページと１４ページ、国・県の、さっ

き歳入で――どういう内容で使われるのか、国
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と県の意図があって３０００万、１５００万来

るんでしょうから、障害者の方々にどういうふ

うな。 

○財政課長（田中智樹君） 財政課、田中でご

ざいます。よろしくお願いします。 

 まず、委員お尋ねの民生費国庫負担金の３０

００万のほうですけれども、障害福祉サービス

っちゅうことで、６０００万円に対する２分の

１ということで、内容としては、──コロナの

ほうだったですね。（委員成松由紀夫君「障害

者自立支援給付金の負担金ですよ、１２ページ

と１４ページ。１２ページが国庫、１４ページ

が県。３０００万と１５００万」と呼ぶ）これ

は、共同生活施設、いわゆるグループホーム等

の利用者がですね、増加しましたため、その不

足する給付金を補正するものでございまして、

国が、今お話ししました６０００万に対する２

分の１で３０００万、県が６０００万の４分の

１で１５００万、残りの１５００万を市が負担

すると。（委員成松由紀夫君「市が負担、グル

ープホームの」と呼ぶ）利用者がですね、増え

て、給付金が不足したということになっており

ます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（成松由紀夫君） はい、了解しまし

た。 

○委員（太田広則君） 今のに関連して、何人

ぐらい増えてですね、増えたことによって入居

者待ちが発生してないですかね。そこは分から

ない。そこは分からんね。（財政課長田中智樹

君「所管が違いますから」と呼ぶ）所管が違い

ますね。はい、よかです。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 入りの分についての

質問ちゅうことでよろしいですね。（｢はい」

と呼ぶ者あり） 

 以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければこれより採

決いたします。 

 議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員、原案のと

おり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３９分 本会） 

◎議案第４６号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１７号（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４６号・令和２年度八代市一般

会計補正予算・第１７号中、当委員会関係分を

議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

について、財務部から説明願います。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 引き続き、着座

にて説明をさせていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） それでは、別冊

となっております３月定例会議案書その２をお

願いします。 

 議案第４６号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１７号でございます。総務委員会付

託分について説明します。３ページをお願いし

ます。 

 まず、歳入歳出予算の補正でございますが、

第１条で、歳入歳出それぞれ３４０３万２００

０円を追加し、補正後の総額を歳入歳出それぞ

れ９４９億３００３万２０００円としておりま

す。 
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 第２条では繰越明許費の補正を、第３条では

債務負担行為の補正をお願いしておりますが、

内容は５ページに掲載しております表で説明い

たします。５ページをお願いします。 

 第２表、繰越明許費補正の１、追加でござい

ますが、款５・農林水産業費、項１・農業費の

担い手確保・経営強化支援事業の３３８１万２

０００円は、国の３次補正予算に伴うものであ

りますが、内示が２月２６日に来ましたので、

年度内での事業完了が見込めないため繰り越す

ものでございます。 

 次に、第３表、債務負担行為補正の１、追加

でございますが、訴訟事務委託（ＤＶ等支援措

置）としまして、期間を令和２年度から訴訟契

約終了年度まで、限度額を訴訟契約により決定

した額に設定しております。これは、住民基本

台帳事務におけるＤＶ等支援措置に対して、精

神的損害を被ったとして損害賠償請求を相手方

が地方裁判所へ提訴したことに伴い、訴状が届

きましたことから、裁判を通して本市が行った

措置の正当性を主張するために、訴訟の結審ま

でに係る経費について債務負担行為の設定を行

っております。 

 続きまして、歳入を説明いたします。９ペー

ジをお願いいたします。 

 款１０、項１、目１、節１・地方交付税で２

２万円を計上しております。これは、今回の補

正予算の一般財源でございます。 

 次に、款１５・県支出金、項２・県補助金、

目４・農林水産業費県補助金、節１・農業費補

助金で３３８１万２０００円を計上しておりま

す。これは、国の担い手確保・経営強化支援事

業補助金を活用するもので、先ほど第２表、繰

越明許費補正で説明した分でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出を説明します。１０ページを

お願いします。 

 款２・総務費でございます。項３、目１、戸

籍住民基本台帳費では２２万円を計上しており

ますが、これは、ＤＶ等支援措置訴訟関係事業

における弁護士への着手金であり、先ほど第３

表、債務負担行為補正で説明した分でございま

す。 

 以上で歳出の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（堀 徹男君） 事業のＤＶ何とかとい

うのは。もう少し教えていただけるもんなら。 

○市民課主幹兼第一市民係長（垣田治嗣君） 

 御質問の新設制度の概要をちょっとお話しし

たいと思います。 

 配偶者からの暴力、これＤＶですね、ストー

カー行為と児童虐待及びこれらに準ずる行為の

被害者の方について、市町村に対して住民基本

台帳事務におけるＤＶ等支援措置を申し出て、

ＤＶ等支援対象者になることにより、加害者か

らの住民基本台帳一部の写しの閲覧、それから

住民票の写しの交付、戸籍の附票の写しの交付

の請求や申し出があっても、これを制限する、

拒否する措置が講じられます。 

 なお、申し出者をＤＶ等支援対象者に決定す

る場合は、ＤＶ等支援措置の必要性について、

警察や配偶者暴力相談支援センター、児童相談

所などの相談機関の意見、または裁判所が発行

する保護命令決定書の写し、もしくはストーカ

ー規制法に基づく警告等実施書面などの提出を

求めることにより、八代市が必要性を判断して

措置を行っております。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） それは施策の内容でし

ょうけれども、要は何か訴えられた方は落ち度

があったというようなことで訴えられていると

いうことですかね。 

○市民課主幹兼第一市民係長（垣田治嗣君） 
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 今回の訴訟の対象は熊本県、熊本県警、それ

から八代市、それとあとは配偶者ですね、今回

の原告の配偶者になります。 

 今回の警察の意見書に基づき八代市が行った

支援措置、もろもろの一連に対して精神的苦痛

を味わったということで訴訟を出された経緯が

ございます。 

 以上です。（委員堀徹男君「はい、分かりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、ほかにな

いようでございますので、質疑を終了いたしま

す。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４６号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１７号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、法

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１０時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４７分 本会） 

◎議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・令和３年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 それでは、まず、歳入等について財務部から

説明願います。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 引き続き、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） それでは、別冊

となっております議案第５号・令和３年度八代

市一般会計予算をお願いします。 

 総務委員会付託分のうち、まず歳入などを説

明します。一般会計予算書の３ページをお願い

します。 

 まず、第１条、歳入歳出予算でございます

が、予算総額を歳入歳出それぞれ６７１億６０

０万円と定めております。 

 第２条は継続費、第３条は債務負担行為、第

４条は地方債でございますが、内容につきまし

ては、後ほど９ページから１２ページの表で説

明します。 

 次に、第５条、一時借入金でございますが、

本市の歳計現金に不足が生じた場合に、その支

払いの資金を補うために一時的に金融機関から

借入れを行いますが、その借入れの最高額を８

５億円と定めております。 

 次に、第６条、歳出予算の流用でございます

が、各項の経費の金額を流用することができる

場合を定めております。 

 続きまして、９ページをお願いします。 

 第２表、継続費でございます。款２・総務

費、項１・総務管理費の新庁舎建設事業（外構

整備）では、総額７億７０９１万６０００円、

年割額を令和３年度に４億６２５５万円、令和

４年度に３億８３６万６０００円と定めており

ます。 

 次に第３表、債務負担行為でございます。 

 まず、仮設庁舎リース経費（延長分）及び仮

設倉庫リース経費（延長分）につきましては、

期間を令和４年度、限度額をそれぞれ１５３０

万１０００円と１８４万８０００円に設定して

おります。これらは令和４年度のリース経費で

ございますが、令和３年度に新庁舎が完成しま

しても、仮設庁舎の残存備品整理や外構工事期
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間中の仮設倉庫使用等のため令和３年度中にリ

ース契約を延長しておく必要がありますことか

ら設定するものです。 

 次に、市県民税から固定資産税までの３つの

納税通知書作成等業務委託では、期間を令和３

年度から４年度まで、限度額をそれぞれ６０３

万９０００円、３５４万円、６８７万１０００

円に設定しております。これらは、令和４年度

の納付書作成等に要する経費でございますが、

令和３年度に契約を行う必要がありますことか

ら設定するものでございます。 

 次に、不動産鑑定業務委託で、期間を令和４

年度から令和５年度まで、限度額を３７２６万

円に設定しております。これは、令和６年度の

評価替えに向けての土地鑑定評価業務委託でご

ざいます。 

 次の戸籍システムリース料から１０ページの

２番目、健康管理システムリース経費までの４

つのシステム経費は、期間を令和４年度から８

年度まで、限度額をそれぞれ３３４３万２００

０円、９９０万円、８４０９万５０００円、１

６８８万２０００円に設定しております。これ

らは、システムが前回の契約から５年を経過す

るため、システムの更新を行うものでございま

す。 

 次の、環境センター運営委託（マテリアルリ

サイクル推進施設）で、期間を令和４年度から

８年度まで、限度額を８億２７４７万５０００

円に設定しております。今回より５年間の管理

運営委託を行うものでございます。 

 次に、令和３年度土地改良融資事業に対する

元利補給金で、期間を令和４年度から１８年度

まで、限度額を６５０７万２０００円に設定し

ております。これは、土地改良融資事業におい

て、融資を受けた償還金に対する助成金でござ

います。 

 次に、企業振興促進条例補助金（令和３年

度）で、期間を令和４年度から７年度まで、限

度額を４３６８万３０００円に設定しておりま

す。これは、企業振興促進条例に基づく工事等

建設補助金及び用地取得等の補助金に係るもの

でございます。 

 次に、情報通信関連等事業所立地促進補助金

（令和３年度）で、期間を令和４年度から５年

度まで、限度額を４８０４万９０００円に設定

しております。これは、情報通信関連等事業所

立地促進補助金交付要領に基づく設備投資補助

金に係るものでございます。 

 次に、土木積算システムリース経費で、期間

を令和４年度から８年度まで、限度額を１４３

３万１０００円に設定しております。これは、

土木積算システムが前回の契約から５年を経過

するため、システムの更新を行うものでござい

ます。 

 次に、ガス空調保守点検委託（小・中学校・

幼稚園）で、期間を令和４年度から１４年度ま

で、限度額を４８６４万２０００円に設定して

おります。これは、令和元年度に設置したガス

空調設備の保守点検委託を行うものでございま

す。 

 次に、学校図書管理システム使用料で、期間

を令和４年度から８年度まで、限度額を１７１

７万２０００円に設定しております。これは、

小・中・特別支援学校の図書管理システムが前

回の契約から５年を経過するため、システムの

更新を行うものでございます。 

 １１ページをお願いします。 

 第４表、地方債でございます。それぞれ起債

の目的、限度額、起債の方法などを定めている

ものでございます。詳細は、５４ページから５

６ページの歳入、款２２・市債のところで説明

いたします。 

 続きまして、１７ページをお願いします。歳

入でございます。 

 歳入につきましては、相当なページ数となり

ますので、国・県の支出金など、事業に伴う特
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定財源については主なものを説明いたします。 

 款１の市税から、款１２・交通安全対策特別

交付金までは、これまでの決算状況や令和２年

度の決算見込額に加え、国の地方財政計画など

を参考に見込みを立てたものでございます。 

 それでは、款１・市税でございます。 

 まず、項１・市民税、目１・個人で４８億７

４００万円を計上しております。前年度と比較

しますと１００万円の減でございますが、決算

見込みから算出したものでございます。 

 次に、目２・法人で８億１７００万円を計上

しております。前年度より２億６９００万円の

減でございますが、令和元年１０月から法人税

割の税率が１２.１％より８.４％に３.７％引

き下げられ、その影響が本年度より通年に及ぶ

ことから、大幅な減少を見込んでおります。 

 続きまして、項２、目１・固定資産税では、

土地、家屋、償却資産に係るもので８０億９２

２８万円を計上しております。前年度と比較し

ますと２億８８５２万４０００円の減でござい

ますが、主な理由として、新型コロナウイルス

感染症の影響などにより事業者の新規設備投資

が見込めないことから、償却資産の大幅な減少

としております。 

 次に、目２・国有資産等所在市交付金は４０

３９万１０００円を計上しております。これ

は、国・県の施設が所在する市町村に交付され

るものでございます。 

 次に、目３・新型コロナウイルス感染症対策

地方税減収補てん特別交付金は１０００円を計

上しております。これは、新型コロナウイルス

感染症対策として軽減する固定資産税につい

て、国より市町村へ補填するために、令和３年

度に限り創設された特別交付金でございます。 

 続きまして、１８ページをお願いします。 

 項３・軽自動車税、目１・環境性能割では１

８００万円を計上しております。前年度と比較

しますと１１００万円の増でございますが、令

和２年度の決算見込みを参考に計上しておりま

す。 

 次に、目２・種別割は、従来からの軽自動車

税に当たり、前年度の決算見込みなどから前年

度より１１００万円増の４億４７００万円を計

上しております。 

 続きまして、項４、目１・市たばこ税は、前

年度の決算見込み及び税率改正から、前年度よ

り３１００万円増の８億４９００万円を計上し

ております。 

 また、項５、目１・入湯税では、新型コロナ

ウイルス感染症及び７月豪雨災害の影響を受

け、前年度の決算見込みから、前年度より６０

０万円減の７００万円を計上しております。 

 続きまして、１９ページをお願いします。 

 款２・地方譲与税でございます。 

 項１、目１・地方揮発油譲与税でございます

が、国の見込みを参考に、前年度より１５００

万円減の１億１２００万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、項２、目１の自動車重量譲与税

は、国の見込みを参考に、前年度より３６００

万円減の３億５４００万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、項３、目１の森林環境譲与税で

は、譲与額を前倒しで増額することにより森林

整備を一層促進するために、前年度と同額の８

２００万円を計上しております。 

 ２０ページをお願いします。 

 項４、目１・特別とん譲与税では、前年度よ

り１０万円減の２２００万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、款３・利子割交付金では、前年

度より３０万円増の８３０万円を計上しており

ます。 

 続きまして、款４・配当割交付金では、令和

２年度の決算見込みや国の地方財政計画などを

参考に、前年度より１５００万円増の４７００
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万円を計上しております。 

 ２１ページをお願いします。 

 款５・株式等譲渡所得割交付金では、令和２

年度決算見込みや国の見込みなどを参考に、前

年度より５００万円増の３５００万円を計上し

ております。 

 続きまして、款６・法人事業税交付金は、令

和元年１０月からの消費税率及び地方消費税率

の引上げに伴い、引き下げられた法人事業税の

激変緩和のための暫定的措置で６３００万円を

計上しております。 

 続きまして、款７・地方消費税交付金で、令

和２年度決算見込みや国の見込みなどを参考

に、前年度より２億７０００万円減の２６億８

０００万円を計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 款８・ゴルフ場利用税交付金で、前年度より

１００万円減の６００万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、款９・環境性能割交付金では、

令和２年度決算見込みから、前年度より１２０

０万円増の３３００万円を計上しております。 

 続きまして、款１０、項１・地方特例交付

金、目１・減収補てん特例交付金で、国の地方

財政計画を参考に、前年度より２３００万円増

の１億１１００万円を計上しております。これ

は、個人住民税における住宅ローン控除による

減収分に加えて、令和元年１０月の消費税率引

上げに伴い、令和２年９月までの自家用自動車

環境性能割の税率を１％分軽減する措置が令和

３年１２月まで延長されることとなったため、

その減収分を補填するもので国から交付される

ものでございます。 

 ２３ページをお願いします。 

 款１１・地方交付税では、前年度の決算見込

みや国の見込みに基づき、１５３億２０００万

円を計上しております。前年度と比較しますと

５億８２００万円の増でございますが、合併算

定替えによる特例分が令和２年度で終了し、一

本算定へと移行することに伴う減少や、新型コ

ロナウイルス感染症により大幅な財源不足を見

込んでいる中で、地方財政計画において対前年

度比５.１％増になる見込みなどを参考に算出

したことによるものでございます。 

 続きまして、款１２・交通安全対策特別交付

金では、令和２年度決算見込みから前年度より

５００万円減の１４００万円を計上しておりま

す。 

 続きまして、款１３・分担金及び負担金でご

ざいます。 

 まず、項１・分担金、目１・農林水産業費分

担金、節１・農業費分担金で６０００万円を計

上しております。これは、非補助の排水路等改

修事業分担金でございます。 

 次の節２・水産業費分担金の７５万円は、県

営覆砂事業に伴う漁協の負担分でございます。 

 ２４ページをお願いします。 

 項２・負担金、目１・総務費負担金１１２８

万９０００円は、八代地域イントラネット運用

に係る氷川町負担金９５０万８０００円が主な

ものでございます。 

 次の目２・民生費負担金は、２億９８９８万

円を計上しております。まず、節１・社会福祉

費負担金の４０３３万３０００円は、主に老人

福祉施設入所者負担金でございます。次の節

２・児童福祉費負担金の２億５８６４万７００

０円の主なものは、中段の施設型給付公立保育

所保育料と、次の施設型給付私立保育所保育料

でございます。 

 少し飛びまして、下段の目４・農林水産業費

負担金の２７７１万５０００円は、氷川町と宇

城市からのい草移植機等導入支援負担金でござ

います。 

 続きまして、２５ページの下の表をお願いし

ます。 

 款１４・使用料及び手数料でございます。 
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 項１・使用料、目１の総務使用料で、２７５

４万３０００円を計上しております。主なもの

は、新八代駅東口駐車場使用料とコミュニティ

センター使用料でございます。 

 ２６ページをお願いします。 

 目３・衛生使用料の２６８６万３０００円

は、主に斎場使用料及び千丁健康温泉センター

の温泉入館料でございます。 

 次に、２７ページに移りまして、下段の目

６・土木使用料で、２億４７１３万７０００円

を計上しております。節１・道路橋梁使用料の

４４６０万２０００円は、電柱などの道路占用

料が主なものでございます。節４・住宅使用料

１億９９０９万６０００円は、市営住宅２９団

地分の公営住宅使用料などでございます。 

 ２８ページをお願いします。 

 目８・教育使用料で、前年度より３８３万５

０００円増の３７９７万８０００円を計上して

おります。この主な理由は、令和３年７月開館

予定の伝承館使用料皆増６６４万８０００円に

よるものでございます。主なものとして、節

３・社会教育施設使用料２２８１万８０００円

は、先ほどの伝承館に加え公民館や文化センタ

ー、博物館などの使用料、２９ページに移りま

して、節４・社会体育施設使用料の１０１１万

２０００円は、一番下の夜間照明使用料などで

ございます。 

 続きまして、３０ページをお願いします。 

 項２・手数料、目１・総務手数料で６６６６

万５０００円を計上しておりますが、主なもの

は、住民票や印鑑証明などの発行に係る節３の

戸籍住民基本台帳手数料５３７４万８０００円

でございます。 

 次に、目２・衛生手数料は、前年度より１５

９０万９０００円増の３億７３１４万１０００

円でございます。主なものは節２・生活環境手

数料で、環境センターの搬入ごみ処理手数料や

有料指定袋ごみ処理手数料でございます。 

 次に、３１ページをお願いします。 

 下の表の款１５・国庫支出金でございます。 

 項１・国庫負担金、目１・民生費国庫負担金

は８３億８５０８万７０００円で、前年度より

５５３２万９０００円の増となっております。 

 まず、節１の社会福祉費負担金２１億６２８

５万６０００円で、主なものは、説明欄２つ目

の障害者の介護給付等に係る障害者自立支援給

付費負担金でございます。 

 ３２ページをお願いします。 

 節２・児童福祉費負担金３９億８９７４万５

０００円でございますが、私立保育所や認定こ

ども園などの運営に対する保育所運営費負担金

及び中学生まで支給される児童手当交付金が主

なものでございます。 

 続きまして、下の表の項２・国庫補助金、目

１・総務費国庫補助金では、１億２４８５万３

０００円を計上しています。主なものは、通知

カード・個人番号カード関連事務補助金の６５

３５万１０００円や、体験型健康プログラムの

開発などを行うヘルスツーリズム事業などに補

助される地方創生推進交付金３１０６万３００

０円のほか、下から２番目の都市防災総合推進

事業補助金１３８２万５０００円は、坂本町の

復興まちづくり計画や災害公営住宅基本計画を

策定する経費に対して補助されるものでござい

ます。 

 ３３ページをお願いします。 

 目２・民生費国庫補助金では、２億４６４８

万３０００円を計上しております。 

 節１・社会福祉費補助金５８２１万８０００

円の主なものは、地域生活支援事業補助金で、

これは、障害者や障害児が自立した日常生活、

社会生活を営むために行われる地域活動支援セ

ンター事業や日常生活用具給付事業などに対し

て補助されるものでございます。 

 次に、節２・児童福祉費補助金１億８３６７

万７０００円の主なものは、子ども・子育て支
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援交付金で、放課後児童健全育成事業や地域子

育て支援拠点事業などに対する補助でございま

す。 

 次に、下段の目４・土木費国庫補助金３億４

３７６万９０００円でございます。まず節１・

道路橋梁費補助金１億６８２３万２０００円の

主なものは、説明欄下から２番目の橋梁長寿命

化修繕事業でございます。 

 ３４ページをお願いします。 

 節３・住宅費補助金１億３００３万７０００

円の主なものは、説明欄一番上の公営住宅スト

ック総合改善事業でございます。 

 続きまして、３５ページをお願いします。 

 項３・委託金でございます。目２・民生費委

託金２７９５万５０００円は、節１・社会福祉

費委託金の基礎年金等事務費交付金が主なもの

でございます。 

 ３６ページをお願いします。 

 款１６・県支出金でございます。 

 項１・県負担金、目１・民生費県負担金で３

２億８２５７万７０００円を計上しておりま

す。 

 まず、節１・社会福祉費負担金１９億３９９

６万６０００円でございますが、この主なもの

は、説明欄一番上の国民健康保険基盤安定保険

税軽減分負担金、一つ飛んで、後期高齢者医療

保険基盤安定負担金、この２つはいずれも保険

料軽減分に係るものでございます。また、次の

障害者の介護給付等に係る障害者自立支援給付

費負担金などが主なものでございます。 

 次に、節２・児童福祉費負担金１３億２９５

６万１０００円でございますが、これは、先ほ

ど国庫負担金のところでも説明しましたが、私

立保育所や認定こども園などの運営に対する保

育所運営費負担金、児童手当交付金が主なもの

でございます。 

 ３７ページをお願いします。 

 項２・県補助金、目１・総務費県補助金９２

５７万１０００円は、平成２９年度から取り組

んでおります県の熊本地震復興基金交付金を活

用して被災者の支援等を行っている４事業に対

するものと、令和２年７月豪雨の被災者等支援

交付金が主なものでございます。 

 次に、目２・民生費県補助金では４億６４１

３万円を計上しております。 

 節１・社会福祉費補助金の主なものは、説明

欄上から３番目の重度心身障がい者医療費助成

事業費補助金でございます。 

 ３８ページをお願いします。 

 節２・児童福祉費補助金の主なものは、放課

後児童クラブの運営に対する放課後児童健全育

成事業等補助金や、下から２つ目の、保育士の

離職防止を図るために保育補助者の雇い上げに

対する保育対策総合支援事業補助金でございま

す。 

 ３９ページをお願いします。 

 目３・衛生費県補助金では７２００万２００

０円を計上しております。主なものは、節１・

保健衛生費補助金の乳幼児医療費助成事業費補

助金でございます。 

 目４・農林水産業費県補助金では、１０億１

５７万８０００円を計上しております。主に

は、節１・農業費補助金の９億７１３０万３０

００円でございまして、説明欄一番下の地籍調

査事業補助金、４０ページに移りまして、上か

ら７つ目の多面的機能支払交付金事業補助金、

６つ下の産地生産基盤パワーアップ事業費補助

金と、さらに３つ下のい草移植機等導入支援補

助金が主なものでございます。 

 続きまして、４１ページをお願いします。 

 目８・災害復旧費県補助金では、５億６８９

９万２０００円を計上しております。節１・農

林水産業施設災害復旧費補助金では、７月豪雨

により多大な被害を受けた林道施設と農業施設

の復旧に要する経費に対して補助されるもので

ございます。 
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 ４２ページをお願いします。 

 項３・委託金、目１・総務費委託金で２億７

６０７万９０００円を計上しております。前年

度と比べ３４５７万７０００円増の主なもの

は、節４・選挙費委託金で、衆議院議員選挙に

係る委託金でございます。また、このほか主な

ものとして、節２・徴税費委託金の県民税徴収

事務委託金がございます。 

 次は、４３ページをお願いします。 

 下の表の款１７・財産収入でございます。 

 まず、項１・財産運用収入、目１・財産貸付

収入２０６４万９０００円は、土地建物貸付収

入や日奈久埋立地メガソーラー貸付収入、自動

販売機設置料が主なものでございます。 

 ４４ページをお願いします。 

 目２・利子及び配当金１７３２万円は、各基

金の利子が主なものでございます。 

 ４５ページをお願いします。 

 項２・財産売払収入、目１・不動産売払収入

の１８５３万円は、前年度と比べ１６２３万円

減となっております。その要因は、八千把地区

土地区画整理事業保留地売払収入の減によるも

のでございます。 

 次に、款１８、項１・寄附金でございます。

目１・総務費寄附金で１０億２４７０万４００

０円を計上しておりますが、主なものは、ふる

さと納税によるふるさと元気づくり応援寄附金

でございます。 

 ４７ページをお願いします。 

 款１９・繰入金でございます。 

 項１・基金繰入金の主なものは、目６・ふる

さと八代元気づくり応援基金繰入金として、こ

ども医療費助成事業など３５事業に４億７０７

１万３０００円、目８・まちづくり交流基金繰

入金として、老朽危険空き家等除却促進事業な

ど１７事業に１億５３万５０００円、４８ペー

ジに移りまして、目１１・平成２８年熊本地震

復興基金繰入金として、新庁舎移転事業など１

０事業に８７９０万５０００円、目１４・八代

市庁舎建設基金繰入金として、新庁舎建設事業

の市債の借入予定残額に１億６万６０００円、

目１５・坂田道男・道太文庫基金繰入金は、果

実運用型から取崩し型へ見直し、図書館管理運

営事業の図書購入に２０万円、新たに目１６・

新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金３億

１４５８万７０００円は、新型コロナウイルス

感染症対策の金融円滑化特別資金等の利子補給

に係るものでございます。 

 次の目１７・八代市スポーツ振興基金繰入金

１５０万円も今回新たに創設したもので、本市

のスポーツ振興及び地域活性化を応援しようと

する団体等からの寄附金を財源として、大規模

スポーツ大会等誘致事業に係るものでございま

す。 

 次の目１８・八代市日本遺産活用推進基金繰

入金４２万１０００円も今回新たに創設したも

ので、日本遺産・八代を創造（たがや）した石

工たちの軌跡～石工の郷に息づく石造りのレガ

シー～を応援したいという個人からのふるさと

納税寄附金を財源として、文化財保護啓発事業

の日本遺産活用協議会負担金に係るものでござ

います。 

 ４９ページをお願いします。 

 款２０・繰越金でございます。令和２年度か

らの繰越金を前年同額の１１億円計上しており

ます。 

 款２１・諸収入でございます。 

 まず、項１・延滞金加算金及び過料でござい

ますが、目１・延滞金で、前年度の決算見込み

などから１３００万円を計上しております。 

 ５０ページをお願いします。 

 下の表の項３・貸付金元利収入の目１・総務

費貸付金元利収入で４１０１万４０００円を計

上しております。市が地域総合整備財団の支援

を得て民間事業者に無利子の貸付を行っている

ものに対しての元金返済分である地域総合整備
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資金貸付金元金収入が主なものでございます。 

 目４・商工費貸付金元利収入で、５億６５万

円を計上しております。中小企業経営安定特別

融資預託金元金収入をはじめとする各預託金の

元金収入でございます。 

 続きまして、５１ページの項４・雑入でござ

います。 

 目５・雑入では、４億５９２１万円を計上し

ております。主なものとしまして、まず、節

２・消防団員等公務災害補償等共済基金収入で

消防団員退職報償金及び次の節３・公営住宅共

益費などでございます。 

 引き続き、５２ページに移りまして、節８・

雑入で３億５５９６万円を計上しております

が、主なものは、説明欄の上から順に、仮設施

設整備支援事業助成金１億５３７９万円は、令

和２年７月豪雨により被災した坂本町におい

て、道の駅坂本の敷地内に整備する仮設商店街

に対するもの、そのほか生活保護費返還金、環

境センターにおけるアルミニウムなど再資源化

物販売代金納付金、熊本県交流職員給与負担

金、熊本県市町村振興協会市町村交付金、熊本

県後期高齢者医療広域連合派遣職員給与負担金

がございます。 

 そのほかに、下から５番目に八代市総合体育

館やハーモニーホールの施設命名権料（ネーミ

ングライツ）や、指定管理者からの納付金とし

まして、下から３番目に広域交流地域振興施設

納付金と、一番下の日奈久温泉施設納付金がご

ざいます。 

 最後に、５４ページをお願いします。 

 款２２・市債でございます。 

 まず、項１・市債、目１・総務債４５億３１

０万円は、前年度より２７億１６１０万円の増

となっておりますが、主な要因は、一番上の臨

時財政対策債が７億８０１０万円増の２１億円

と、一番下の新庁舎建設事業における合併特例

債９５％の借入れ予定分１８億８７３０万円で

ございます。 

 次に、目２・民生債６３７０万円で、主なも

のは節２・児童福祉債の千丁みどり保育園空調

改修工事など公立保育所施設整備事業における

工事費の９５％、５１７０万円でございます。 

 次に、目４・農林水産業債１億９３９０万円

で、主なものは、節１・農業債の、上から県営

経営体育成基盤整備事業負担金から県営海岸保

全事業負担金までの３事業と、一つ飛びまして

県営湛水防除事業負担金の県営土地改良事業負

担金９０％分でございます。 

 ５５ページをお願いします。 

 目６・土木債は１３億３７２０万円でござい

まして、節１・道路橋梁債は、市内一円道路整

備事業に係るもので、歩行空間バリアフリー化

推進事業費、道路新設改良事業費、橋梁改修事

業費の９０％分、東西アクセス線改良事業費等

の９５％分、防災対策事業費の１００％分、坂

本・泉地域の道路新設改良事業費の１００％分

などで、８億３５５０万円でございます。 

 節３・港湾債１億８５４０万円の主なもの

は、八代港の国直轄事業及び重要港湾改修事業

に係る県営事業負担金の９０％の１億６０２０

万円でございます。 

 節４・都市計画債１億６８７０万円の主なも

のは、南部幹線道路整備事業で９５％の６２４

０万円、市内一円都市下水路整備事業で９０％

の４８６０万円、八千把地区土地区画整理事業

で９０％の３８８０万円がございます。 

 節５・住宅債１億９００万円は、公営住宅整

備事業で、先ほど国庫支出金で説明しました

が、築添団地等の公営住宅ストック総合改善事

業から国庫補助金を差引き後の１００％でござ

います。 

 次に、目７・消防債は１億６３０万円で、前

年度より８億４４６０万円の減となっておりま

すが、主な要因は前年度の防災行政無線整備事

業９億円でございます。 
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 ５６ページをお願いします。 

 目８・教育債は３億８６４０万円でございま

す。前年度と比べ３億３０万円減の主なもの

は、節５・社会教育債の民俗伝統芸能伝承館整

備事業によるものでございます。 

 節１・小学校債の６８４０万円は、小学校施

設整備事業の麦島小学校普通教室棟屋上防水改

修工事などに対する９５％の５０９０万円が主

なものでございます。 

 節２・中学校債５７８０万円は、中学校施設

整備事業の第一中学校の技術科室改修工事など

に対する９５％でございます。 

 節５・社会教育債１億３６６０万円は、民俗

伝統芸能伝承館整備事業の新築工事などに対す

る９５％の１億３０８０万円が主なものでござ

います。 

 節６・社会体育債１億５８０万円は、市民球

場施設整備事業の２階観覧席防水工事などに対

する９５％の３６３０万円が主なものでござい

ます。 

 次の目９・災害復旧債５８億１２５０万円

は、前年度より３３億５８６０万円増加してお

りますが、新庁舎建設工事が主なものでござい

ます。新庁舎建設工事以外は、前年度同様、市

庁舎施設災害復旧事業の仮設庁舎プレハブリー

ス料などに対する１００％の１億２３８０万円

が主なものでございます。 

 以上、令和３年度八代市一般会計予算に係る

歳入の説明といたします。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

○委員（堀 徹男君） ちょっと教えていただ

きたいのは、地方交付税の見込みを立てられた

額の中にですね、後年度に交付税措置のあるも

のの国に対する償還金とかっていうのは交付税

で措置されるということだったですよね。その

１５３億の中に大体どれぐらい今相当する額を

見込まれてるのかなというのを教えていただけ

ればと思います。 

○財政課長（田中智樹君） お答えします。特

にですね、交付税措置の中でも合併特例債だと

思うんですけど、合併特例債分をちょっと申し

上げますと、その分だけで約１０億が基準財政

需要額のほうに含まれる金額ということで見込

んでおります。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） ほかには主なものはな

いですか。 

○財政課長（田中智樹君） 数値等はちょっと

全部は把握しておりませんが、大きい部分です

れば臨時財政対策債という部分がございます。 

 以上でございます。 

○委員（堀 徹男君） それはどのくらい見込

んであるんですかね、そこは。 

○財政課長（田中智樹君） 臨時財政対策債に

ついては１００％でございますので、前年度と

比較しますと今年度の分は２億増ということで

見込んでおります。ちょっと前年度が分かりま

せんけども。 

○委員（堀 徹男君） じゃあ、後でいいで

す。 

○財政課長（田中智樹君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） ４８ページのです

ね、新規の基金がありますけども、ちょっと聞

き逃したかもしれませんけど、それぞれの目的

を教えてもらえますか。 

○委員長（橋本幸一君） 何ページですか。 

○委員（橋本徳一郎君） ４８ページ――１６

番あたりからですかね。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 今お尋ねは、４

８ページの１６番目の目の新型コロナウイルス

感染症対策ですかね。（委員橋本徳一郎君「そ

うですね、はい」と呼ぶ）こちらの分につきま
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しては、先ほど私の説明の中でも言いましたけ

ども、金融円滑化特別資金等で今回新型コロナ

で借り入れた事業者の方への利子補給等の分で

ございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） すいません、はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 臨時財政対策債のです

ね、発行の予定額でしょうけど２１億円という

ことで発行されているということなんですけ

ど、前年度比からいってほぼ６割増ということ

になりますかね。交付税が交付の下地の不足分

ということで臨時債を発行されていると思うん

ですが、ちなみに今まで制度が始まってからの

ですね、今回の残高が幾らぐらいになるのかな

と。ここに載っているのかなと思いますけど。

（｢発行額ですね」と呼ぶ者あり） 

○財務部次長（尾﨑行雄君） すいません、予

算書の１５２ページ、巻末を見ていただければ

ですね、一番下のほうに臨時財政対策債という

ことで載っておりますので、こちらが残高と今

年度の起債見込み額と償還予定額ということに

なっています。よろしいでしょうか。（委員堀

徹男君「はい、分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（成松由紀夫君） ４８ページの１７

番、スポーツ振興基金繰入金の考え方という

か、イメージというか。財政で把握されてる分

だけで結構でございますが。４８ページの１

７、八代市スポーツ振興基金繰入金１５０万。

イメージでよかっですよ。 

○財政課長（田中智樹君） お答えします。イ

メージ的には、仮称ですけどもスポーツコミッ

ション等の大規模スポーツ大会の事業等に充当

する予定でおります。 

○委員（成松由紀夫君） スポーツコミッショ

ンも絡むということで期待しておりますので、

財政の皆様方の御理解を今後ともよろしくお願

いいたします。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 今のと、その１個上だ

ったかなと思うんです、ふるさと納税寄附金を

活用した石造りの分の寄附金の創設。（｢１つ

下」」と呼ぶ者あり）ふるさと納税の額の増減

によって寄附の積立額とかっていうのは変わっ

ていくんだろうと思うとですけど、大体例年、

今年度に見られているというような額の割合と

いうか、ふるさと納税の何％、例えば５％はこ

っちに持ってきますよみたいな、そういうのは

何か見込みか何かあるんですかね、どういっ

た、その積立の額の。 

○財政課長（田中智樹君） お答えします。ま

ずルールのほうからちょっと簡単に御説明しま

す。 

 今年度の場合、令和３年度で見ますと、１０

億という歳入を見込んでおります。ルールとし

まして、約６０％ですね、が経費として見ます

ので、残りの４割の４億円を積み立てるような

形となります。 

 今年度の繰入れにつきましては、令和２年の

ときに頂いた分を一回積み立てて、その分から

必要な事業について充当を行います関係で、事

業についてもマックス３年間というところで考

えております。 

 簡単でございますけれども以上でございま

す。（委員堀徹男君「はい、分かりました」と

呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で、歳入等につ

いてを終了いたします。 
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 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午前１１時２９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３０分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。次

に、歳出について説明を求めます。 

 まず、第１款・議会費について、議会事務局

から説明願います。 

○議会事務局長（岩崎和也君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局、岩崎です。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 私のほうからは、議案第５号・令和３年度八

代市一般会計予算中、議会費の審議をお願いす

るに当たりまして、概要及びその所見につきま

して御説明申し上げます。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きたいと思います。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○議会事務局長（岩崎和也君） それでは、令

和３年度八代市一般会計予算書５７ページを御

覧いただきたいと思います。 

 令和３年度予算の議会費総額は、３億７７２

０万７０００円で、前年度と比べまして３０４

万２０００円増加の歳出予算となっておりま

す。 

 議会費につきましては、義務的経費の占める

割合が大きく、節区分１・報酬から、節区分

４・共済費までの経費を合計いたしますと、３

億２８４４万４０００円で、議会費全体の約８

７％を占めているところでございます。 

 令和３年度の予算編成の考え方といたしまし

ては、需用費、委託料等の経常的経費につきま

しては前年度実績を踏まえ、資料などを紙媒体

から電子媒体に切り替えるなど可能な限り節

減、抑制いたしまして、予算計上をいたしたと

ころでございます。 

 なお、３０４万２０００円の増加となってお

りますのは、人事異動に伴います職員給与経費

の増加などによるものでございます。 

 本当初予算におきましても、引き続き効率的

かつ効果的な事務事業の推進と予算執行が行わ

れるよう取り組んでまいります。 

 議会運営事務事業及び政務活動費交付事業、

これらの事務執行に当たっては、２８名の議員

の皆様方の職務を補助する組織として、私ども

事務局職員は各種の情報収集や効果的な行政視

察の手配など、議員各位がスムーズに仕事に取

り組まれることができるよう、質の高い職務環

境の提供に努めてまいります。 

 特に、今年度の新規事業といたしましては、

国のデジタル化推進に呼応する形でタブレット

を用い、効率的かつ効果的な議会運営や議員活

動の一助となるよう努めてまいります。 

 また、市民の皆様に対しましては、議会日程

や審議内容をはじめ、議長交際費や行政視察、

政務活動費などの公開に引き続き取り組み、透

明性の高い議会運営を継続してまいります。 

 以上、令和３年度八代市一般会計予算中、議

会費を御審議いただくに当たっての概要説明及

びその所見とさせていただきます。 

 この後、予算の詳細につきましては増田次長

より御説明申し上げますので、御審議のほど、

どうぞよろしくお願いいたします。 

○議会事務局次長（増田智郁君） 皆様、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり）議会事務局、増田でございます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、歳出の議会費につきまして御説明

させていただきたいと思います。 

 恐れ入りますが、説明につきましては、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○議会事務局次長（増田智郁君） それでは、

別冊となっております令和３年度八代市一般会

計予算書の５７ページをお開きください。 
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 説明に当たりましては、先ほど局長のほうが

御説明いたしました内容と重複する部分があり

ますが、御了承いただきたいと思います。 

 それでは、款１・議会費、項１・議会費、目

１・議会費におきまして、令和３年度予算とい

たしまして３億７７２０万７０００円を計上い

たしております。令和２年度と比較いたします

と全体で３０４万２０００円の増、率にいたし

まして約０.８％の増となっておりますが、そ

の主な要因は、先ほど局長からも御説明いたし

ましたとおり、人事異動に伴う職員給与経費の

増等によるものが主な理由でございますが、後

ほど御説明させていただきます議会デジタル化

などの新規事業実施に対し、これまで実施いた

しておりました事業の見直しなどを行った結

果、最終的に微増となったものでございます。 

 それでは、説明欄に基づき、節区分と併せな

がら説明をさせていただきます。 

 まず、節１・報酬から節４・共済費までは、

議員２８人、一般職１０人及び会計年度職員２

名に係る報酬・給料等といたしまして、３億２

８４４万４０００円を計上いたしております。 

 続きまして、議会運営事務事業につきまして

御説明申し上げます。なお、本事業は、議会運

営の円滑な遂行を図ることを目的といたしてお

ります。 

 それでは、議会運営事務事業における主なも

のを申し上げます。 

 節８・旅費の１６３４万７０００円は、常任

委員会並びに議会運営委員会の行政視察旅費５

３０万円のほか、この節の中には会議出席費用

弁償４８９万１０００円、海外行政視察１４名

分の２８０万円などが含まれております。 

 次に、節９・交際費の３０万６０００円は、

各種総会の会費などに支出するものでございま

す。 

 次に、節１０・需用費の５９４万１０００円

は、主にやつしろ市議会だより約４万９０００

部の年４回分の印刷経費約４３０万円、また、

令和３年度は市議会議員の改選年でございます

ので、改選に伴い議員２８名分の防災服新調経

費約５７万円などが含まれております。 

 なお、昨年度まで、八代市政の概要１００冊

の印刷経費として約１２０万円計上いたしてお

りましたが、議会タブレット導入に伴い、当該

経費につきましては削減いたしております。 

 次に、節１１・役務費の１３万４０００円

は、議会で使用する会議室内の椅子カバーのク

リーニング代、改選に伴う議席の標柱書換え経

費等でございます。 

 次に、節１２・委託料の５７７万円は、常任

委員会及び議会運営委員会などの各委員会記録

等作成業務委託に要します経費１９０万円、本

会議録作成の業務委託に要します経費２４０万

円のほか、会議録検索システムの保守点検委託

料約４９万円、さらには議会中継システム機器

の保守点検委託料約６０万円などでございま

す。 

 次に、節１３・使用料及び賃借料の２１９万

７０００円につきましては、会議録検索システ

ムリース料といたしましてソフトウエアリース

料約３７万円のほか、議長等公務出張等に伴う

高速道路使用料などのほか、先ほども申し上げ

ましたとおり、令和３年９月以降、議会用タブ

レットを導入することに伴い、タブレットＬＴ

Ｅ回線使用料及び会議アプリ使用料約１４５万

円が主なものでございます。 

 次に、節１７・備品購入費の６５９万５００

０円は、現在議会用として１０人乗りのワゴン

車がございますが、当該車両につきましては平

成８年に購入しており、現在約２４年経過して

おり、経年劣化により各所の故障や部品交換が

生じていることから、令和３年度に新規１０人

乗りワゴン車を購入する経費約４０３万円、ま

た、議会用タブレット端末購入経費約２５７万

円でございます。 



 

－24－

 以上が議会運営事務事業に伴う予算でござい

ます。 

 最後に、政務活動費交付事業についてでござ

いますが、節１８・負担金補助及び交付金１１

４７万３０００円につきましては、各会派に交

付いたします政務活動費といたしまして１００

８万円のほか、全国市議会議長会や熊本県議長

会及び各種協議会等に関わります負担金約１４

０万円を含みました内容となっております。 

 以上が令和３年度の議会費の予算概要でござ

います。御審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（橋本徳一郎君） 概要のほうにチャッ

トアプリ使用料というのがあるんですけど、こ

のチャットアプリってどういったものを使う予

定ですか。 

○議会事務局次長（増田智郁君） ビジネスチ

ャットでございますが、こちらはウェブ会議を

する際に使用する使用料というような形になっ

ております。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） 機能としてはウェブ

会議だけになるんですか。ほかには何か。 

○議会事務局次長（増田智郁君） 昨年から発

生してます新型コロナ、また令和２年の７月豪

雨災害等々での会議体の招集ができないという

場合も想定いたしまして、現在のところウェブ

会議のみを想定しているところでございます。 

 以上です。（委員橋本徳一郎君「はい、分か

りました」と呼ぶ） 

○委員（太田広則君） 関連して、タブレット

はどんな機種を検討、予定されているんでしょ

うか。 

○議会事務局次長（増田智郁君） タブレット

端末につきましては、刻々と新型が出ている関

係がございますので、現時点でバージョンが幾

つでというところは定かではございませんが、

今現在想定しておりますのが、ｉＰａｄの１

０.２インチを現状では想定をしているところ

でございます。 

 以上です。（委員太田広則君「はい、分かり

ました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で、第１款・議

会費についてを終了します。 

 執行部入替えのため、小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１１時４１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４２分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、第２款・総務費、第１１款・公債費、

第１２款・諸支出金及び第１３款・予備費につ

いて説明を願います。 

○市長公室長（松本浩二君） 皆さんおはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）市長公室長の松本でございます。 

 令和３年度の当初予算案に係る総務費の歳出

予算を御審議いただくに当たり、関係します各

部長から、予算案に対する考え方、総括等を順

に述べさせていただきます。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○市長公室長（松本浩二君） 市長公室では、

第２次八代市総合計画で掲げる将来像の実現に

向けて、特に重点的に取り組む６つの戦略のう

ち、誇るべきふるさとを未来につなぐための施

策並びに市民意識調査結果による優先取組を、
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所属課の各種事業を通じて展開してまいりま

す。 

 まず、秘書広報課の広報広聴活動事業では、

市の取組を幅広く市民にお知らせし、市政の見

える化の推進に向けて、広報やつしろの発行に

よる情報発信のほか、ＦＭやつしろやホームペ

ージ、ツイッター、フェイスブックなど様々な

メディアを活用し、コロナ対策や災害復興関連

施策などの市民が求める情報のタイムリーな提

供に努めます。 

 また、令和３年度は３年に一度の取組としま

して、八代市中学生議会を開催します。次代を

担う子どもたちが、八代の暮らしや未来につい

て語り合うことで、市民の一員としての自覚と

まちづくりに関心を持っていただく取組を進め

てまいります。 

 次に、人事課では、職員の福利厚生と併せ

て、多様化する行政需要に対応するための市職

員の意識改革と能力開発が不可欠と考え、職員

自身のスキルアップやモチベーション向上を促

し、行政機能をフルに発揮することができる人

材育成に取り組んでまいります。 

 特に、研修関係では、各種研修センター・自

治大学校などへの派遣と併せて、多様化する地

域課題にＡＩやＩＣＴをはじめとする先端技術

を市民生活に活用するスマートシティを実現す

るため、デジタル化に必要な知識・技能及びそ

れらを用いた課題解決能力を持つ人材育成のた

めの研修にも力を入れてまいります。 

 最後に、国際課では、コロナ禍の中、これま

での相互訪問を基本とする国際交流が難しい状

況を踏まえ、オンライン等を活用した新たな交

流の形の構築にも積極的に取り組みます。 

 また、３年度は急増する外国人市民との多文

化共生社会の実現に向けて、外国人市民向けの

日本語教育と並行して、日本人市民向けのやさ

しい日本語の普及に努め、言語の壁を取り除き

ながら相互理解を促進していきます。 

 さらに、これまで懸案となっておりましたや

つしろ国際協会の設立にも積極的に取り組んで

まいります。 

 市政の見える化の推進、市職員の意識改革と

能力開発への取組、多文化共生社会の実現と、

それぞれが長いスパンでの取組を要する課題で

はありますが、この一つ一つが将来の八代市を

築く礎となるよう、粘り強く丁寧に進めてまい

りたいと考えております。 

 以上、総務費における市長公室の総括とさせ

ていただきます。 

○総務企画部長（丸山智子君） 改めまして、

皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ

者あり）総務企画部の丸山でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 それでは、着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（丸山智子君） では、新規事

業を中心に、総務企画部の総括を申し上げま

す。 

 まず、次期総合計画策定事業では、第１期基

本計画が令和３年度をもって終了することか

ら、令和４年度を計画初年度とする第２次八代

市総合計画第２期基本計画を策定します。第１

期基本計画の成果と課題を踏まえ、坂本町の復

興やデジタル化の推進など、新たな課題にも対

応した計画づくりを行ってまいります。 

 次に、復興推進事業では、令和２年７月豪雨

により被災した坂本町の復興に向けて、まちづ

くりの方向性を示す計画を策定いたします。支

所等の公共施設再建に向けた計画づくりや、集

落ごとの再生に向けた事業の検討を行うなど、

総合的なまちづくり計画とする予定です。ま

た、災害公営住宅の整備に向けて、規模の設

定、配置計画及び建築計画などの基本計画を策

定することとしております。 

 また、坂本町の地域活性化のため、定住促進
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対策事業により地域おこし協力隊２名を配置し

ます。地域住民と協働し、地場産品の開発、販

売、ＰＲ等のサポートを行うとともに、交流・

関係人口の拡大を図るための情報発信を行い、

地域の活力と魅力を再生させるための支援を行

うこととしています。 

 次に、八代・天草シーライン建設促進につい

てですが、本年２月に蒲島知事を会長とした県

による建設促進協議会が設立されました。今後

は、県南・天草地域の１８市町村で構成する八

代・天草シーライン建設促進期成会と県の協議

会との連携強化により、国への要望活動や構想

推進大会等を開催し、さらなる機運醸成を図っ

てまいります。 

 次に、生活交通確保維持事業では、八代市地

域公共交通網形成計画の２次計画として、昨年

１０月に八代市地域公共交通計画を策定しまし

た。本計画に記載した目標達成のため、各種施

策の着実な進捗を図るとともに、路線の見直し

については、利用状況はもとより、地域からの

要望等にも柔軟に対応し、多くの市民にとって

利用しやすい公共交通を目指してまいります。 

 次に、デジタル化推進事業では、デジタル社

会の実現に向けた取組を本市においても着実に

進めていくため、基本計画を策定します。この

計画策定に当たっては、安全・安心で、持続的

に発展するまち“スマートシティやつしろ”に

向けて、地域課題の解決や行政サービスの変

革、協働と連携によるデジタル社会の実現につ

いて、具体的な事業・取組を盛り込みたいと考

えております。 

 また、スマートシティに向けた行政内部の取

組として、行政改革推進事業において、引き続

きパソコン上の操作を自動化するＲＰＡと呼ば

れるソフトウエアを活用して業務の自動化、省

力化に取り組むとともに、申請手続のオンライ

ン化を促進するために申請書類の押印廃止を進

めてまいります。 

 さらに、キャッシュレス化やペーパーレス化

などを行うとともに、市民からの問合せに自動

でＡＩが回答するチャットボットの実証実験を

行ってまいります。 

 次に、超高速ブロードバンド整備事業では、

昨年中に龍峯、日奈久、二見及び鏡地区沿岸部

の整備が完了しました。令和３年度は、東陽、

泉地区を整備し、令和４年度の坂本地区で完了

予定です。引き続き、市内の情報通信格差是正

のため早期整備に努めてまいります。 

 最後に、基幹統計調査として経済センサス活

動調査を実施します。これは、令和３年６月１

日を調査基準日として、事業所・企業の経済活

動の状況を明らかにするため、５年ごとに実施

される統計調査です。調査区として市内全域を

２６４の調査区に分け、指導員約１０名、調査

員約９０名の体制で、市内で活動している全て

の事業所、企業を調査します。調査への御協力

が得られるよう周知を図りたいと考えておりま

す。 

 総括は以上でございますが、総務企画部で

は、昨年８月に復興推進課が設置され、さらに

４月からはデジタル化推進のための課が設置さ

れるなど、新たな体制となる予定です。今後と

も、市役所各部はもとより、国・県など様々な

関係機関と連携し、市政の総合的な推進を図っ

てまいります。よろしくお願いいたします。 

○財務部長（佐藤圭太君） それでは、財務部

の主な事業について、着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○財務部長（佐藤圭太君） まず、財政が所管

する関係でございますが、今回の予算編成に当

たっては、新型コロナウイルス感染症の収束が

見通せない中、その対策や地域経済活動の回復

に資する必要な事業については、令和２年度に

引き続き実施してまいります。 

 また、坂本町の復旧・復興についても着実に
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進めるとともに、デジタル社会の推進をはじ

め、時代の変化に適応した施策を展開していく

ため、国や県と連携した切れ目のない１４か月

予算として編成したところでございます。 

 なお、財政見通しにつきましては、地方交付

税について、合併後の団体単位で算定される一

本算定への移行による影響や、国勢調査による

算定基礎人口の減少なども見込まれるところで

すが、国の地方財政計画では、出口ベースで対

前年比プラス５.１％の予算が確保される見込

みでありますことから、臨時財政対策債の発行

と併せまして本市の一般財源を確保したところ

でございます。 

 しかしながら、予算規模は合併後最大となっ

ておりますので、さらなる財政健全化への取組

も欠かさず、財政規律の堅持と市政発展のため

の投資のバランスの取れた持続可能な財政運営

を確立してまいります。 

 また、ふるさと納税につきましては、令和元

年９月より、現在の観光・クルーズ振興課へ所

管を移しまして、新たな取組による寄附金の増

加を図ったところ、令和元年度は返礼品の見直

しや新規開拓などにより約３億６０００万の寄

附があり、令和２年度も継続した取組と、７月

豪雨の影響等で全国からの支援が集まり、約１

２億円の大幅増を見込んでおります。令和３年

度におきましても、さらなる寄附金の増加を図

り、一般財源の確保に努めてまいります。 

 次に、入札・契約事務関係でございますが、

従来から行っております工事関係の電子入札シ

ステムに物品・役務も追加し、全ての入札を電

子化することで新型コロナウイルス感染症対策

及び入札・契約事務の効率化を図ります。 

 次に、未利用財産の活用による歳入の確保と

いたしまして、未利用財産の売却や貸付けの拡

大を図っており、令和２年度は、新たな取組と

いたしまして、専ら公共施設の利活用を取扱う

民間ウェブサイト等への掲載や、市有施設等利

活用見学会を実施したところです。 

 また、経費削減に向けた取組として、庁舎や

学校施設等高圧電力施設における電力調達の入

札を実施いたしました。 

 令和３年度は、いよいよ新庁舎が完成する年

となりますが、新庁舎の効率的かつ効果的な管

理を目指し、新たに総合管理業務委託方式によ

る庁舎管理を行う予定としており、全庁的なフ

ァシリティマネジメントをさらに推進してまい

ります。 

 次に、税関係でございます。 

 市民税につきましては、税率改正やコロナ禍

等の影響で個人市民税及び法人市民税、入湯税

は税収減を、一方で、軽自動車税、市たばこ税

は税率改正の影響で税収増を見込んでおりま

す。 

 また、固定資産税におきましては、市内の多

くの地域の地価が未だに下落傾向にあること

や、令和３年度の評価替えに伴う既存家屋の評

価額の減少に加え、コロナ禍の影響により償却

資産に係る新規設備投資も例年ほどは見込めな

いことなどから、税収減を見込んでいるところ

でございます。今後も引き続き、公正公平な課

税に努めてまいります。 

 また、税の徴収につきましては、引き続き、

滞納整理の早期着手を行い、現年度課税分の収

納率向上と翌年度への滞納繰越の抑制を図りま

す。早期の催告と財産調査を徹底し、差押え等

の滞納処分を強化し、累積滞納額の削減に努め

るとともに、税負担の公平性を確保してまいり

ます。 

 新たな取組といたしましては、市税等の納付

においてスマートフォン決済を導入いたしま

す。平成２８年度から実施しておりますコンビ

ニ収納の仕組みを活用し初期費用をかけず、外

出しないで納付できる方法を整備することで、

納税者の利便性の向上だけでなく、新型コロナ

ウイルス感染症への対策及びキャッシュレス化
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の推進にもつながるものと考えております。 

 なお、平成２９年度から納税課内に債権対策

室を新たに設け、強制徴収公債権についての一

元的な滞納整理を進めており、令和３年度から

訴訟等の法的措置による私債権の回収にも取り

組んでまいります。 

 最後に、建設部が所管します新庁舎の建設関

係でございます。 

 新庁舎本体工事は、コロナ禍の影響で４月末

に工事を一時中止したものの、その後、遅れを

取り戻し、予定どおり令和３年１０月末の竣工

を目指しております。 

 令和３年度は、本体工事の変更契約や附帯工

事、外構工事など、残る全ての工事を発注する

とともに、新庁舎に必要な備品・什器の調達を

行い、令和４年１０月末の事業完了に向けた準

備を進めてまいります。 

 また、新庁舎の開庁式は、令和４年２月中旬

を予定しており、移転に必要な経費を計上して

おります。 

 なお、一般質問でも答弁しましたように、総

事業費が８億５０００万円増額し１７１億３０

００万となりましたが、これは当初想定してい

なかった事案の発生が主な要因でございますの

で、議員の皆様方の御理解をよろしくお願いい

たします。 

 以上、財務部の総括とさせていただきます。 

○市民環境部長（桑原真澄君） 皆様、こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市民環

境部の桑原でございます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 それでは、当委員会所管の総務費中、市民環

境部が所管いたします当初予算の主な事業につ

きまして、総括及び方針の一端を、着座にて述

べさせていただきたいと思います。よろしいで

しょうか。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○市民環境部長（桑原真澄君） まず、市民活

動政策課が所管いたします住民自治の推進につ

いてでございますが、今年度は、新型コロナ感

染症の影響により多くの地域イベントが中止と

なる中、それぞれの地域協議会において、創意

工夫の下、地域の特色を生かしたまちづくり活

動を展開していただいております。市としまし

ては、活動交付金や補助金などの財政的支援を

充実させるとともに、地域の人材育成にも取り

組み、地域協議会への支援をさらに強化してま

いります。また、地域協議会に委託しておりま

すコミュニティセンターの一部管理業務は、来

年度からは１８の地域協議会に受託していただ

く予定でございます。 

 次に、地域のまちづくり推進事業でございま

すが、本市の協働によるまちづくりの基本的な

考え方などを定めた八代市協働のまちづくり推

進条例を、令和元年８月に施行したところでご

ざいます。この条例を具現化し、実行性を高

め、さらに協働のまちづくりを進めるために、

協働のまちづくり推進計画を今年度策定をいた

しました。引き続き、地域の自主性、主体性を

尊重し、地域の皆様の要望や意見をしっかりと

受け止めて、市からも的確な助言や情報発信を

行うなどきめ細かな支援を行い、協働によるま

ちづくりの推進に取り組んでまいります。 

 次に、コミュニティセンターの維持管理及び

施設整備でございますが、コミュニティセンタ

ーを安心して快適に利用いただけるように維持

管理を行い、併せて防災拠点としての機能の充

実を図るとともに、地域活動の拠点として誰も

が利用しやすい施設となるよう、空調設備の整

備やトイレのバリアフリー化などを引き続き計

画的に進めてまいります。 

 特に、改築を進めてまいりました高田コミュ

ニティセンターにつきましては、既に本体工事

は完了しており、３月３０日には落成式を予定

しているところでございます。 

 また、市政協力員関係でございますが、市政
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協力員の皆様には、市民への事務連絡や市広報

の配布等をお願いするなど、市の多くの課かい

が様々な事務をお願いしており、市民の福祉の

増進と市政の円滑な運営のために、市と市民を

つなぐ重要な役割を担っていただいておりま

す。特に、今年度は新型コロナ感染症や令和２

年７月豪雨への対応に御尽力をいただき、改め

てその役割の重要性を認識したところでござい

ます。 

 担当地区の再編や事務費の増額などを行って

おりますが、市政協力員のなり手不足が懸念さ

れますことから、地域の御意見を伺いながら、

引き続き制度の見直しを行ってまいりたいと考

えております。 

 次に、人権政策課が所管します人権啓発につ

いてでございますが、誰もがいきいきと暮らせ

るまち、人権が尊重されるまちづくりの実現を

目指して、人権啓発センターを活用しながら、

人権尊重の意識と実践力を養う学習活動を展開

することで、市民の人権意識の高揚が図られる

よう啓発推進に取り組んでまいります。 

 男女共同参画につきましては、第２次男女共

同参画計画の重点施策である女性の活躍推進や

ワーク・ライフ・バランスの推進、男女共同参

画の視点に立った防災体制づくりなど、あらゆ

る分野において男女が共に活躍できる社会づく

りに向け様々な取組を進めてまいります。 

 また、青少年健全育成においては、地域協議

会や学校、警察及び青少年指導員による巡回街

頭指導や、八代地区保護司会等と連携した社会

を明るくする運動などを通して、啓発活動を実

施してまいります。 

 最後に市民課でございます。本年６月から、

総合窓口用レジのリース切替えに伴い、コロナ

感染症対策として非接触型レジを導入する予定

としております。このレジは現金受渡しによる

感染リスクを低減するもので、キャッシュレス

決済サービスにも対応するものでございます。 

 また、市民の方が亡くなられた際の手続をワ

ンストップで行うおくやみコーナーの運営や、

引っ越しシーズンの休日窓口、夜間窓口の開設

等、市民の方にとって利用しやすい窓口づくり

に引き続き取り組んでまいります。 

 さらに、マイナンバーカードの効率的な交付

体制を整えるとともに、企業や地域への出張申

請や写真撮影を含めた申請方法の実施など、普

及のための取組を推進してまいります。 

 以上でございますが、今後も、市議会をはじ

め市民の皆様の御意見をお聞きしながら、改善

すべきところは改善し、事業の着実な遂行に努

めてまいりたいと考えております。以上でござ

います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、午前中の

審査を終了し、しばらく休憩いたします。 

 午後は１時５分から再開いたします。 

（午後０時０４分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時０５分 開議） 

○委員長（橋本幸一君） 休憩前に引き続き、

総務委員会を再開いたします。 

 それでは、午前中の第２款・総務費、第１１

款・公債費、第１２款・諸支出金及び第１３

款・予備費について、部長総括で終了しました

ので、引き続き、本件について執行部より説明

を求めます。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）財務部次長の

尾﨑です。よろしくお願いいたします。それで

は、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 議案第５号・令

和３年度八代市一般会計予算のうち、款２・総

務費、款１１・公債費、款１２・諸支出金、款

１３・予備費の総務委員会付託分について説明

いたします。 

 説明に当たっては、職員給与経費は省略し、
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新規の取組や事業費の大きいものを中心に説明

させていただきます。 

 それでは、５７ページをお願いします。 

 款２・総務費でございます。 

 まず、項１・総務管理費、目１・一般管理費

で３１億２９０５万９０００円を計上しており

ます。前年度に比べ４億２１８０万円の増とな

っておりますが、ふるさと納税事業の増が主な

要因でございます。 

 ５８ページをお願いします。 

 説明欄下から６番目の会計年度任用職員関係

等事業３４０９万７０００円は、産休代替等緊

急対応の会計年度任用職員報酬として２５１０

万円及び社会保険料４００万円が主なものでご

ざいます。 

 次に、３つ下の職員派遣事業４３６５万２０

００円は、熊本県市長会東京事務所、熊本県福

岡事務所などに派遣している職員の帰庁報告、

赴任、帰任などの旅費２６６万１０００円や派

遣職員の住宅借上料８４０万８０００円、４名

分の県人事交流職員給与等負担金３２５０万円

などでございます。 

 次の職員派遣事業（豪雨災害）３０５９万３

０００円は、７月豪雨災害から早期の復旧を図

るため、熊本市などから技術職員の中長期的な

人的支援を受け入れており、その派遣職員４名

分の住宅借上料２５１万７０００円、人件費負

担金２７６５万１０００円などでございます。 

 次の職員研修事業１０１４万２０００円は、

市町村職員中央研修所、全国建設研修センタ

ー、自治大学校などへの派遣旅費３６３万２０

００円、コミュニケーション向上研修、メンタ

ー研修などの事業委託料２２０万５０００円、

ＤＸ人材育成研修や自治大学校等の実務派遣研

修の研修負担金３５６万９０００円、資格取得

補助などの自己啓発補助３０万円が主なもので

ございます。 

 ５９ページをお願いします。 

 ふるさと納税事業５億４９７９万３０００円

及び次のふるさと納税ＰＲ事業２２５８万３０

００円は、令和２年度の決算見込みに伴い、約

４億円を増額しております。これは令和３年度

の寄附見込額１０億円に伴うもので、ふるさと

納税謝礼の報償費３億５６１６万５０００円、

寄附の申込みから入金管理、特産品の配送管理

などのふるさと納税業務委託９０００万円、ポ

ータルサイト利用料８１４０万円が主なもので

ございます。なお、特定財源として、ふるさと

元気づくり応援寄附金５億４９７９万３０００

円を予定しております。 

 次に、下から３つ目の市政協力員関係事業の

１億１３４２万９０００円は、市政協力員３３

０人の委託料１億４０５万円、市政協力員事務

費４９５万円が主なものでございます。 

 １つ飛んで、国際交流推進事業の７１８万７

０００円は、令和元年度より外国青年招致事業

を活用し、翻訳・通訳や、外国人目線で国際交

流活動等に従事しております国際交流員ＣＩＲ

１名に関する報酬３７９万７０００円のほか、

国際交流協会設立準備委員会の開催に係る委員

報償費２６万６０００円、本年７月に設立予定

の八代市国際交流協会負担金７６万３０００円

が主なものでございます。 

 続きまして、目２・文書広報費で１億４１６

７万５０００円を計上しております。前年度に

比べ３６６万７０００円の増でございますが、

主に郵便料金の増１５５万９０００円、及び新

庁舎へのシステム移設等に伴うケーブルテレビ

特別会計への繰出金２２１万３０００円増によ

るものでございます。 

 まず、文書管理事務事業（本庁）の６８９７

万４０００円は、浄書印刷室のパフォーマンス

チャージ料３２８万１０００円、コピー用紙

代、印刷機インク等の事務用品８００万円、郵

便料５３１８万３０００円などでございます。 

 その下の各支所の経費も、支所で管理してお



 

－31－

りますコピー機のパフォーマンスチャージ料や

コピー用紙代、印刷機インク等の事務用品、郵

便料などでございます。 

 次に、下から２行目、広報広聴活動事業３６

６３万３０００円は、広報やつしろ印刷製本費

３５０５万４０００円、市公式ホームページの

システム保守料９３万７０００円が主なもので

ございます。また、令和３年度は３年に一度の

中学生議会の開催を予定しております。 

 特定財源としまして、広報紙広告掲載料５５

４万４０００円、ホームページ広告掲載料１０

０万８０００円がございます。 

 次に、ケーブルテレビ事業特別会計への繰出

金としまして２３９１万３０００円を計上して

おります。 

 ６０ページをお願いします。 

 目３・会計管理費で１４９２万２０００円を

計上しております。 

 会計管理事務事業の主なものは、一般会計及

び特別会計の決算書などの印刷製本費１５５万

５０００円、口座振替手数料１８１万５０００

円、指定金融機関派出業務手数料３４５万２０

００円、金融機関窓口収納手数料３４３万８０

００円のほか、ＯＣＲ読み取り作業委託料２２

１万８０００円を計上しております。 

 次は、目４・財産管理費で４億６６１５万９

０００円を計上しております。前年度に比べ８

７４１万８０００円の増でございますが、主に

一般職２人増に伴う増１４７５万７０００円、

及び新庁舎開設に伴う管理費増４９３９万８０

００円、旧市立病院医師宿舎の解体工事設計委

託などに伴う市有財産管理事業の増、本庁で１

１４８万８０００円、鏡支所で４４６万６００

０円、旧八千把小学校浜分校解体工事に伴う廃

校施設管理運営事業の増１３９５万４０００円

によるものでございます。 

 まず、市庁舎管理運営事業（本庁）２億３９

７１万８０００円は、仮設庁舎や賃借している

民間ビルでの光熱水費１１３３万７０００円や

委託料４１３２万９０００円、リース料１億９

５８万２０００円などの１億７４０９万３００

０円に加え、新たに新庁舎管理経費４９３９万

８０００円、坂本支所仮設庁舎リース料１５７

３万円が主なものでございます。特定財源とし

て、仮設庁舎などの市債１億２３８０万円のほ

かに、庁舎案内板の広告収入１２０万円などが

ございます。 

 その下からの各支所の経費も同様に、光熱水

費や電話料、委託料など、支所庁舎の維持管理

に要する経費でございます。 

 次の市有財産管理事業（本庁）の２１４４万

４０００円は、集中管理している公用車の燃料

費１１３万５０００円、市全体の公用車の自動

車重量税５３７万９０００円などの例年分に加

え、新規に、旧市立病院の医師宿舎解体工事設

計委託など９８３万９０００円が主なものでご

ざいます。 

 次に、３つ下の廃校施設管理運営事業２２７

１万６０００円は、学校の統廃合に伴って廃校

となった施設の維持管理経費で、令和３年度よ

り民間への貸付け終了となった旧宮地東小学校

を加えた８施設がございます。電気料、水道

料、下水道使用料などの光熱水費３２２万７０

００円、警備、浄化槽、給水設備などの保守点

検業務などの委託料３２９万３０００円に加

え、令和２年７月豪雨により被災した坂本町の

わかあゆ保育園に臨時園舎の敷地として貸し付

けている旧八千把小学校浜分校の旧校舎解体工

事費１４１８万３０００円が主なものでござい

ます。 

 次に、一番下の市庁舎施設整備事業（鏡支

所）６６３万２０００円は、空調設備におい

て、今後改修を進めるための実施設計業務委託

経費でございます。 

 ６１ページをお願いします。 

 目５・企画費で１億６３７０万４０００円を
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計上しております。 

 まず、説明欄上から７つ目の八代・天草シー

ライン建設促進事業１１３万６０００円は、令

和３年２月に、蒲島県知事を会長とした県によ

る建設促進協議会が設立されたことに伴う協議

会負担金５１万６０００円及び八代・天草シー

ライン建設促進民間協力期成会事業補助金４７

万５０００円が主なものでございます。 

 次に、３つ下の住民自治推進事業７３２５万

３０００円は、従来の市内地域協議会のまちづ

くり活動活性化補助金を改め、仮称ではござい

ますが、地域みらいづくり補助金として継続す

る６３０万円及び地域協議会活動交付金６６６

６万９０００円が主なもので、地域協議会活動

交付金については、今回、単価の見直しによる

増額を図っております。特定財源として、まち

づくり交流基金繰入金６３０万円を予定してお

ります。 

 次に、５つ下の次期総合計画策定事業１００

０万２０００円は、第２次八代市総合計画にお

ける第１期基本計画の計画期間が令和３年度に

終了することから、令和４年度を計画初年度と

する第２期基本計画を策定するもので、策定支

援業務委託料８６９万２０００円が主なもので

ございます。 

 次の復興推進事業２２７７万１０００円は、

令和２年７月豪雨により被災した坂本町の創造

的復興に向け、まちづくり計画や災害公営住宅

の基本的な計画等を策定するものでございま

す。特定財源としまして、国庫支出金の都市防

災総合推進事業補助金１３８２万５０００円、

及びふるさと八代元気づくり応援基金繰入金４

０８万８０００円を予定しております。 

 次の地域おこし協力隊事業４６７万８０００

円は、昨年度、定住促進対策事業の中で予定し

ておりましたが、今年度、改めまして、令和２

年７月豪雨で被災した坂本町のまちづくりに地

域全体で取り組む活動を支援・サポートするた

めの地域おこし協力隊２名を募集・任用し、産

業・観光の開発、情報発信などの地域協力活動

を行うものでございます。 

 続きまして、目６・情報推進費で、７億５３

３万６０００円を計上しております。前年度に

比べ２億１１３９万７０００円の増となってお

りますが、これは、令和元年度より実施してい

る、光ブロードバンドの未整備地区を整備する

ための超高速ブロードバンド整備事業補助金が

主な要因でございます。 

 説明欄の上から２つ目の基幹システム運用事

業１億１８２４万１０００円は、住民基本台

帳、税情報など４４業務のシステム使用料７５

０９万８０００円や入力データ作成委託料１０

８２万５０００円が主なものでございますが、

今年度は、新庁舎における福祉関係業務のワン

ストップ化を図るための総合窓口システム改修

５９４万円や電算室備品購入５９４万円及び電

算システム移設１０５９万１０００円なども予

定しております。 

 １つ飛びまして、情報化端末等運用事業６６

２９万９０００円は、複合機、プリンター１６

６台分の賃借料４２３万６０００円や職員に配

備しているパソコン１７３０台分のリース料３

２７６万６０００円、インターネット等利用に

おける画面転送サービスＲＤＳ及び端末用ソフ

トウエアの使用料２４０７万７０００円のほ

か、今年度は新型コロナウイルス感染症対策と

して、ウェブ会議システム２８４万５０００円

の導入などを予定しております。 

 １つ飛びまして、サーバ管理運用事業４８３

３万８０００円は、新型コロナウイルス感染症

対策として、テレワーク対応可能端末２５０台

を整備するなど、テレワーク環境を推進するも

のでございます。 

 次に、地域情報化事業の３億８２８８万３０

００円は、民設方式により、光ブロードバンド

の未整備地区を整備するために要する費用の一
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部を補助する超高速ブロードバンド整備事業補

助金３億７７００万円が主なものでございま

す。なお、特定財源としまして、市債の過疎債

３億７７００万円を予定しております。 

 なお、令和３年度は、東陽、泉地区の整備を

予定しております。 

 ６２ページをお願いします。 

 新規事業のデジタル化推進事業７４５万円

は、デジタル技術を活用し、少子高齢化の進行

に伴う生産年齢人口の減少や大都市圏への人口

集中などの地域課題の解決や行政サービスの効

率化、高度化などを図り、スマートシティを推

進するためのデジタル化推進基本計画策定委託

５００万円などでございます。 

 続きまして、目７・交通防犯対策費では１億

２８４９万３０００円を計上しております。前

年度に比べ１４６万円増の主な要因は、下段の

生活交通確保維持事業７３７９万５０００円の

うち、乗合タクシー運行事業補助金７２０７万

２０００円によるものでございます。 

 続きまして、目８・人権啓発費で１億１４４

９万２０００円を計上しております。 

 まず、人権啓発推進事業７９９万７０００円

は、八代地域人権教育のための推進会議分担金

１５８万円、市人権問題啓発推進協議会交付金

３８０万円が主なものでございます。 

 ６３ページに移りまして、下段の青少年健全

育成事業９４５万７０００円は、街頭指導など

に当たる青少年指導員謝礼３８６万７０００円

や青少年相談員３名の報酬３２１万９０００円

などを計上しております。 

 次に、目９・コミュニティセンター費で２億

６３１４万６０００円を計上しております。前

年度より１億３８６３万７０００円減額してお

りますが、高田コミセン改築関連工事など、令

和２年度に行った大規模工事分の減少によるコ

ミュニティセンター整備費の減が主な要因でご

ざいます。 

 そのコミュニティセンター施設整備事業の１

億３５６２万８０００円は、主なものとしまし

て、代陽コミュニティセンターの空調設備改修

工事６９０２万３０００円や松高コミュニティ

センター及び八千把コミュニティセンターの高

圧受電設備改修工事２９９０万９０００円など

でございます。なお、特定財源としまして、市

債では、緊急防災減災事業債８１３０万円、合

併特例債３５９０万円及びサテライト八代から

の寄附金３５３万４０００円を予定しておりま

す。 

 続きまして、目１０・公平委員会費で、事務

事業経費として１２７万円を計上しておりま

す。 

 ６４ページをお願いします。 

 目１１・諸費で６２５５万４０００円を計上

しております。 

 説明欄中段の国県支出金等返還金事業１００

０万円は過年度分の国県支出金の精算に伴う返

還金の準備金でございます。 

 １つ下の市税還付金事業５０００万円は、前

年度の法人市民税などの精算に伴う還付金の準

備金でございます。 

 次に、目１２・市庁舎建設費で、８０億１５

６８万６０００円を計上しております。前年度

に比べ５６億２９５５万６０００円の増となっ

ておりますが、これは、新庁舎建設事業７６億

１９３４万６０００円の最終年度であり、継続

費で設定しております新庁舎本体工事の工事請

負費５７億１７８０万円及び工事監理業務委託

料６１０１万６０００円、電気附帯工事費１億

６５００万円に加え、追加工事として７億４８

００万円、附帯工事４億６３００万円、令和３

年度分の外構工事４億４７６６万円が主な要因

でございます。 

 また、新庁舎建設オフィス環境整備支援事業

の３億５００８万３０００円は、新庁舎に配置

予定の机、椅子など備品什器購入経費でござい



 

－34－

ます。 

 ６５ページに移りまして、項２・徴税費、目

１・税務総務費で５億４４３５万６０００円を

計上しておりますが、前年度に比べ２８５万４

０００円の増となっております。主に職員給与

経費の増によるものでございます。 

 なお、特定財源の国県支出金は、県の県民税

徴収事務委託金でございます。内容は市民税、

資産税の事務事業経費でございます。 

 目２・賦課徴収費で９００２万１０００円を

計上しております。前年度と比べ１６１３万７

０００円の減でございますが、固定資産税に係

る地番現況図等作成業務委託において、評価替

えに向けて令和２年度に実施した航空写真撮影

が令和３年度は不要となることによる減が主な

要因でございます。なお、特定財源としまし

て、その他に徴税手数料、督促手数料などがご

ざいます。 

 下段の滞納整理事務事業２８１９万９０００

円は、コンビニ収納業務委託料５８７万４００

０円、収納支援システムのリース料７８４万３

０００円が主なものでございます。 

 なお、新たに市営住宅使用料や奨学金貸付金

返還金の一部について、滞納整理の困難事案の

移管を受けたことにより、訴訟、支払い督促及

び強制執行手続等の法的措置を講じるための経

費１４３万８０００円を計上しております。 

 ６６ページをお願いします。 

 項３、目１・戸籍住民基本台帳費で２億９９

０７万６０００円を計上しております。前年度

と比べ９８８万８０００円の減でございます

が、マイナンバーカード発行等の事務に要する

費用に対して地方公共団体情報システム機構へ

負担する交付金の減が主な要因でございます。

なお、特定財源としまして、国からの通知カー

ド・個人番号カード関連事務補助金や、国から

の権限移譲として、パスポートの申請受付や交

付等に関する事務委託金などがございます。ま

た、その他の財源は、住民票や戸籍謄本などの

発行手数料などでございます。 

 まず、戸籍住民基本台帳事務事業５３３０万

２０００円は、総合窓口などの会計年度任用職

員の報酬や社会保険料など３３０５万２０００

円、戸籍システムのリース料及び保守点検委託

料など１０４３万９０００円が主なものでござ

います。 

 また、新たに、紙原本保管の除籍簿をデータ

化し、戸籍システムに取り込むための除籍簿磁

気ディスク化業務委託４５５万８０００円や窓

口での現金受渡しに伴う新型コロナウイルス感

染症などの感染リスクを低減するとともに、キ

ャッシュレス決済サービスに対応するための非

接触型レジリース料７０万９０００円を計上し

ております。 

 次の番号制度導入事業７６６５万２０００円

は、個人番号制度対応機器リース料及び保守点

検委託で３６７万８０００円、通知カード・個

人番号カード関連事務交付金４５７８万１００

０円が主なものでございます。 

 また、予約受付や交付事務を迅速かつ的確に

行うため、新たにマイナンバーカード管理シス

テムの導入業務委託１０５万６０００円を計上

しております。 

 項４・選挙費、目１・選挙管理委員会費で５

３４２万４０００円を計上しております。この

うち選挙管理委員会事務事業２７５万４０００

円は、選挙管理委員４名の報酬１３３万円が主

なものでございます。 

 ６７ページをお願いします。 

 目２・市長選挙及び市議会議員一般選挙費で

１億２９３４万１０００円を計上しておりま

す。この選挙は、令和３年９月３日の任期満了

に伴い執行されるものでございます。 

 市長選挙及び市議会議員一般選挙事業の主な

ものは、投票立会人、投票管理者及び投票事務

補助員などの報酬８９２万４０００円、ポスタ
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ー掲示場作製、設置、維持、撤去業務などの委

託料２６１５万６０００円、選挙運動費用公費

負担４４４０万５０００円などでございます。 

 ６８ページをお願いします。 

 目３・衆議院議員選挙費で７９５３万２００

０円を計上しております。この選挙は、令和３

年１０月２１日の任期満了に伴い執行されるも

のでございます。 

 衆議院議員選挙事業の主なものは、投票立会

人、投票管理者及び投票事務補助員などの報酬

１１０２万円、ポスター掲示場作製、設置、維

持、撤去業務などの委託料１４０４万円などで

ございます。 

 次に、項５・統計調査費、目１・統計調査総

務費で３００２万９０００円を計上しておりま

す。 

 ６９ページをお願いします。 

 目２・基幹統計費で１０５１万６０００円を

計上しております。前年度に比べ４３１２万９

０００円の減でございますが、これは、国勢調

査事業が終了したことによるものでございま

す。 

 項６、目１・監査委員費で５３４７万５００

０円を計上しておりますが、常勤監査委員や一

般職の職員給与費のほか、監査事務事業２２２

万７０００円は非常勤監査委員２名の報酬１５

９万２０００円が主なものでございます。 

 以上で総務費を終わります。 

 それでは、ページが飛びまして１２２ページ

をお願いいたします。 

 中段の款１１・公債費でございます。 

 項１・公債費、目１・元金で６１億９６３９

万９０００円を計上しております。説明欄の長

期債償還元金事業として６１億９４６９万９０

００円及び繰上償還元金事業として１７０万円

でございますが、この繰上償還元金事業は、熊

本地震の災害援護資金について、早期返済に伴

うものでございます。 

 続きまして、目２・利子で２億９３７８万９

０００円を計上しております。説明欄の長期債

償還利子事業２億９２２３万７０００円及び一

時借入金利子事業１５５万２０００円でござい

ます。 

 続いて、款１２・諸支出金でございます。 

 項１・基金費、目１・財政調整基金費３８０

万円、１２３ページに移りまして、目２・土地

開発基金費２８３万円、目３・市有施設整備基

金費１９３万６０００円、目４・減債基金費１

３３万８０００円は、基金運用で発生する利子

を積み立てるもので、特定財源として同額の利

子を計上しております。 

 次に、目５・ふるさと八代元気づくり応援基

金費４億５０５５万５０００円は、本市へ寄附

されるふるさと納税寄附金から、ふるさと納税

事業に充当した残りの４億５０２０万７０００

円と基金運用利子３４万８０００円を積み立て

るもので、特定財源は、寄附と基金運用利子と

なっております。 

 次に、目６・まちづくり交流基金費３２万７

０００円は、基金運用利子を積み立てるもので

ございます。 

 次に、目７・平成２８年熊本地震復興基金費

６９万３０００円は、平成２９年度に県の復興

基金から交付されたものを原資として創設した

基金でございまして、令和３年度の県の復興基

金を活用した基本事業の実施に伴い交付される

事務費交付金のうち、事業に充当できない分で

３３万９０００円と基金運用利子３５万４００

０円を積み立てるものでございます。 

 次の目８・新型コロナウイルス感染症対策基

金費２０９万円は、令和２年度に新型コロナウ

イルス感染症対策として、売上げの減少した中

小事業者などが国または県の実施する融資制度

を利用した者に対して、最長５年間利子補給な

どを行うために国の臨時交付金を原資として創

設した基金でございまして、基金運用利子を積
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み立てるものでございます。 

 最後に、款１３・予備費でございます。 

 予算執行における緊急対応分としまして、予

備費２０００万円を計上しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

○委員（成松由紀夫君） ６４ページ、新庁舎

建設費のところでございますが、一般質問等々

もあっとったんですけども、答弁の中、まあ、

いろいろと追加補正の部分について、基礎掘削

時に巨大な流木云々っていうような話であった

り、思いがけないアクシデント的なものがもろ

もろあったと思うんですが、ちょっと流木とい

うか、その辺があんまり耳に入ってなかったの

で、その辺を含めた、ちょっと説明をお願いし

ます。 

○建設部長（潮崎 勝君） 皆さん、こんにち

は。潮崎です。（｢こんにちは」と呼ぶ者あ

り） 

 今、御質問ございました。４月から建設部の

ほうで新庁舎建設事業、取り組んでおりますけ

ども、６月に一応いろんな、そこまで出た事案

は御説明したかと思います。確認しますと、コ

ロナの影響で一時中止をしたと。それから、地

下水の汚染を懸念してからですね、水質の保全

対策を打ったというところで。 

 今、議員御質問がございました流木について

はですね、もしかして質問が出てくりゃせんど

かと思いまして、一応、写真のほうを準備して

おりますので、配ってよろしいでしょうか、委

員長。 

○委員長（橋本幸一君） どういたしますか。

（｢お願いします」と呼ぶ者あり）じゃあ。 

（書記、資料配付） 

○建設部長（潮崎 勝君） じゃあ、お手元に

届きましたでしょうか。（｢はい」と呼ぶ者あ

り）はい。じゃあ、話を続けます。 

 これは、実はですね、７月、写真のですね、

一番右上を御覧いただくと７月２日となってま

すが、ちょうど例の豪雨災害がある直前でござ

いました。その後、いろんな災害の対応等があ

りまして、１１月に管内調査においでいただい

た機会があったかと思うとですけども、そのと

き一応、私、口頭でですね、地盤改良の話の中

身だったので、口頭で現場でお話ししたかと思

うとですけど、皆さん方に、全員の方にお話し

したかということがちょっと懸念されましたの

で、改めて今日お話しさせてください。 

 御覧のとおりですね、７月２日、ちょうど人

間が、作業員が固まっている横に、こんもり出

とる、これがくい頭です。くいの頭になりま

す。位置的には、くいの頭と同じような地盤

で、次に、このくいの頭に基礎のコンクリート

を活着させますもんですから、ちょうど支障が

なるという位置です。このくいを打つときに

は、これをちょうど逃げた、当たらんだったと

いうことで、基礎の掘削を始めたときに出てま

いりました。 

 樹木はクスノキということで、直径がです

ね、約２メーターですので、人間よりも大きい

ような直径でございます。幹周りが６.３メー

ター、長さが２１メーターとなりまして、比

重、ちょっとずっと水に浸かっとったけん、腐

食せずに現代に至るということで、恐らく松江

城が築造される以前よりも早く眠っとったって

いうことで、４００年ぐらいの間、地下に存在

しとったっじゃなかろうかと思います。 

 ということで、現地ではですね、作業員がチ

ェーンソーで分割して、そして小割にして、そ

れをクレーンで引き上げて処分に至ったという

ことで、約２週間程度のですね、期間、撤去作

業費がかかったということでございます。出土

したのは、そこの本庁舎の赤くしとる、大体こ

の辺りの位置でございました。 
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 このように、私も一般質問の中で、思わぬ事

項ということで、想定していなかった事項をお

話ししました。コロナもそうでしょうし、こう

いう地盤の中をいろいろやりますと、軟弱地盤

が出たり、脆弱な地層が出てきたりと、これも

その要因でございます。そういうふうな大きな

ことで、今回、補正追加工事のですね、予算を

取らせていただきました。 

 このほかにも、まだ現場では、発注した仕様

と現場の施工が、ちょっといろんな小さな変更

点もあります。その辺りも今、誠意協議を進め

ておりまして、全ての協議が整えば設計変更の

手続に入ります。早ければ、次の議会にでも変

更契約の提案ができれば、そのときまた詳しい

内容を説明させていただければと思っておりま

す。よろしくお願いいたします。 

 終わります。 

○委員（成松由紀夫君） 今、そういう唐突な

案件といいますか、部長が答弁されている中

で、長期化するコロナ禍、あと、想定していな

かった事案、そういったものを積み上げたとい

うような話でですね、私は思ったとこですが、

一般質問でもですね、追加費用の７億４８００

万を聞いたときは、すごい唐突感、根拠は何

だ、根拠が薄い予算というような個人的な御意

見だったと思うんですよね。実際問題、６月１

２日の総務委員会で、地下水保全対策と地盤改

良工事は行いますという丁寧な説明があっとっ

とですよね。 

 この流木の件ちゅうのは、私も後から調べた

っですけど、これ７月の案件でしょう。なの

で、６月１２日の委員会では当然出らんわけで

すし、１１月６日、ちょっと私も公務等いろい

ろあったんですが、総務委員会の皆さんで、こ

の現場の視察も総務委員会でされているという

ことで、７月のその流木が発見されたときには

総務委員会にあたかも報告がなかったかのよう

な発言もありましたけども、そもそもですね、

何か議会に報告がない、報告がないというよう

な、一部議員さんがよう言われるんですが、所

管は総務委員会であって、丁寧に説明があって

る数字のところがきちんとしてあるわけであり

ますし、何か建設環境委員会に報告してないよ

うなところを誤解されているのかなというの

を、ちょっと思うところもあります。 

 市民にまた借金を背負わせて、総事業費が増

額になる。心配を市民の方がたくさんされてい

るというようなところで、市長の答弁のところ

のやり取りもあったわけですが――そもそもで

すね、前回の選挙の改選前、新庁舎特別委員会

でですね、そのときに規模、機能、予算をしっ

かり審議して可決しておれば、こういう今回の

数字の話も出ておらんわけですし、あの当時、

近くで大きな案件も１００億ぐらいの予算で終

わっとった流れでいけば、もっと安価な新庁舎

になったのかなと。 

 物価スライドも含めて、現在の状況から考え

ると、かなりやっぱり財政のほうもですね、い

ろんな意味で御苦労があったのかなというふう

に思いますし、また、建設部長の答弁の中で、

一部議員さんの中に、コロナウイルス感染症対

策１、それと２点目に、地下水水質保全対策、

最後に地盤改良工事につきましてはっていうよ

うなこともありましたが、実際、村川議員の質

問に対する部分で、丁寧にですね、５項目にわ

たって、まず分類された業務分類が、旧庁舎解

体業務、文化財調査及び水源地補償業務、それ

と新庁舎建設業務にオフィス環境整備、それと

外構整備業務の順ということで、その当時、る

るですね、１３００万の増加、９３００の増

加、６億５０００万の増加、ところが６００万

の削減云々ということで相殺した、車回しのと

ころの話も、車寄せのひさしも含めてですね、

２１００万の増額云々で、最終的に１億８００

万の削減等々も含めて相殺した数字を、まずそ

の５項目、５つの業務分類の部分で、要は８億
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５０００万のところは、１２億５０００万云々

で４億１５００万の減額と相殺した。それから

本題の３つ、基礎工事での脆弱な地層の存在や

長期化するコロナ禍の影響、想定していなかっ

た事案の発生ということで、もうこのコロナ禍

なんかは国土交通省からの通達ということで、

これは止めんばしようがなかというのもある。 

 それと、くい工事の地下水保全対策、これは

もう入念に施工を行ったということ。それと、

今の地盤改良、予想し得なかったときの対応も

含めて、また、その他に発注しようと現場施工

で変更が生じたところがあり、現在協議中であ

ると。協議中も今されているというようなこと

もあるということでですね、私は理解するとこ

ろです。 

 それと、佐藤財務部長、先ほど総括でも胸の

うちの一端というか、しっかり言われたんです

が、新庁舎建設の総額がこれまでにより８億５

０００万の増額となりましたが、増額の要因

に、新型コロナウイルス感染症の予防対策を踏

まえた経費、くい工事に伴う地下水の保全対策

に係る経費などが含まれており、これらの経費

は、継続中の建設現場における労働者の皆様の

健康に配慮した安全確保、建設現場周辺の住民

生活における地下水の使用に支障が出ないよ

う、安定した水源確保を図る上で必要なものと

認識していると。 

 財源についても、充当率１００％の災害復旧

事業債、充当率９５％の合併特例債で、大変有

利な市債を活用しと。そしてまた、市長のです

ね、答弁でも私としてもやむを得ないと考えて

いるというようなことでございますので、この

辺のですね、増額補正について、私も全く認識

が一緒なんですよ。議会の中でも、多数の議員

さん方、そういう認識でおられると思いますの

で、このやむを得なかった事案等々も含めてで

すね、今後もしっかり対応していただければ、

一番苦渋の決断であった財務部の、そういう決

断についても私は評価をしたいというふうに思

います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） 今のは意見でよろし

いですね。 

○委員（成松由紀夫君） 最後は。 

○委員長（橋本幸一君） はい。ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） 今の関連のところ

で、私もちょっと一般質問で少し聞いたんです

けど、水質保全、基礎工事に当たる部分での費

用というのは今いろいろ説明していただいたん

ですけど、今の話だと、まだ協議中の部分とい

うところも、形としては基礎工事っていう部分

で、もう金額的にはほぼ確定しているものなの

かなと思ったんですが、その辺はどうなってる

んでしょうか。（｢ちょっと最後が聞き取れな

いんですが」と呼ぶ者あり） 

 すいません。基礎工事の部分ですね、地下水

保全の対策工事だとか、地盤改良追加工事だと

かについての費用についてが確定しているもん

だと思ってたんですが、そういうのはまだ出な

いっていうことなんでしょうか。 

○新庁舎建設課長（豊田浩市郎君） すいませ

ん。内容についてはほぼ確定しているんですけ

ど、今、詳細な金額とか発注額について、今、

協議中です。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） 協議中ですね。そし

て、費用なんかの算出なんかは業者によっての

算出、計算がこれからっていうことということ

ですね。 

 その部分についてもですね、私、ちょっと最

初のほうからは私、関わってないものですから

よく分からない部分があるんですけど、一応、

基礎工事の一環ということになるもんですか

ら、当初予算に上がるのもどうなのかなって、

ちょっと私はそこを違和感を感じたんで、ここ
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は補正予算で上がれなかったのかなっていうふ

うに思いましたので、その辺の認識はどうだっ

たのかなと。 

○建設部長（潮崎 勝君） 大倉議員の一般質

問の中でも、そのような御質問があったかと存

じます。早く基礎確定した部分は、そこで押さ

えてすぐ補正を組まれたらどうかというような

御質問の趣旨かと理解しました。 

 答弁でも申したんですけども、一般的に、そ

れ以外のですね、変更以外の事項があれば、も

うそのとき、それだけの変更の理由で、この工

事が最後まで行くんだなということが分かれ

ば、そこで変更の項目の確認と出来高の確認、

それから費用の協議、それら等済ませて変更の

手続に入ろうかと思っております。しかしなが

ら、その時点では、まだコロナの影響がまだ盛

んであり、現場の仕様のチェック、小さいチェ

ックもまだ進んでおりました。 

 一般的に、工事で設計変更ということは、あ

る程度のいろんな、そのときの固まりが確認出

て設計変更を行うと。そうしないと何遍も、変

更が２回も３回も４回もなるというのは、我々

も相手の業者さんも非常な手間がかかるという

ことで、おおむね変更回数は少なくしているの

がほかの工事でも実態でございます。 

 そのようなことで、今回、年度末でもござい

ましたし、コロナも御存じのとおり、今、緊急

事態宣言も解かれ、今後ワクチンが出るという

ことで、ある程度の見通しを今立てたというこ

とで、今回まとめて出したのは、一つはそうい

う理由でございます。 

 それから、全てが議会の案件になりますの

で、これが１０月までの目標で進んでおりま

す。それまでには、あと変更の予算の確保、そ

れから変更の契約という議会承認も必要かと考

えまして、タイミング的には今かということ

で、一括した処理で予算措置を図ったところで

ございます。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。ほか

に。 

○委員（堀 徹男君） 予算書のですね、５８

ページにですね、予算額の規模はちっちゃいん

ですけど、ちっちゃいというか、２２万７００

０円かな。消費者の自立支援事業というのがあ

るんですよ。それはどんな事業、消費者の自立

支援というのが、ちょっとあまり耳慣れないも

のですから、どんな事業だったのかなと。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 改めまして、こんにちは。（｢こんにち

は」と呼ぶ者あり）市民活動政策課の遠山でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 堀委員御質問の消費者の自立支援事業でござ

いますが、この事業の目的でございますが、事

業者被害の未然防止を目的に、消費生活センタ

ーに寄せられる最新の相談事業など、発信、出

前講座、セミナーの啓発活動などを行っている

ところでございます。 

 事業といたしましては、消費生活の懇談会の

開催ですとか、身近なサポーターの育成セミナ

ーなどを開催しているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） ちょっと小会しま

す。 

（午後１時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時５５分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 堀委員、続きをどうぞ。 

○委員（堀 徹男君） すいません。対象とか

は全市民だと思うんですけど、初めて聞いたも

んですから、どれぐらいの公募とか、対象者で

しよんなっとですか。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） まず、対象者でございますけれども、堀

委員おっしゃったとおり、全市民が対象という
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ようなことにはなってきますが、主に消費生活

で被害に遭われる方が高齢者の方が多いもんで

すから、出前講座とかは高齢者の方対象に行っ

ているのが一番多いかというふうに思っており

ます。 

 今年度はですね、ほとんど実績がございませ

んでしたが、令和元年度であればですね、老人

会いきいきサロンですとか、小中学校、中高で

す、すみません。中学校、高校あたり、それと

婦人会あたりのほうにですね、出前講座を実施

いたしております。 

 以上です。（委員堀徹男君「はい、分かりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） １つはデジタル化の

推進事業の部分ですね。基本計画策定っていう

のが予定されているということですけども、一

般質問でもちょっと坂本町って感じで、坂本地

区の復旧・復興を推進するということでも聞か

せていただいたんですが、ブロードバンドのネ

ットワーク自体は別に計画がされてて、それの

部分をどういうふうに、この計画の内容が大体

大まかなところが何を目的にしているかってい

うのを教えていただきたいのと、あとですね、

あと戸籍住民基本台帳の除籍簿の磁気ディスク

化業務っていうのがありましたけども、この作

業内容ですね、これ、どの辺までされているの

か。今までの紙を単に電子化した――要するに

ＰＤＦ化するだけなのか、それともテキストで

管理するような形なのかっていうのをちょっと

教えていただきたいと思います。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課の

早木です。 

 まず、デジタル化推進事業について、今、坂

本町でのですね、豪雨ということで御質問いた

だきましたけれども、このデジタル化推進計画

の策定につきましては、この前、部長答弁でも

ありましたように、デジタル技術を活用しです

ね、地域課題の解決を図ることが、ひいては坂

本町の復旧・復興に資するという意味合いで、

このデジタル化推進事業というものをですね、

今後行っていきたいと。 

 基本方針に、本日のですね、所管事務調査の

ほうで詳しくは御説明いたしたいと考えており

ますけれども、デジタル社会の実現に向けた基

本方針というものを策定をいたしました。その

基本方針に基づきましてですね、今後、令和３

年中に基本計画というものを、次の段階として

ですね、基本計画というものを策定していきた

いというふうに考えておりますけれども、具体

的な事業でありますとか取組について、あるい

は実施主体、達成時期、重要指標などですね、

デジタル化計画というものを委託してまいりた

いというふうに考えております。 

 ＩＣＴやですね、最新のデジタル技術の利活

用につきまして、事業の立案及び計画策定を行

うには、より専門的で、高度で技術的な情報や

ノウハウを持っている事業者と一緒にですね、

考えていきたいというふうに考えておりますけ

れども、そのことでですね、坂本町の復興にで

すね、少しでも資することができればというふ

うに考えて、今回、予算計上しております。と

いうことでございます。 

 以上です。 

○市民課長（上角愛美子君） 失礼します。除

籍簿の磁気ディスク化について、どういった作

業かということですけれども、今回ですね、紙

原本として保管している除籍簿を、まず、イメ

ージをデータ化しまして、それを現在稼働中の

戸籍システムに取り込み、戸籍システムから発

行するというふうにするものです。 

 坂本町の対象が、除籍数が２７７１件で、除

籍枚数としては５３３８枚ということになって

おります。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） データ化して取り込
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むっていうところは分かりましたけど、その発

行のっていうか、その保管については、元の紙

のイメージなのか、それとも今のシステムに乗

っかった形なのかっていうのをちょっとお聞き

したかったんですけど。 

○市民課長（上角愛美子君） 失礼します。今

現在、紙で保存しておりますので、それをコン

ピューターのほうに取り込みまして、システム

のほうから出力するという形になります。 

 以上です。（委員橋本徳一郎君「はい、分か

りました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。ほか

に。 

○委員（太田広則君） すいません。それで

は、６１ページの企画費の一番下ですね、地域

おこし協力隊、新規事業。坂本町に特化した方

を、特化した協力隊員２名ですかね、新規募集

して任用ということで、非常にこの方々が多分

スキルを持ってないとですね、厳しいのかなと

いう気がしますので、どういった方を例えば募

集しようとされているのかっていうことと、そ

れから、予算を見ると、詳細を見るとですね、

人件費で、本年度の１０月から来年度の３月、

半年間のですね、人件費を見てありますが、例

えばこの協力隊の人が頑張って半年間ではなか

なか実績が出ないんじゃないかなという懸念が

ありますが、来年度、新年度もですね、継続さ

れるのかっていうのも含めて、ちょっと心配を

してお聞きするんですけれども。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 企画政

策課の福本です。 

 地域おこし協力隊のどのような方かというこ

となんですけれども、業務の内容につきまして

は、先ほど部長答弁にもあったように、地場産

品の開発とか販売とか、ＰＲのサポートを行っ

ていただくと、そういうことを考えておりま

す。 

 もう一つがですね、交流関係人口の拡大を図

るための情報発信、こういうものをしていただ

いて、地域の活力と魅力を再生させていくって

いうことで考えております。 

 採用に当たりましてはですね、面接も行いま

すけれども、予算の中にも計上しております、

おためし地域おこし協力隊というのを活用しま

して、１週間程度、こちらに一旦来ていただい

て、その方がその地域にマッチングできるのか

どうか、性格としてできるのかどうか、地域お

こし協力隊の方もですし、こちらの今度は住民

の方にもしっかり見ていただいて、マッチング

ができるかというのをしっかり見て、今回、採

用にするということでございます。 

 一応６か月分を組んでおりますけれども、こ

こについてはですね、一応そのお試し協力隊と

か、面接等を行いまして、最終的にはですね、

いつの時点で入れるかというのは今後、また、

まだ協議をしていきたいと考えております。取

りあえず、予算としてはですね、６か月分とい

うことで２名考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（太田広則君） 意見のところで最後に

言います。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） どこで扱いになるの

か、諸支出金になるのか、ちょっとこれどこだ

ったかな。ふるさと納税のですね、ＰＲ事業

で、概要のほうにあったんですけど、概要でい

くと、当初予算４ページに、ふるさと納税ＰＲ

事業ってとこかな。これはここで扱わせてい

い。報告あったから、ここで聞いていいんです

よね。 

○委員長（橋本幸一君） はい。 

○委員（堀 徹男君） ふるさと納税が有効な

ですね、財源の確保になっているっていうのは

もう十分理解するところでありますので、それ

を含めてですね、ちょっとお聞きしたいんです
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けど、物産振興連携業務委託ということで４６

５万４０００円かな。新規でＰＲ事業の一つの

中に出てるんですけど、どんな形で振興の連携

を図られる業務を委託されているのかなと思い

ましてね。ちょっと、その辺の内容をお答えい

ただければなと思います。（｢観光」と呼ぶ者

あり）ここじゃ違うんですか。 

○委員長（橋本幸一君） ここは切り離して考

えてもらわんと。よかっか。 

○観光・クルーズ振興課主幹兼観光振興係長

（植田浩之君） 観光・クルーズ振興課の植田

でございます。 

 お尋ねいただきました物産振興連携業務委託

ですけれども、こちらはですね、事業におきま

して、現在、中間事業者に委託しております事

業のですね、返礼品登録事業者の一部業務、や

り取りですね、こういったところを、また、Ｄ

ＭＯやつしろのほうにも地元での連携というこ

とで入っていただく予定でございます。 

 中身につきましてはですね、新規の返礼品登

録などにつなげる、また、その物産全般につい

ての把握、こういったものを行っていただきま

して、リストとしてまとめ上げるものというと

ころで考えております。 

 今現在ですね、訪問予定、こちらにつきまし

ては、ＤＭＯやつしろの会員様を中心にです

ね、訪問いただきまして、大体１００社あられ

ますので、こういったところの事業者、そうい

ったところから訪問しまして、本来の中間事業

者、それから八代市と連携しまして訪問活動を

行っていく、そういったものを考えておりま

す。 

 以上です。 

○委員（堀 徹男君） すいません。今、本来

の中間事業者っておっしゃったので、２つ窓口

ができるということですか。 

○観光・クルーズ振興課主幹兼観光振興係長

（植田浩之君） 中間事業者でございますが、

本来のと申しましたところで言いますと、現在

契約させていただいておりますサイバーレコー

ド社がございます。こちらが、先ほども申しま

したとおり、物産事業者ですね、返礼品登録の

事業者様と直接コンタクトを取っていただくと

ころが事業の内容としてあります。それにつき

ましては、八代市の分ですね。特に、ＤＭＯや

つしろさん、会員さん多くございますので、そ

ういったところをＤＭＯやつしろさんにも入っ

ていただきまして、よりですね、物産振興につ

なげていくという狙いがございます。 

 以上です。（委員堀徹男君「はい、分かりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） もう一つ、すいませ

ん。システム関係で１つありましたので。情報

化端末等運用事業の中にですね、ＲＤＳ利用料

っていうのが１１００万円あったんですけど、

これのシステムの中身というか、どういうよう

なものかというものと、この使用目的をお知ら

せください。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課、

早木です。 

 まず、ＲＤＳでございますけれども、遠隔で

ですね、遠隔操作をしてインターネットを閲覧

をするというようなシステムでございます。そ

れの今年度分の利用料という形で計上しておる

とこでございます。 

 以上です。 

○委員（橋本徳一郎君） ちょっと細かいとこ

になるんですけど、利用料ということになると

ライセンス数に応じてっていうことになるんで

すかね。 

○情報政策課長（早木浩二君） ライセンスに

応じて利用料はかかるということになります。

（委員橋本徳一郎君「はい、分かりました」と

呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 
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（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（太田広則君） 先ほどの地域おこし協

力隊事業の採用のところになります。募集して

任用の部分ですけれども、今コロナ禍でです

ね、結構離職されて仕事を探している方、女性

も男性も結構多いんですね。その中で、やはり

この大事な地域おこし協力隊、一番経験者が

ね、本当はなれば一番いいんでしょうけれど

も、なかなかこのスキルを持った人っつうのは

少ないのかなという気がしてなりません。報酬

を見るとですね、民間に比べたらかなりいい報

酬になってますので、その仕事に応じた能力の

ある人をですね、ぜひ採用していただきたいな

というふうに思います。 

 それから、今日たまたまですね、昼休み、テ

レビ報道を見ておりましたら、キャッシュレス

決済の自治体が、宇城市に続いて熊本市がしだ

したということで、いろんなカードをキャッシ

ュレス決済できるっていうようなニュース報道

でした。八代市が今どうかというのは聞きませ

んけれども、将来にわたって、今、デジタル化

もですね、進めてらっしゃると思いますが、宇

城市に続いて熊本市だけって言いよりましたの

で、いろんなカードが使えるっていうキャッシ

ュレス決済、これを目指してですね、頑張って

いただきたいなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 関連ですけども、地

域おこし協力隊の部分ですね。福本課長も一番

その辺は熟知されている中で、泉町の件があっ

たり、あと定住移住も視野に入れたりしていか

んといかん中で、中には県外からこういった制

度を渡り歩かれて行かれるような方々も見受け

られるというようなところもありますので、担

当課におかれてはですね、しっかりとしたそこ

の見極めをお願いしておきたいと思います。 

 もう１点。もうあえて人権は質問しなかった

んですけど、桑原部長も控えておられたんです

が。この人権同和政策事業１３８万もそうです

けど、人権啓発推進事業等々もですね、なお一

層の見直しをですね、図っていただきたい。 

 それと、この人権相談事業と男女共同参画啓

発事業、相談者の方々、それと今、相談員ので

すね、皆さん方と人権政策課の対応が非常にあ

りがたいというようなですね、今年度に入って

からやっぱ特に水害も災害もありましたし、コ

ロナもあって、やはりどうしても精神的に不安

定になられる、男女の担当の相談員さん等々に

も相談件数が増えている。そういった中で、非

常にその人権相談の対応がですね、物すごくあ

りがたかったというような声も、青少年相談員

さんも含めて、市民の皆さんから私のほうには

聞こえておりますので、引き続きですね、そう

いった、市長がいつも言われるというか、冒頭

でも今年言われたと思いますが、寄り添うよう

な形の人権相談、高圧的なですね、圧力的な、

抵抗的な団体のような活動には補助金を出さ

ず、本当にそういった悩みを抱えている皆さん

方に寄り添うような形で事業を鋭意進めていた

だきたいと、大変喜びの声でありましたので、

意見としてお願いしておきます。よろしくお願

いします。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにはありません

か。 

○委員（中村和美君） ６２の防犯灯設置事業

に対してですけど、本当に各校区からですね、

多分要望が多いんじゃないかと思いますが、や

はり事件をですね、防ぐためにも一つの、まず

は初動的なこの防犯灯設置も必要であろうと思

いますので、ぜひ積極的に、各校区からの要望

があればですね、設置のほどをよろしくお願い

しときたいと思います。 

 以上です。 
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○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） 触れませんでしたが、

選挙関連でですね、今年度の選挙のことで報告

があったんですけど、このコロナ禍の中でです

ね、投票率低下につながるようなですね、マイ

ナス要因はぜひ排除していただいて、たくさん

の方々にですね、投票所に向かっていただい

て、投票等に及んでいただくという努力をです

ね、ぜひ進めていきたいなというふうにお願い

しておきたいと思います。 

○委員（橋本徳一郎君） 質問でシステム関係

の議題を聞かせてもらったんですけど、歳入な

んかでもシステム関係の部分が大分入っている

ので、こういう形も出てるんだと思うんです

が、システムを導入するのが目的ではなくてで

すね、やはり利便性を追求するっていうのと、

あと市民に対してどういう利点があるのかと、

それの部分をしっかり説明した上で導入を図っ

ていただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で第２款・総務

費、第１１款・公債費、第１２款・諸支出金、

及び第１３款・予備費についてを終了いたしま

す。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後２時１７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時１８分 本会） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、第８款・消防費及び第１０款・災害復

旧費について総務企画部から説明願います。 

○総務企画部長（丸山智子君） 改めまして、

皆様、こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）総務企画部の丸山です。 

 令和３年度一般会計予算・第８款・消防費に

ついての総括をさせていただきます。それで

は、着座にて説明申し上げます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総務企画部長（丸山智子君） 初めに、防災

体制の整備についてですが、現在整備中の防災

行政情報通信システムにつきましては、７月豪

雨で坂本町の屋外拡声子局４局が水没し、設置

場所の再検討が必要となったことなどにより予

算を繰り越し、工期を令和３年度まで延長しま

した。出水期前までに被災した屋外拡声子局を

設置する予定です。なお、防災アプリや屋外拡

声子局等の情報配信システム、監視カメラなど

の災害時支援システムの整備は今月中に完了

し、４月から稼働する予定です。新たなシステ

ムにより、きめ細やかで確実な情報伝達に努め

てまいります。 

 また、坂本校区の防災マップは平成３０年度

に作成いたしましたが、今回の災害で避難所が

浸水するなど変更が必要となっていますので、

一部を修正し、再配布する予定です。これを活

用し、改めて坂本町の災害リスク、避難場所の

周知を図っていきたいと考えております。 

 さらに、今回の災害では、情報伝達手段の途

絶が大きな課題となりました。国の安否確認シ

ステムＱ－ＡＮＰＩへの参加など情報伝達手段

の多重化を進めるとともに、孤立する可能性の

高い地域については衛星携帯電話の追加配備を

行うこととしています。 

 このほか、災害時用備蓄品については、備蓄

倉庫を新設し、計画的に備蓄を進めるととも

に、消防施設では、火災発生時等をサイレンで

知らせる吹鳴装置の新庁舎への設置や防火水槽

２か所の整備などを行うこととしております。 

 次に、消防団についてですが、消防団員確保

による消防団の強化・充実は大変重要ですが、

近年、加入者が減少しており、団員の確保は大

きな課題となっています。引き続き、市民や市

職員、女性、学生に向けた加入促進に加え、昨

年同様、企業や経済団体への呼びかけを行って
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いくなど消防団組織の強化に努めてまいりま

す。また、装備充実のため、小型ポンプ積載車

等の更新も計画的に行ってまいります。 

 次に、自助・共助の取組についてですが、自

主防災会組織活動の活性化及び災害対応力の向

上を図ることを目的として、防災士の活用と地

域による避難所運営に取り組んでまいります。 

 まず、防災士の活用についてですが、避難所

開設、運営等への協力や、災害時における応

急・救助活動など、防災士が地域における防災

リーダーとして活躍できる仕組みづくりを進め

ます。 

 また、地域による避難所の自主運営について

は、令和２年度から松高校区をモデル校区とし

て避難所運営の協力をお願いしていますが、台

風１０号のときは松高校区自主防災会から７名

の方に御協力いただきました。その経験を踏ま

えて、市と校区の役割分担、マニュアルの作成

などについて協議をしており、避難所運営につ

いて覚書の締結を行う予定です。 

 最後に、７月豪雨災害対応の過程で得た経験

や課題を整理し、今後の防災体制を再構築する

ため、現在、地域防災計画の災害対応項目ごと

に検証を行っております。この検証結果に基づ

き、より現実に即した効果的な地域防災計画と

なるよう、出水期前までに計画の見直しを行う

こととしております。今後とも、災害に強く、

安全・安心なまちづくりに向け、各関係機関と

の連携、協力の下、防災基盤、体制の充実に取

り組んでまいりますので、御理解、御協力をい

ただきますようよろしくお願いします。 

 以上、消防費の総括といたします。 

 引き続き、予算の詳細につきまして、黒瀬総

括審議員兼次長が説明いたします。 

○総務企画部総括審議員兼次長（黒瀬琢也君） 

 皆さん、こんにちは。（｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）総務企画部、黒瀬です。私のほうか

ら、消防費と消防施設災害復旧費について、着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○総務企画部総括審議員兼次長（黒瀬琢也君） 

 一般会計予算書の１０４ページをお願いいた

します。 

 款８・消防費、項１・消防費、目１・常備消

防費として１８億５６３９万６０００円を計上

しています。これは、広域行政事務組合負担金

事業で、消防本部の運営経費１８億２４３３万

６０００円のほか、新開消防署の建設に伴う負

担金などとなっております。前年度に比べ２２

６８万７０００円の増となっていますが、これ

は新開消防署建設に係る負担金の増が主な要因

です。特定財源として、権限移譲委託金など県

支出金１２万５０００円、合併特例債１３６０

万円、平成２８年熊本地震復興基金繰入金など

のその他の財源１８５１万５０００円がござい

ます。 

 次に、目２・非常備消防費で３億２２９３万

５０００円を計上しております。前年度に比べ

３７８２万３０００円の増となっていますが、

これは、前年度に比べ、消防車両や小型ポンプ

の更新台数が多いことによるものです。特定財

源として、球磨川水系防災・減災ソフト対策等

補助金などの県支出金２６０３万６０００円、

過疎債、合併特例債などの地方債６７１０万

円、消防団員退職報償金などのその他の財源６

０９６万７０００円を予定しています。 

 説明欄を御覧ください。 

 消防操法大会等事業６２万４０００円は、出

初め式の経費６０万２０００円が主なものでご

ざいます。 

 次の消防団育成及び消防団員教育事業６５１

万２０００円は、消防団７３分団の運営費１９

４万２０００円、年末警戒経費２３４万円、消

防団幹部先進地研修９４万８０００円が主なも

のでございます。 

 次の消防団活動事業２億６１０万１０００円
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は、消防団員２３５０名分の報酬６２７４万５

０００円、退職報償金掛金４８００万円、退職

報償金５９８５万円、出動手当１９６７万８０

００円が主なものでございます。 

 次の消防団整備事業１億９６９万８０００円

は、小型ポンプ積載普通車６台３６２８万３０

００円、軽自動車４台１９２４万６０００円、

小型動力ポンプ１５台３５２２万３０００円が

主なものです。 

 次に、目３の消防施設費４０７１万７０００

円を計上しております。前年度に比べ８６９万

６０００円の増となっておりますが、これは、

新庁舎へのサイレン吹鳴装置の設置費用が主な

要因です。特定財源として、緊急防災・減災事

業債２５６０万円を予定しております。 

 説明欄を御覧ください。 

 消防施設整備事業として、先ほど御説明した

サイレン吹鳴装置１７６４万７０００円、防火

水槽新設１２４９万２０００円、屋外消火栓ホ

ース等格納箱１５０万円、消火栓負担金６５３

万７０００円が主なものです。 

 次に、目４・防災管理費で８０８６万５００

０円を計上しています。前年度に比べ、８億７

７３３万２０００円の減となっておりますが、

これは、防災行政情報通信システムの整備委託

費の減が主な要因です。特定財源として、県支

出金、球磨川水系防災・減災ソフト対策等補助

金１４９３万２０００円、平成２８年熊本地震

復興基金繰入金など、その他の財源１７５８万

８０００円を予定しています。 

 説明欄の上から２つ目、防災訓練事業１７４

万９０００円は、総合防災訓練費用１６２万６

０００円と住民参加型防災訓練１２万３０００

円です。 

 次に、防災対策事業１３８６万７０００円

は、衛星携帯電話の購入３８６万７０００円、

避難訓練などに活用するための音響設備の購入

１５９万１０００円、ウェブ版防災マップの避

難所情報の更新などの業務委託１４３万円、テ

レビデータ放送サービス（デタポン）の放送料

金１１８万８０００円が主なものでございま

す。 

 １０５ページをお願いします。 

 避難行動要支援者関係事業（健康福祉政策）

５０万円は、高齢者や障害者の方など、災害時

の避難において支援を要する方の名簿である避

難行動要支援者名簿の作成、管理を行う経費で

す。また、避難行動要支援者関係事業（危機管

理）５４万２０００円は、避難行動要支援者シ

ステムの保守料です。 

 次の災害時用備蓄資材整備事業１３１５万９

０００円は、食料や飲料水などの備蓄消耗品５

３８万１０００円、防災備蓄倉庫設置７４６万

８０００円が主なものでございます。 

 次の防災行政無線整備事業４７６９万１００

０円は、新たに整備するシステムの保守点検業

務委託１３９５万６０００円、鏡支所に設置し

ている防災機器を新庁舎へ移設する費用１０９

９万１０００円が主なものです。 

 続きまして、一般会計予算書の１２２ページ

をお願いいたします。 

 上段の表を御覧ください。 

 款１０・災害復旧費、項３・その他公共施

設・公用施設災害復旧費、目１・消防施設災害

復旧費８４９万８０００円を計上しています。

特定財源として、災害復旧事業債８４０万円を

予定しています。これは、令和２年７月豪雨に

より被災した消防ホース格納箱の購入４５９万

２０００円、流出したポンプ格納庫設置工事３

２０万９０００円、破損したポンプ格納庫の修

繕６９万７０００円です。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 
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○委員（堀 徹男君） 新しい防災行政無線の

システムのですね、再構築中ということで、新

庁舎の数に合わせて、あそこにディスプレーを

置いたり指令台を置いたり、アンテナつけたり

ちゅうことだったんですけど、そこに至るまで

の今後のスケジュールの一覧みたいなのってい

うのはですね、今年度の例えば６月に新しい無

線の設置を全部完了するとか、今つけられてい

ると思うんですよね。ところどころ古いのを外

して、今度は縦長のスピーカーみたいなんです

けど、まだついてないところもあるようなん

で、その辺の工事の進捗みたいなのをですね、

もう少し詳しく教えていただければなと思いま

す。 

○理事兼危機管理課長（廣兼和久君） 失礼し

ます。危機管理課でございます。 

 ただいまの御質問の防災行政通信システムな

んですが、今、屋外拡声子局のほうの整備を今

進めている段階でございます。出水期前までに

はですね、全部が完了するという予定にしてお

ります。来年度の４月から、システムの配信が

できるようなことで今考えております。当面は

ですね、各支所にあります防災行政無線、これ

も併用していくというような方向で進めていき

たいというふうに思っております。 

 ですから、最終的には、新庁舎が完成してで

すね、全部完成ということになるんですが、そ

れまではですね、併用しながら運用していけれ

ばと思っております。 

 以上です。（委員堀徹男君「はい、分かりま

した」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了い

たします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後２時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３３分 本会） 

◎議案第４７号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第１号（関係分） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４７号・令和３年度八代市一般

会計補正予算・第１号中、当委員会関係分を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳入等及び歳出の第２款・総務費

について財務部から説明願います。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 財務部次長の尾

﨑でございます。よろしくお願いいたします。

着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） １３ページをお

願いいたします。 

 議案第４７号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第１号でございます。総務委員会付託

分について御説明いたします。 

 １５ページをお願いいたします。 

 まず、第１条、歳入歳出予算の補正でござい

ますが、歳入歳出それぞれ２１９０万円を追加

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ６７１億

２７９０万円といたしております。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 款１１、項１、目１、節１・地方交付税で６

３３万４０００円を計上しております。これは

今回の補正予算の一般財源でございます。 



 

－48－

 次に、款１５・国庫支出金、項２・国庫補助

金、目１・総務費国庫補助金、節１・総務管理

費補助金で１５５６万６０００円を計上してお

りますが、これは、新型コロナウイルス感染症

対策事業に対して補助される地方創生臨時交付

金でございます。 

 以上が歳入の説明でございます。 

 引き続き、歳出を説明します。 

 ２１ページをお願いします。 

 款２・総務費でございます。まず、項１・総

務管理費、目７・交通防犯対策費では６３３万

４０００円を計上しております。これは、生活

交通確保維持事業（豪雨災害）として、令和２

年７月豪雨により産交バスなどの幹線交通が運

休している坂本地区の生活移動を支援するた

め、８月専決及び１２月補正予算にて代替輸送

を委託しておりますが、引き続き６月まで委託

を延長するものでございます。 

 次に、目９・コミュニティセンター費では９

６８万１０００円を計上しております。これ

は、熊本県独自の緊急事態宣言が解除されると

ともに、新型コロナウイルスワクチンの接種が

開始されることに伴い、今後、コミュニティセ

ンターの利用増加が見込まれるため、施設を利

用する市民に対する新型コロナウイルス感染症

対策として、安全・安心な施設環境を提供する

ため、全２１コミュニティセンターのロビー及

び会議室などに空間除菌のための無塩微酸性電

解水噴霧器１３８台を導入するものでございま

す。なお、特定財源として、全額、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金でござ

います。 

 以上で歳出の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

○委員（成松由紀夫君） このコロナ感染症の

コミュニティセンターの分ですね。例えば、や

っぱり一番近いところでワクチンを接種したり

したいような、高齢者の御意見等々もあって、

それと大型の八代総合体育館であったり、そう

いったところに、また、ワクチン接種が進んで

平時になった時の流れになってくると、コミュ

ニティセンターも、ワクチン接種をする場所と

して、この感染症対策でコミセンに置かれるよ

うな話の部分がまた生きてくると思うんですよ

ね。 

 なので、ぜひそういったことをまた引き続き

ですね、その場面、場面で臨機応変に対応でき

るようなことを考えて御一考いただきたいなと

いうことと、あとこの学校施設のコロナ感染

症、二酸化何ですか、無塩微酸性電解水噴霧器

だったですかね、これも非常に現場の先生方か

ら喜ばれるような話で、今、机、椅子をです

ね、まだ現場の先生方が拭いて、放課後、対応

に苦慮されているような話も聞きますので、こ

れはもう本当に有意義なものなのかなと思いま

すので、ぜひ今後とも引き続き、鋭意頑張って

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４７号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第１号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 
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 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後２時３９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４０分 本会） 

◎議案第１１号・令和３年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計予算 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１１号・令和３年度八代市ケー

ブルテレビ事業特別会計予算を議題とし、説明

を求めます。 

○総務企画部長（丸山智子君） 議案第１１

号・令和３年度八代市ケーブルテレビ事業特別

会計予算につきまして、総括を申し上げます。

では、着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） どうぞ。 

○総務企画部長（丸山智子君） 本市のケーブ

ルテレビ事業は、坂本、東陽、泉地域における

テレビの難視聴対策及び地域間の情報格差是正

を目的に、平成１６年度から平成１８年度にか

けて順次整備を行い、令和３年度でサービス開

始から１８年目を迎えます。本事業の運営につ

いては、平成２８年度から指定管理者制度へ移

行しており、平成３１年度から３年間の指定管

理者委託を引き続きテレビやつしろ株式会社に

行っております。 

 本事業における大きな課題は、サービス開始

から１８年が経過し、施設設備や伝送路が老朽

化していることから、設備の更新時期を迎えて

いること、また、昨今のインターネットサービ

スの超高速化、大容量化への対応が遅れている

ことなどが挙げられます。 

 このような中、令和元年度より市内全域にお

ける光ブロードバンド通信網の整備に取り組ん

でおり、令和４年度には、ケーブルテレビ事業

によりインターネットサービスを提供している

全ての地域において、民間事業者による光回線

を利用した高速インターネットサービスの利用

ができるようになります。予定としては、東

陽、泉、五家荘地区を令和３年度中に、坂本地

区を令和４年度中に整備することとしていま

す。 

 このようなことを踏まえ、今後、老朽化した

ケーブルテレビ施設の設備更新について、整備

される光回線網の活用なども念頭に入れなが

ら、ケーブルテレビを利用されている山間地域

の皆様にとって最も適した方法を検討してまい

りたいと思います。 

 以上を総括とし、詳細については、情報政策

課の早木課長より説明いたしますので、よろし

くお願いいたします。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課の

早木でございます。よろしくお願いいたしま

す。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○情報政策課長（早木浩二君） それでは、議

案第１１号・令和３年度八代市ケーブルテレビ

事業特別会計予算につきまして御説明をいたし

ます。 

 令和３年度八代市特別会計予算書の１３７ペ

ージ、令和３年度八代市ケーブルテレビ事業特

別会計予算をお願いいたします。 

 第１条で、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ２４８０万８０００円と定めておりま

す。詳細につきまして、歳入から順次説明させ

ていただきます。 

 １４２ページをお願いをいたします。 

 ２、歳入、款１・分担金及び負担金、項１、

目１・分担金３万９０００円は、平成２３年度

に新規にケーブルテレビを引き込まれた事業所

１件分の過年度分の受益者分担金でございま

す。 

 次に、款２・使用料及び手数料、項１、目

１・使用料、節１・ケーブルテレビ使用料１０

万５０００円と節２・インターネット使用料４

万２０００円は、いずれも過年度分の使用料で

ございます。 
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 １４３ページをお願いいたします。 

 款２・使用料及び手数料、項２、目１・手数

料、節１・督促手数料７０００円は、督促に係

る手数料収入でございます。 

 次に、款３・財産収入、項１・財産運用収

入、目１・財産貸付収入、節１・土地建物貸付

収入の６９万９０００円は、携帯電話事業者に

対し、移動通信鉄塔、つまり携帯電話基地局へ

の光ケーブルの一部を貸し付けているものでご

ざいます。 

 款４・繰入金、項１、目１、節１・一般会計

繰入金は２３９１万３０００円で、昨年度より

２２１万３０００円の増額となっております。 

 続きまして、１４４ページをお願いをいたし

ます。 

 款５・繰越金の項１、目１・繰越金と款６・

諸収入の項１・延滞金加算金及び過料、目１・

延滞金と項２、目１・雑入では、それぞれ１０

００円を計上をいたしております。 

 引き続き、歳出について御説明をいたしま

す。 

 １４５ページをお願いをいたします。 

 款１、項１・ケーブルテレビ事業費、目１・

一般管理費２２万９０００円は、ケーブルテレ

ビ管理運営審議会、放送番組審議会及び指定管

理者候補者選定委員会の開催経費等でございま

す。 

 次の目２・施設維持管理費、節１０・需用費

６００万円は設備、機器及び伝送路の修繕費

で、節１２・委託料の６９５万７０００円は、

令和元年度から３年間、指定管理委託を行って

おりますテレビやつしろ株式会社への令和３年

度分の指定管理委託料４８７万１０００円に加

え、来年度、仮設庁舎から新庁舎へケーブルテ

レビ機器等を移設をします引っ越しの費用２０

８万６０００円を計上をいたしております。 

 次に、款２、項１・公債費の目１・元金１１

５４万３０００円と目２・利子７万９０００円

は、平成２６年度インターネット通信関連機器

の更新に係る施設設備事業債及び平成２７年度

台風１５号に伴います災害復旧事業債の償還に

係るものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議のほど、よ

ろしくお願い申し上げます。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑はありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１１号・令和３年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計予算については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 それでは、しばらく休憩いたします。１５時

から再開いたします。 

（午後２時４８分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時０３分 開議） 

◎議案第１８号・専決処分の報告及びその承認

について（令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１３号（関係分）） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 先ほど説明の中で、執行部より訂正の申し出

がありましたので、許します。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 先ほど、議案第

５号の令和３年度当初予算の歳出の中で、財産

管理費のところでですね、廃校の管理運営の中

で、八千把の浜分校、あちらのほうをですね、

今、敷地を貸しているのが川岳保育園と申しま
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したけども、わかあゆ保育園に訂正させていた

だきたいと思います。どうぞよろしくお願いし

ます。 

○委員長（橋本幸一君） この件について何か

質問はありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 次に、事件議案の審

査に入ります。 

 まず、議案第１８号・令和２年度八代市一般

会計補正予算・第１３号中、当委員会関係分に

係る専決処分の報告及びその承認についてを議

題として執行部から説明を受けます。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 財務部の尾﨑で

ございます。よろしくお願いします。着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 議案書の１ペー

ジをお願いします。 

 議案第１８号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。内容は、令和２年度八

代市一般会計補正予算書・第１３号で、１２月

定例会後に新型コロナウイルスの感染拡大が続

く中、売上げが大きく減少している市内飲食店

等の事業継続・安定を図るために、早急な対応

を行う必要から、令和３年１月２２日に専決処

分を行ったものでございます。 

 総務委員会付託分について説明します。 

 それでは、５ページをお願いします。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます

が、歳入歳出それぞれ１億８０００万円を追加

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ９２３億

９５３０万円といたしております。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 １０ページをお願いいたします。 

 款１４・国庫支出金、項２・国庫補助金、目

１・総務費国庫補助金、節１・総務管理費補助

金で１億８０００万円を計上しております。こ

れは、冒頭で説明しましたが、今回の補正予算

に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生

臨時交付金でございます。 

 以上が歳入の説明でございますが、総務委員

会に付託されました歳出はございませんので、

これで説明を終わります。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１８号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

                              

◎議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

について（令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１４号（関係分）） 

○委員長（橋本幸一君） 次に、議案第１９

号・令和２年度八代市一般会計補正予算・第１

４号中、当委員会関係分に係る専決処分の報告

及びその承認についてを議題とし、執行部から

説明を求めます。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 引き続き、着座

にて説明させていただきます。 

 議案書の１１ページをお願いします。 

 議案第１９号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。内容は、令和２年度八

代市一般会計補正予算書・第１４号で、先ほど



 

－52－

の議案第１８号同様に、新型コロナウイルス感

染症対策として、ワクチンの迅速かつ円滑な接

種を実施するための経費などについて、令和３

年２月５日に専決処分を行ったものでございま

す。 

 総務委員会付託分について説明します。 

 それでは、１５ページをお願いします。 

 第１条は、歳入歳出予算の補正でございます

が、歳入歳出それぞれ６億７１１０万円を追加

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ９３０億

６６４０万円といたしております。 

 第２条では、繰越明許費の補正をお願いして

おりますが、内容は１６ページの下段に記載し

ております表で説明いたします。 

 それでは、１６ページをお願いいたします。 

 第２表、繰越明許費補正としまして、１、追

加で、款４・衛生費、項１・保健衛生費の新型

コロナウイルスワクチン接種事業で６億７００

０万円の限度額設定を行っております。これ

は、市民に対して新型コロナウイルスワクチン

の迅速かつ円滑な接種を実施するものでござい

ますが、スケジュールの関係により繰り越すも

のでございます。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ２０ページをお願いいたします。 

 まず、款１０、項１、目１、節１・地方交付

税で１１０万円を計上しております。これは今

回の補正予算の一般財源でございます。 

 次に、款１４・国庫支出金、項１・国庫負担

金、目２・衛生費国庫負担金、節１・保健衛生

費負担金で４億６１万５０００円を計上してお

ります。これは、今回の新型コロナウイルスワ

クチン接種事業に伴う新型コロナウイルスワク

チン接種対策費負担金でございます。 

 また、項２・国庫補助金、目３・衛生費国庫

補助金、節１・保健衛生費補助金で２億６９３

８万５０００円を計上しております。これも、

今回のワクチン接種事業に伴う新型コロナウイ

ルスワクチン接種体制確保事業費補助金でござ

います。 

 以上が歳入の説明でございますが、総務委員

会に付託されました歳出はございませんので、

これで説明を終わります。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１９号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１４号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

                              

◎議案第２０号・専決処分の報告及びその承認

について（令和２年度八代市一般会計補正予

算・第１５号（関係分）） 

○委員長（橋本幸一君） 次に、議案第２０

号・令和２年度八代市一般会計補正予算・第１

５号中、当委員会関係分に係る専決処分の報告

及びその承認についてを議題とし、執行部から

説明を求めます。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 引き続き、着座

にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○財務部次長（尾﨑行雄君） 議案書の２５ペ

ージをお願いいたします。 

 議案第２０号・専決処分の報告及びその承認
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についてでございます。内容は、令和２年度八

代市一般会計補正予算書・第１５号で、先ほど

の議案第１８号の飲食店支援同様に、売上げが

大きく減少している市内飲食店等の関連事業者

にも対象を拡充し、事業継続・安定を図るため

に、早急な対応を行う必要から、令和３年２月

１２日に専決処分を行ったものでございます。 

 総務委員会付託分について説明します。 

 それでは、２９ページをお願いします。 

 第１条は歳入歳出予算の補正でございます

が、歳入歳出それぞれ１億５００万円を追加

し、補正後の総額を歳入歳出それぞれ９３１億

７１４０万円といたしております。 

 続きまして、歳入を説明いたします。 

 ３４ページをお願いいたします。 

 款１４・国庫支出金、項２・国庫補助金、目

１・総務費国庫補助金、節１・総務管理費補助

金で１億５００万円を計上しております。これ

は、今回の補正予算に伴う新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金でございます。 

 以上が歳入の説明でございますが、総務委員

会に付託されました歳出はございませんので、

これで説明を終わります。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２０号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１５号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。（｢ありがとうございま

す」と呼ぶ者あり） 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後３時１２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時１３分 本会） 

◎議案第２１号・新市建設計画の変更について 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２１号・新市建設計画の変更に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 企画政

策課の福本です。よろしくお願いします。着座

にて説明いたします。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○理事兼企画政策課長（福本桂三君） 議案第

２１号・新市建設計画について御説明いたしま

す。まず、お配りしておりますＡ３判の資料、

こちらですね。Ａ３判の資料でございます。八

代市新市建設計画の変更についてを御覧くださ

い。 

 本議案につきましては、１２月の総務委員会

の所管事務調査におきましても御説明しており

ます。このたび、パブリックコメントを経まし

て、県との正式協議が整いましたので、市町村

の合併の特例に関する法律第５条第７項の規定

に基づき、議会の議決を経る必要がございます

ので、今回議案として提案させていただいてい

るところでございます。 

 それでは、計画変更の要点について説明いた

します。 

 まず、１、これまでの経緯でございます。 

 新市建設計画につきましては、平成１７年３

月に、当時の八代地域市町村合併協議会におき

まして策定された計画となっております。その

後、新市に引き継がれております。平成２４年

６月に、東日本大震災による被害を受けた合併
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市町村に係る地方債の特例に関する法律の一部

を改正する法律が施行されまして、平成２７年

３月に、平成２８年度から令和２年度までの５

年間の期間延長を行いまして、現在に至ってお

ります。 

 次に、２、計画変更の趣旨でございます。 

 平成３０年４月に東日本大震災に伴う合併市

町村に係る地方債の特例に関する法律の一部を

改正する法律が施行されたことに伴いまして、

合併特例債の発行可能期間がさらに５年間延長

されることになりました。本市の合併特例債の

発行状況につきましては、これまで環境センタ

ー建設事業や新庁舎建設事業などの大型事業に

充当してきております。令和３年２月末時点

で、ハード事業の起債可能額４０２億円に対し

まして発行予定額が２９５億円、残る発行可能

額は１０７億円となっておりまして、合併特例

債を活用する余地は残されている状況となって

おります。 

 このようなことから、今回、計画期間を平成

１７年度から令和２年度までの１５年間から、

さらに５年間延長しまして、平成１７年度から

令和７年度までの２２年間とし、合併特例債を

活用する期間を最大限確保するというものでご

ざいます。 

 次に、３、計画変更の範囲を御覧ください。 

 新市建設計画につきましては、先ほども申し

上げましたとおり、合併前である平成１７年３

月に当時の合併協議会で策定されておりまし

て、その後、八代市へ引き継がれた計画となっ

ております。合併特例法におきましても、建設

計画の策定主体は合併協議会となっておりまし

て、その変更に当たっては、合併時に定められ

た計画の趣旨や内容を尊重する必要がございま

す。そのため、前回の変更のときと同様に、計

画期間の延長や主要指標等の見直しといった必

要最小限の部分を変更しております。 

 さらに、昨今の社会経済情勢の変化に伴いま

して新たな政策課題も発生しておりますので、

合併特例債のより柔軟な活用が図られるよう、

取組の追加も併せて行っているところでござい

ます。 

 次に、４、主な変更内容につきましては、合

併特例債の発行期間に合わせた、計画期間の５

年間の延長と主要指標の見直し、また、社会経

済情勢の変化への対応としまして、国土強靱化

の推進や坂本地域の復旧・復興事業、また、Ｓ

ＤＧｓを見据えた計画の推進、さらに、新型コ

ロナウイルス感染症の影響に伴う新しい生活様

式の実践、また、Ｓｏｃｉｅｔｙ５.０を見据

えたＤＸの実践などについて追記させていただ

くものでございます。 

 このたび、県との正式協議が整いましたこと

から、議会の議決を経る必要がございますの

で、今回議案として提案させていただいている

ところでございます。 

 なお、詳細につきましては、別添冊子を御覧

いただければと思います。 

 以上、簡単ではございますが、新市建設計画

の変更についての説明とさせていただきます。

御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。ありませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ以上で質疑

を終了します。 

 意見がありましたらお願します。 

○委員（橋本徳一郎君） すいません。いろい

ろ目的が、復興だとかＳＤＧｓとか、デジタル

トランスフォーメーションとかいろいろあるみ

たいですけども、合併特例債、有利な財源とは

いえ、やはり借金するという部分もあるんでで

すね、しっかり目的、特にデジタル化なんか、

入れればいいという感じではないもんですか

ら、入れたことで弊害が出たりとかすることも
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かなり現場としては結構あるんですよね。そう

いった部分についても、しっかり慎重に運用し

ていただきたいと思います。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２１号・新市建設計画の変更について

は、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 執行部入替えのため小会します。 

（午後３時２０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時２１分 本会） 

◎議案第２２号・財産の貸付けについて 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２２号・財産の貸付けについて

を議題とし、説明を求めます。 

○資産経営課長（續 良彦君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）資産経営課の

續でございます。 

 それでは、議案第２２号・財産の貸付けにつ

いて御説明をいたします。失礼して、座って説

明をさせていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○資産経営課長（續 良彦君） 議案書の５３

ページをお開きください。 

 今回、財産の貸付けを行いますのは、八代市

松江城町１番２５号、現在建設中の市役所本庁

舎の建物の１階の一部９０.３０平米でござい

ます。 

 契約の相手方は、八代市松江町３５５番地

５、株式会社エフエムやつしろ、代表取締役吉

住一郎氏。貸付けの期間は、市役所の本庁舎の

供用の開始の日から令和１３年３月３１日ま

で。貸付け料は、月額６万６３２５円に消費税

及び地方消費税の額を加えた額といたしており

ます。 

 貸付けに際しましては、コミュニティー放送

局が庁舎内にあるということで、災害時の情報

発信機能が強化されるといった高い公益性があ

ると判断されますことから、貸付け料を半額の

月額６万６３２５円に減額したいと考えており

ます。 

 財産を減額して貸し付ける場合には、地方自

治法第９６条第１項第６号の規定により議会の

御審議をいただく必要がございますので、今回

議案として提出をさせていただいたものでござ

います。 

 また、新庁舎では、今回のエフエムやつしろ

のほか、金融機関、売店の入居を予定しており

ますことから、本議案と関係もございますので

併せて御説明をいたしたいと思います。 

 本日お配りいたしております議案第２２号資

料、Ａ４の横の資料とＡ３の蛇腹に折りました

配置図があるかとございます。こちらのほうで

説明をさせていただきたいと思います。よろし

いでしょうか。（｢はい、どうぞ」と呼ぶ者あ

り） 

 まず１枚目のほうでございます。左側のほう

を御覧ください。 

 新庁舎では肥後銀行の八代市役所支店が入居

する予定となっております。場所につきまして

は、２枚目の配置図に記載をしておりますが、

配置図は上のほうが北方向となります。こちら

の庁舎１階の南側、ちょうど南玄関を入ってす

ぐ左側の一角に、店舗とＡＴＭコーナーを合わ

せて１２９.３１平米を有償で貸し付ける予定

といたしております。 

 肥後銀行につきましては、従来から本市の指

定金融機関として旧庁舎の時代から窓口を会計

課の横に設けておりましたが、あくまでも指定

金融機関としての窓口であるため、市の業務に

関係をしない国税や県税の納付、送金や入金と
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いいました一般的な銀行業務はその取扱いを行

っておりませんでした。 

 今回、肥後銀行の中支店を新庁舎の中に移設

し、新たに八代市役所支店とすることで、これ

まで対応ができなかった業務につきましても対

応できることとなり、来庁者の利便性が向上す

るものと期待されるところでございます。 

 資料１枚目にまた戻りまして、中ほどを御覧

ください。 

 先ほど御説明をいたしましたエフエムやつし

ろについてでございます。場所につきまして

は、２枚目の配置図にもございますが、庁舎の

１階南西側、ちょうど多目的ホール入り口付近

の一角、９０.３０平米でございます。この中

にスタジオと事務所を設ける予定でございま

す。 

 エフエムやつしろにつきましては、現在、松

江町にスタジオと事務所がございますが、この

スタジオと事務所を新庁舎に移転する予定とい

たしております。エフエムやつしろが新庁舎に

入居いたしますことで、コミュニティー放送局

の特性を生かしまして、災害時に一般の放送局

では提供が難しい、きめ細やかな情報を市と連

携してリアルタイムで迅速に提供することが可

能となります。 

 また、エフエムやつしろ側では、市民活用エ

リアでの放送を行うことにより、市民参加型の

放送や市民活動などの中継、こいこい広場など

で開催されますイベントとの連携も考えており

まして、これにより、中心市街地のにぎわいづ

くりへの貢献も期待できるところでございま

す。 

 最後に、資料の１枚目の右側でございます。

売店でございます。庁舎の売店につきまして

は、現在、仮設庁舎内におきまして、職員の福

利厚生施設として職員互助会が運営をしており

ます。旧庁舎時代から設置をしてきております

が、新庁舎におきましても引き続き設置を考え

ており、２枚目の配置図にございますが、今度

は庁舎の１階の北西側、約４０平米を予定して

いるところでございます。 

 新庁舎では、売店に隣接をいたしましてフリ

ースペース約６０平米を設けまして、物産品の

展示や販売のほか、庁舎利用者の飲食スペース

としての活用も考えているところでございま

す。売店につきましては、専ら職員の福利厚生

施設ではございますが、職員以外の利用も可能

となっておりまして、収入印紙の販売といった

従来からの機能も保ちつつ、来庁者の利便性の

向上につきましても期待できるところでござい

ます。 

 説明は以上となります。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（太田広則君） 参考までにＡＴＭは何

機予定ですか。 

○資産経営課長（續 良彦君） ＡＴＭにつき

ましては、１台の予定でございます。（委員太

田広則君「はい、ありがとうございます」と呼

ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（堀 徹男君） エフエムやつしろさん

の家賃減額と、半額ということになるんですけ

ど、そもそものあの辺りの、何て言うのかな、

賃料相場っていうのが分からないものですか

ら、この倍にしたら大体それに相当するのかな

と、床面積からいけばですね。 

 それと、同じくいけば、その肥後銀行さんの

貸付け額もどれぐらいになるのかなというのが

ちょっと分からないもんですから、そこをちょ

っと教えていただければなと。 

○資産経営課長（續 良彦君） こちらの貸付

けにつきましては、税抜きの価格で１４６９円

というところで予定をいたしております。これ
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は平米当たりの月額になります。これは税抜き

ですね。この金額で計算をいたしますと、肥後

銀行さんあたりにつきましては、月額で大体１

８万９０００円ぐらい。エフエムやつしろにつ

きましても、全体１３万ぐらいになります。エ

フエムやつしろにつきましては、これの半分

の、半額ということになります。 

 また、近隣のですね、家賃相場的なところと

いうのは、施設の古さだったり立地条件だった

りとか、そういったことで、かなりちょっとば

らつきがありますので、参考ですけれども、高

いところでは２０００円を超えるところもあり

ますし、安いところでは１０００円台の下のほ

うというところもありますが、大体私どものほ

うで今調べた感じでは、おおむね税抜きで大体

１３７０円ぐらいっていうことになりますの

で、設定している額は若干ちょっと高めかなと

いうところではございますが、そう大きな差が

あるものではないというふうに考えておりま

す。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（成松由紀夫君） 関連していいです

か。半額を減免ちゅうことですか。減免であれ

ば、減免のその理由ちゅうか。減免であればで

すよ。 

○資産経営課長（續 良彦君） 減免という

か、半額減額になりますけれども、一番大きな

理由といたしましては、やはりエフエムやつし

ろ自体はコミュニティーＦＭということで、通

常の放送局に比べましたら、例えば災害時にお

きましては、その番組を専門でずっと流し続け

ることができるといった、前回の坂本町の災害

のときでもそうですが、例えば給水ポイントが

どこにあります、あるいは支援物資をどこどこ

で給付しますといった細かい情報あたりも流す

ことができるということもございますので、そ

の点で公益性を考えて半額と。 

 実際に、株式会社としてそのまま入るという

ところもございますので、いわゆる株式会社と

しての営業活動の部分が半分、それと、公益性

の部分が半分ということで今回半額と判断をさ

せていただいたとこでございます。（委員成松

由紀夫君「はい、了解しました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了いたします。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２２号・財産の貸付けについては、可

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。（｢ありがとうございま

した」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第２６号・八代市行政財産使用料条例の

一部改正について 

○委員長（橋本幸一君） 次に、条例議案の審

査に入ります。 

 議案第２６号・八代市行政財産使用料条例の

一部改正についてを議題とし、説明を求めま

す。 

○資産経営課長（續 良彦君） それでは、引

き続きまして、議案第２６号・八代市行政財産

使用料条例の一部改正について御説明をさせて

いただきます。 

 議案書の６２ページをお開きください。 

 また、説明につきましては、本日、議案第２

６号資料を配付させていただいておりますの

で、そちらを用いて説明をさせていただきま

す。よろしいでしょうか。（｢はい」「何号」
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と呼ぶ者あり）第２６号関係ですね。よろしい

ですか。 

 それでは、まず、１、改正の目的でございま

すが、行政財産につきましては、本来、公用ま

たは公共用に供されるべきものでございます

が、本来の用途や目的を妨げない限度におきま

して、目的外の使用を許可することが認められ

ております。電柱の設置などでこういった目的

外の使用というものを許可しているところでご

ざいますが、この場合の使用料につきまして

は、八代市行政財産使用料条例の別表により算

定をいたしているところでございますが、この

表の算定により難い場合は、条例の第２条によ

り、近傍類似の施設の使用料を勘案して定める

こととなっております。 

 共架電線につきましては、道路上の共架電線

と態様が似ているということもございますの

で、これらが八代市道路占用料に関する条例に

基づき徴収をしていることから、条例第２条の

規定に基づきまして、別表の算定式に基づかず

に、道路占用料条例に相当する額を使用料とし

て徴収する取扱いとなっております。 

 しかし、こうした取扱いが条例上明確でない

ということもございますので、今回、行政財産

使用料条例の別表の部分を一部改正をして、明

記をするものでございます。 

 改正箇所が２番目にございますが、こちらに

新旧対照表を載せております。別表の備考欄が

別表の下のほうにございますが、別表備考欄の

１におきまして、別表によらないものの例示と

いたしまして、新たに共架電線に係る記載を追

加するものでございます。 

 説明は以上となります。御審議のほど、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２６号・八代市行政財産使用料条例の

一部改正については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後３時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３５分 本会） 

◎議案第２４号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部改正について 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２４号・八代市一般職の職員の

給与に関する条例の一部改正についてを議題と

し、説明を求めます。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）人事課の

濱田でございます。よろしくお願いいたしま

す。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 議案第２４

号・八代市一般職の職員の給与に関する条例の

一部改正について説明いたします。 

 議案書は５７ページからになります。 

 また、説明につきましては、右肩に、議案第

２４号関係資料と記載されている資料を使って

説明させていただきます。 

 まず、改正の趣旨でございますが、一般職の

職員の給与に関する法律の一部改正により、一

般職の国家公務員の住居手当が改定されたこと
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に伴い改正するものでございます。 

 住居手当の改定については、昨年度の令和元

年の人事院勧告にて勧告がなされております。

令和元年の人事院勧告では、住居手当につい

て、公務員宿舎使用料の上昇を考慮し、手当の

支給対象となる家賃額の下限を引き下げるとと

もに、その原資を用いて民間事業所における住

宅手当の支給状況等を踏まえ、住宅手当額の上

限を引き上げるよう勧告がなされました。国は

勧告どおり住居手当の改定を実施しております

が、本市では、組合との交渉の中で、他の地方

公共団体の動向等を考慮の上、慎重に検討する

ことが必要ということで昨年度の改定を見送っ

ておりました。 

 今年度、熊本県や県内１３市の状況を確認し

たところ、半数以上が国に準じて改定を実施し

ていることから、本市においても国家公務員の

住居手当の改定に準じ、改正をするものでござ

います。 

 次に、改正の内容ですが、国の制度に準じ、

住居手当の支給対象となる家賃額の下限を１万

２０００円から１万６０００円に、住宅手当額

の上限を２万７０００円から２万８０００円に

引き上げるものでございます。 

 最後に施行期日でございますが、令和３年４

月１日からの施行としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２４号・八代市一般職の職員の給与に

関する条例の一部改正については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第２５号・八代市行財政改革推進委員会

条例の一部改正について 

○委員長（橋本幸一君） 次に、議案第２５

号・八代市行財政改革推進委員会条例の一部改

正についてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 引き続き着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 議案第２５

号・八代市行財政改革推進委員会条例の一部改

正について説明いたします。 

 議案書は５９ページからになります。また、

説明につきましては、議案第２５号関係資料を

使って説明させていただきます。 

 まず、改正の趣旨につきましては、令和３年

度の組織機構改革に伴い、改正をするものでご

ざいます。 

 次に、改正の内容ですが、八代市行財政改革

推進委員会の庶務を処理する課を企画政策課か

らデジタル推進課に変更するものです。この変

更につきましては、行政改革に関する事務につ

いて、これまで企画政策課で所管しておりまし

たが、令和３年４月から新設するデジタル推進

課で所管することに伴うものでございます。 

 最後に、施行期日につきましては、令和３年

４月１日からの施行としております。 

 なお、令和３年度の組織再編につきまして

は、後ほど所管事務調査において説明させてい

ただきます。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 
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○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２５号・八代市行財政改革推進委員会

条例の一部改正については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４９号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正について 

○委員長（橋本幸一君） 次に、議案第４９

号・八代市長等の給与に関する条例の一部改正

についてを議題とし、説明を求めます。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 引き続き、

着座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 議案第４９

号・八代市長等の給与に関する条例の一部改正

について説明いたします。 

 議案書は、その２の２５ページからになりま

す。また、説明につきましては、議案第４９号

関係資料を使って説明させていただきます。 

 まず、改正の趣旨でございますが、八代市特

別職報酬等審議会の答申に基づき、市長等の特

別職の給料月額を改定するに当たり、必要な改

正を行うものでございます。 

 審議会では、一部の類似団体において、新型

コロナウイルス感染症対策として臨時的に特別

職の報酬等を減額している団体があること、及

び本市においては新型コロナウイルスの感染拡

大に加えて、令和２年７月豪雨災害による被害

が地域経済に大きな影響を与えることを総合的

に勘案し、平成２９年度の引上げ改定時の平均

改定率を上回る一律３％程度の引下げの答申と

なりました。 

 本答申については、審議会で十分検討された

ものであり、その答申の内容は尊重すべきもの

との判断から、答申のとおりの改定としており

ます。 

 改正の内容でございますが、市長につきまし

ては、現行の月額９２万５０００円を２万８０

００円引き下げ、８９万７０００円に、副市長

につきましては、現行の７４万４０００円を２

万３０００円引き下げ、７２万１０００円に、

教育長につきましては、現行の月額６７万４０

００円を２万１０００円引き下げ、６５万２０

００円に、常勤の監査委員につきましては、現

行の５０万６０００円を１万６０００円引き下

げ、４９万円に改定をお願いするものでござい

ます。 

 最後に、施行期日につきましては、令和３年

４月１日からの施行としております。 

 説明は以上でございます。御審議のほど、よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４９号・八代市長等の給与に関する条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 
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（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後３時４２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４３分 本会） 

◎議案第２７号・八代市コミュニティセンター

条例の一部改正について 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２７号・八代市コミュニティセ

ンター条例の一部改正についてを議題とし、説

明を求めます。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 市民活動政策課の遠山でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 私のほうから、議案第２７号・八代市コミュ

ニティセンター条例の一部改正について説明さ

せていただきます。着座にて説明させていただ

きます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 議案書につきましては、６３ページから

になりますが、別途資料を一部用意しておりま

すので、そちらで御説明をさせていただきま

す。 

 まず改正の理由でございますが、令和２年７

月豪雨により坂本コミュニティセンターが被災

し、使用困難な状況となったことから、令和２

年９月から、坂本地域福祉センターの一部に、

応急措置としてコミュニティセンター機能を移

転しているところでございます。 

 そこで、条例別表に規定する坂本コミュニテ

ィセンターの位置を坂本地域福祉センターの所

在地に変更するため、所要の改正を行うもので

ございます。 

 具体的な改正内容につきましては、２の新旧

対照表を御覧ください。 

 別表第１の坂本コミュニティセンターの位置

を、坂本町坂本４２２８番地２４を坂本町荒瀬

１３０７番地に改めるものでございます。 

 なお、施行日は令和３年４月１日でございま

す。 

 この資料には、坂本地域福祉センターの位置

図、平面図、施設内の写真などを掲載しており

ますので、後ほど御確認をいただければという

ふうに思います。 

 以上で私の説明を終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いします。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２７号・八代市コミュニティセンター

条例の一部改正については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（橋本幸一君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（橋本幸一君） 以上で付託されまし

た案件の審査は全部終了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、
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そのように決しました。小会いたします。 

（午後３時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時４６分 本会） 

◎所管事務調査 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし、調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、行財政の運営に

関する諸問題の調査、総合計画の策定推進等に

関する諸問題の調査、以上の２件です。 

 このうち行財政の運営に関する諸問題の調査

に関連して３件、総合計画の策定推進等に関す

る諸問題の調査に関連して１件、執行部からの

発言の申し出があっておりますので、これを許

します。 

                              

・総合計画の策定推進等に関する諸問題の調査 

（八代市協働のまちづくり推進計画について） 

○委員長（橋本幸一君） それでは、まず、八

代市協働のまちづくり推進計画についてをお願

いいたします。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 市民活動政策課の遠山でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 私のほうから、八代市協働のまちづくり推進

計画について御報告をさせていただきます。着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） まず資料につきましては、表紙に八代市

協働のまちづくり推進計画についてと書かれた

３枚つづりの資料と八代市協働のまちづくり推

進計画の冊子、２部でございます。お手元にご

ざいますでしょうか。よろしゅうございます

か。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 昨年度から取り組んでおりました八代市協働

のまちづくり推進計画につきまして策定に至り

ましたことから、その内容について、本日、御

報告を申し上げるものでございます。 

 本計画に関しましては、昨年１２月議会の本

委員会におきまして、八代市協働のまちづくり

推進計画策定委員会より中村市長に対し、提出

いただいた計画案の内容について御報告をさせ

ていただきました。 

 その後、この計画案を基に、政策会議などに

おける市内部の意見やパブリックコメントでい

ただいた市民の御意見を踏まえ、また改めて策

定委員会の森山会長にも相談しながら、必要な

修正を行ったところでございます。 

 しかしながら、もともと策定委員会などで十

分に御検討いただいた計画案でございましたの

で、大幅な修正はございませんでした。 

 そこで、本日は、計画の詳細な説明につきま

しては割愛させていただき、計画の概要の説明

と２月に実施いたしましたパブリックコメント

について御説明をいたしたいというふうに思い

ます。 

 では早速、３枚つづりの資料をよろしくお願

いいたします。 

 １ページの資料１を御覧ください。 

 こちらの資料で、改めて八代市協働のまちづ

くり推進計画の概要を説明させていただきま

す。 

 まず１、八代市協働のまちづくり推進計画と

はです。御存じのとおり、本市では、市民、地

域協議会、事業者、市民活動団体と市が協力し

て地域課題の解決に取り組む協働の推進をまち

づくりの方針と位置づけ、令和元年８月に八代

市協働のまちづくり推進条例を施行いたしてお

ります。この条例に示された仕組みを具現化

し、実効性を確保するために、本計画を策定し

たものです。 

 なお、本計画の策定に当たっては、行政だけ
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ではなく、市民等が参加して策定する社会計画

の視点、各主体の目的・目標を明確にしようと

いう視点、この計画の進行管理をＰＤＣＡサイ

クルを活用して行っていこうというマネジメン

トの視点の３つの視点に基づいて策定していま

す。 

 次に、計画の期間につきましては、令和２年

度から令和６年度までの５年間でございます。 

 次に、本計画の目的・目標でございますが、

目的は、条例と同様、安らぎと活力のある地域

社会の実現でございます。 

 また、この目的を達成するために、２つの目

標を掲げております。一つは、市民等が地域や

市政に関心を持ち市民活動・行政活動に積極的

に参画すること。もう一つは、多様な主体同士

が連携・協力し、地域課題の解決に向けて取り

組むという目標でございます。 

 次の計画の柱でございますが、目標達成のた

め、重要な取組を４本の柱として設定し、向こ

う５年間で重点的に取り組むこととしておりま

す。 

 まず、柱１は、情報の発信です。行政だけで

はなく、地域協議会や市民活動団体が積極的に

情報を発信することによって、多くの市民が地

域活動について関心を持ち、市民活動や行政活

動への積極的な参画を推進するものです。 

 柱２は、人材の発掘・育成です。まちづくり

を進める上で、人材の確保や育成は今後ますま

す重要になります。性別、年齢を問わず、地域

に埋もれている人材を発掘し、積極的に活用し

ていくことで、後継者の育成に取り組みます。 

 柱３は、地域自治の活性化です。本市におい

ては、地域活動の解決に向けた様々な活動に取

り組むため、地域協議会を中心として、地域自

治の活性化をさらに図る必要があります。 

 最後の柱４は、拠点施設の活用・整備です。

コミュニティセンターは、地域住民が触れ合

い、地域の特色を生かしたまちづくりに向けて

活動する場であり、また、地域協議会の事務局

機能も担っています。まちづくりの拠点施設と

して、さらに活用を推進するためには、コミュ

ニティセンターの整備も必要になります。 

 なお、次の２ページには、目的から目標、課

題、計画の４本の柱、柱ごとの具体的な取組

を、推進項目についての関係性を体系化した表

を掲載しておりますので、後ほど御確認をいた

だければというふうに思います。 

 概要の最後になりますが、５、計画の推進体

制でございます。ＰＤＣＡサイクルを活用した

マネジメントを行います。特に、チェック、ア

クションを行う機関といたしまして、学識経験

者や各種団体の長などの市民で構成する、仮称

でありますが、協働のまちづくり推進委員会を

設置し、効率的、効果的な施策の展開に努めて

いくこととしています。 

 また、計画の啓発といたしまして、啓発パン

フレットを１万部作成し、配布することとして

おります。 

 また、新型コロナの影響が心配ではあります

が、今年の夏には、地域協議会の活動発表会を

開催する予定としております。 

 そのほか地域協議会連絡会議や出前講座な

ど、様々な機会を捉えて計画を説明し、周知を

図ってまいります。 

 以上、協働のまちづくり推進計画の概要を説

明させていただきました。 

 次に、本計画の策定に当たりパブリックコメ

ントを実施しておりますので、その内容につい

て御説明いたします。 

 ３ページの資料２を御覧ください。 

 まずは、パブリックコメントの募集期間でご

ざいますが、令和３年２月９日から２４日まで

の２週間実施をいたしました。３名の方から６

件の御意見と御要望をいただいたところでござ

います。具体的な御意見につきましては、３ペ

ージから４ページに掲載しておりますので、後
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ほど御確認ください。 

 中には、項目の削除が必要といった厳しい御

意見もございましたが、いただいた御意見を市

内部で検討し、策定委員会の森山会長にも御相

談いたしましたが、策定委員会で御議論いただ

いた案を基にしておりますので、この段階で大

幅な修正は難しく、結果的に１か所のみの修正

を行ったところでございます。 

 その御意見だけを御紹介いたしますと、表の

一番上、番号１になりますが、新型コロナウイ

ルス関係で地域協議会の活動ができなかったこ

とや、７月豪雨災害により、改めて協働のまち

づくりが見直されているという記述を入れてほ

しいとの御意見がございました。 

 この御意見を受けまして、計画の冊子のほう

をちょっと開けていただいてよろしゅうござい

ますか。 

 計画の冊子の１ページ目をお願いいたしま

す。 

 付箋をつけているところでございますが、初

めにの２段落目に、また、本計画の策定中に令

和２年７月豪雨による被災や新型コロナウイル

ス感染症により、地域活動が大きな影響を受け

ました。今後、被災地域の復興やコロナ禍での

地域活動における協働の役割がより一層重要に

なりますという文言を追加したところでござい

ます。 

 以上で私の説明を終わります。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） 本件について何か質

疑、御意見等はございませんか。 

○委員（堀 徹男君） 今、最後の付箋のとこ

ろの説明されたのがですね、地域活動における

協働の役割がより一層重要となりますというふ

うな捉え方だったんですけど、これ、パブリッ

クコメントで御意見寄せられた方の、何と言う

かな、捉え方というのは、改めて協働のまちづ

くりが見直されている記述を入れてほしいとい

うことだったんですけど、これは付箋を貼られ

ているような取り方でいいんですかね。コミュ

ニティーそのものがもう成り立たなくなってい

くんじゃないかっていうようなイメージで書か

れたのかなっていうふうに私は受け取ったんで

すけど。 

 このパブコメの内容は、その文字だけじゃな

くて、例えばその方に真意を確認されたとか、

そういったこともされたんですか。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） そのほか３名の方から御意見をいただい

たんですが、不明な点につきましては直接確認

をいたしまして、今、委員がおっしゃいました

点につきましては、このような趣旨ということ

でお話をいただいております。（委員堀徹男君

「はい、分かりました」と呼ぶ） 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） ＰＤＣＡのＣＡがチ

ェック、アクションというふうに言われてたん

ですけども、私、プラン、ドゥー、チェック、

アセスメントだと思ってたんですけど、その辺

は違うんですか。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） すいません、ＰＤＣＡサイクルというよ

りも、今のアクションの部分につきましては、

委員会のほうの活動というところになりますも

んですから、行動をというふうなところで捉え

て御紹介をいたしたとこでございます、はい。 

○委員長（橋本幸一君） よろしいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） ＩＳＯでいうＰＤＣ

Ａでいうとアセスメントなので、計画の実行と

廃止も含めた検討というふうになったと思うん

ですけど、ちょっとその辺、認識を確認してい

ただきたいと思います。意見です。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） そちらのところは再度確認させていただ

きましてから、ＰＤＣＡサイクルという形でや

っていくことに変わりございませんので、アク



 

－65－

ションという意味を広義に解釈をさせていただ

いて、今後、計画を推進していきたいというふ

うに考えております。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（成松由紀夫君） このパブリックコメ

ントの部分の分権型社会の１番目、何かこれ、

文章的には厳しいようなんだけど、実際こうい

う意見は多かですもんね。 

 条例の具現化等云々という文言が一番最初

に、条例で示された仕組みを具現化云々もある

し、あとパブリックコメントの一番最後にも、

地域協議会が営利団体化へ進むおそれもある。 

 これは以前、住民自治の条例化もそうですけ

ど、福岡の宗像市だったですかね。市の職員さ

ん方も含めて、住民自治、住民自治って熱狂し

た時期があって、非常に、コミセンにしていけ

ば、それこそ何かもう、レストランもできる、

商売もできる、カフェもできるみたいな話をし

てた時期があったですよね。多分、そういった

ところの部分が、長年市政協力員をされてたり

コミセンに関わられてる方々からすると、頭に

まだこびりついておられる方々がいらっしゃる

のも見受けられます。 

 なので、行政が地域協議会を何か営利団体に

していって、金もうけ主義の感覚がまだ役所の

中にあっとじゃないとかというような指摘もあ

るので、そこら辺はちょっと一点確認したっか

ですけど、今はもう変わったですよね。私の認

識じゃ、もうがらり変わったと思うとっとです

けど、いかがですか。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 今、成松委員のほうからお話ありました

とおり、以前、公民館をコミュニティセンター

にするというところの説明の中にですね、今お

っしゃったように、コミュニティセンターの有

効活用という中で、極端な話、ビアガーデンで

すとか、そういう話が出たというふうに聞いて

おります。 

 そういう話もですね、全国的には展開をされ

ている自治体もございますが、実際、この計画

自体が、行政だけの計画でもなく、また、市民

だけの計画でもないということで、行政と市民

等が一体となって行って推進していく計画とい

うつくり方をしておりますので、決してこちら

で御意見いただいたように、行政の責任逃れで

あるとか、そういうことではなくて、本日も部

長のほうからも冒頭説明がございましたとお

り、きちっと寄り添って、手を携えて八代市を

つくっていくという部分に変わりはないという

ふうに思ってますし、また、財政面につきまし

ても、やっぱりいろんな活動をする中で、やっ

ぱり財政的な支援、財政的な確保というのは必

要かというふうに思います。 

 ですから、全てのコミュニティービジネスを

否定するわけではございませんが、それが目的

になるということは、これは本来違うというふ

うに思っておりますので、その辺につきまして

は、また、地域の方たち、――地域の特性もあ

ると思います。例えば、いろんな地域資源があ

るような地域にとっては、それをぜひ生かして

いただきたいと思いますし、例えば町なかであ

ればなかなかですね、そういう地域資源がない

方で、財源の確保って難しいというところもあ

ると思いますので、そこについては行政と一体

となって一緒に考えていきたいというふうに思

っているとこでございます。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 要望ですが、しっか

りまた今確認できたので、担当課ではそのよう

な今の課長の認識で進めていただいて、地域性

も考慮し、いろいろバランスっていうのを見て

いかないといけないでしょうし、地域協議会

が、また走り過ぎてもいかんでしょう。また、

行政の職員さんがですね、一部熱狂して走って

いくのもいかがなもんかというのがあるので、

そこはちょっとバランス感覚見ながら、随時適
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切に対応していただきたいというふうに思いま

す。 

 冒頭、桑原部長のほうからもそういった所信

もありましたので、しっかりよろしくお願いい

たします。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で八

代市協働のまちづくり推進計画についてを終了

いたします。（｢ありがとうございました」と

呼ぶ者あり） 

                              

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（八代市高田コミュニティセンター改築につい

て） 

○委員長（橋本幸一君） 次に、八代市高田コ

ミュニティセンター改築についてお願いいたし

ます。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 引き続き私のほうから、八代市高田コミ

ュニティセンターの改築について御説明をさせ

ていただきます。着座のまま失礼いたします。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○首席審議員兼市民活動政策課長（遠山光徳

君） 資料につきましては、八代市高田コミュ

ニティセンター改築についてと記載されている

冊子１部とＡ４判の館内平面図でございます。

ございますでしょうか。はい。 

 本日は、改築を進めておりました八代市高田

コミュニティセンターの工事がほぼ完了いたし

ましたことから、その内容につきまして御報告

をするものでございます。 

 まず、私のほうから、事業費などの改築の概

要、担当係長の中松のほうから部屋や設備など

について写真を用いて御説明させていただきま

す。 

 それでは、冊子の資料をお願いいたします。 

 表紙をめくっていただきまして、１ページの

上段を御覧ください。 

 こちらが高田コミュニティセンターの外観イ

メージとなります。地域の特産品である晩白柚

をイメージできるように、緑色の葉っぱをかた

どった玄関前のひさしと丸みを持たせた黄色の

外壁を組み合わせた造りとなっております。 

 １枚めくっていただきまして、２ページの上

段を御覧ください。 

 次に、改築スケジュールでございますが、高

田コミュニティセンターにつきましては、昭和

４８年に高田公民館として建築され、市内に２

１あるコミュニティセンターで最も古い施設で

ございました。また、熊本地震でも、壁面に大

きなクラックが入るなど被害があったため、平

成２８年度に改築を決定したところでございま

す。 

 平成２９年度には、基本構想・基本設計を実

施し、高田校区まちづくり協議会の役員や利用

団体の方などで構成された高田コミュニティセ

ンター建設委員会で５回の協議を行い、施設を

平屋とすることや部屋の間取りなどを決定した

ところでございます。 

 翌３０年度には実施設計を行っております

が、この際にも地元建設委員会の意見を十分に

伺い、設計に取り入れたところでございます。 

 その後、令和元年６月に解体工事に着手し、

同年１２月から本体改築工事を行っており、既

に完了いたしております。 

 なお、外構工事は、現在、駐車場の舗装など

を行っており、３月中には完成する予定でござ

います。 

 次に、下段に記載してあります事業費につい

て説明させていただきます。 

 総事業費は約４億５４００万円でございま

す。内訳といたしまして、設計費に約３０００

万円、解体工事費が約２７００万円、建築、電

気、機械設備の本体工事に約３億６４００万
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円、水路付け替え工事を含めた外構工事が約２

５００万円、備品や消耗品の購入費といたしま

して約３００万円、工事期間中の仮出張所の経

費として約５００万円となっております。 

 特定財源といたしまして、合併特例債４億１

４００万円を充当予定といたしております。 

 次に、３ページ上段を御覧ください。 

 新しい高田コミュニティセンターの施設の概

要を掲載しております。 

 床面積が７０１.２平方メートル、構造は鉄

筋コンクリート造りでございます。 

 旧施設との主な違いにつきましては、高齢者

の方でも利用しやすい平屋建ての施設であるこ

と、自家発電設備や手押しポンプ、マンホール

トイレなどを設備し、避難所機能を強化したこ

とでございます。 

 ３ページ下段は、高田コミュニティセンター

の位置図でございます。旧施設と同様、高田あ

けぼの保育園の東側に位置しております。 

 私のほうからの説明は以上でございます。資

料４ページからは、館内の写真などを掲載して

おりますが、こちらにつきましては、担当の中

松のほうから御説明いたさせます。 

○市民活動政策課主幹兼第二住民自治推進係長

（中松大輔君） 市民活動政策課の中松と申し

ます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、引き続き私のほうから、新施設の

館内の配置やその機能について説明をさせてい

ただきたいと思います。着座にて説明させてい

ただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○市民活動政策課主幹兼第二住民自治推進係長

（中松大輔君） よろしくお願いします。 

 まず、お手元のＡ４判の館内平面図で場所を

御確認いただきながら、冊子版の資料にある館

内の写真などの説明をさせていただきます。 

 まず、館内の平面図を御覧ください。こちら

になります。 

 施設といたしましては、コミュニティセンタ

ーの事務所をはじめ、研修室や和室など合計７

部屋と３つの倉庫を配置しております。 

 初めに、玄関横にありますサロンについて説

明をいたします。 

 冊子の４ページ下段を御覧ください。 

 こちらは、利用者の皆様の共有スペースでご

ざいます。会議前の打合せや休憩場所として利

用できるほか、右側の本棚には市立図書館の本

を設置いたしますので、読書などでも利用する

ことができます。また、一角には、旧施設でも

展示されていた高田ミカンの原木の展示スペー

スを設置しております。 

 続きまして、５ページ上段を御覧ください。 

 こちらは、玄関の左側にありますコミュニテ

ィセンターの事務所になります。職員用の事務

机３台と応接セットなどを設置する予定として

います。靴を履いたまま税金の支払いなどがで

きますよう、受付カウンターも設置しておりま

して、出張所長など職員３名で業務を行いま

す。 

 次に、下段を御覧ください。 

 こちらは、事務所隣のまちづくり協議会の専

有スペースになります。地域活動のための事務

や打合せ、イベントの準備作業などを行ってい

ただく事務スペースとして活用いただく予定で

ございます。 

 次に、６ページ上段を御覧ください。 

 こちらは調理室の写真になります。こちらの

調理室は、ガス対応の調理台を４台設置し、冷

蔵庫やオーブンレンジなども備え付けます。利

用につきましては、料理教室やコミセン祭りと

いったイベントの炊き出しなどの利用を想定し

ております。 

 次に、６ページ下段を御覧ください。 

 こちらは和室になります。八代産畳２４畳を

活用しておりまして、会議や囲碁、生け花など

での利用を想定しております。 
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 なお、写真にもありますとおり、和室は調理

室から直接出入りできますので、調理された料

理をこちらで食事できるなど、一体的な利用が

しやすい造りとなっております。 

 次に、７ページ上段を御覧ください。 

 こちらは平面図の左下にあります小会議室

１、２でございます。１部屋当たり２０名程度

が利用できる小会議室を隣同士に設置しており

まして、可動型の間仕切りを取ると５０名程度

の利用も可能となります。 

 下段を御覧ください。 

 こちらは高田コミュニティセンターで最も広

い研修室となります。平面図でいきますと、右

下にあります。発表会や講演会なども開催でき

るようステージを設置しておりまして、１００

名程度の利用が可能となります。また、床を板

張りにしておりまして、壁面に大きな鏡を設置

しておりますので、ダンスや舞踊などの利用者

にも喜んでいただける造りとなっております。 

 続きまして、８ページ上段を御覧ください。 

 こちらには、施設内に設置している３つの倉

庫の写真を掲載しております。 

 次に、高田コミュニティセンターにつきまし

ては、災害時の避難所にも指定されていますた

め、改築するに当たりまして防災機能の強化を

行ったところでございます。 

 まず、下段は、建物の屋上にある避難スペー

スの写真でございます。昨年は７月豪雨災害も

ございましたが、球磨川が氾濫した場合などの

万が一に備えて、屋上の屋根部分の一部に落下

防止柵をつけまして、最大２００名程度の方が

避難できるスペースを確保しております。 

 次に、９ページ上段は、防災コーナーとマン

ホールトイレの写真を掲載しています。 

 まず、防災コーナーは駐車場に配置してお

り、２４時間給油なしで連続稼働が可能な発電

機、それに加えて、断水時に給水に役立つ手押

しポンプ、あとかまど型ベンチを設置しており

ます。 

 また、熊本地震のような大規模災害が発生し

た場合にはトイレを増設できるように、浄化槽

や下水道の配管に直結できるマンホールトイレ

を３台整備するなど、これまでのコミュニティ

センターにはない新たな設備を取り入れており

まして、避難所としての機能充実を図っており

ます。 

 最後に、これから開館に向けましたスケジュ

ールについて説明をいたします。 

 下段を御覧ください。 

 コミュニティセンターを利用するためには事

前の予約が必要となりますので、あさって、３

月１７日からですね、現在の仮事務所のほうで

貸出しの受付を開始いたします。 

 それから、備品の搬入や引っ越しなどを行い

まして、３月３０日に八代市と高田まちづくり

協議会の共催におきまして落成式を開催いたし

ます。その後、４月１日から出張所業務を開始

し、４月５日から会議室等の利用を開始する予

定としています。 

 以上が開館に向けたスケジュールでございま

す。 

 以上で私の説明を終わります。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（橋本幸一君） 本件について何か質

疑、御意見等ございませんか。 

○委員（成松由紀夫君） この高田のコミセン

についてはですね、改修から改築、当時、球磨

川以南の消防署問題等々で大変翻弄されてきた

コミセン問題だったと思うんですけど、執行部

がしっかり頑張っていただいて、合併特例債と

いうことで、地元の増田議員がですね、非常に

御苦労されとった時期があったんですよね。 

 ですので、これ、意見ですけど、今後またま

ち協の方々、そして地元議員の皆さん方と、有

効活用に、地域の活性化の拠点となるように、

ぜひまた執行部の皆さんと手を携えて頑張って
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いただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（橋本幸一君） ほかにございません

か。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上で八

代市高田コミュニティセンター改築についてを

終了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後４時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時１４分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（デジタル社会の実現に向けた八代市基本方針

について） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、デジタル社会の実現に向けた八代市基

本方針についてをお願いいたします。 

○情報政策課長（早木浩二君） 情報政策課、

早木でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 このたび、デジタル社会の実現に向けた八代

市基本方針を策定いたしましたので、これにつ

いて御説明をいたしたいと思います。着座にて

説明させていただきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい。 

○情報政策課長（早木浩二君） それでは、配

付しております資料、デジタル社会の実現に向

けた八代市基本方針をお願いをいたします。 

 資料の２ページをお願いをいたします。 

 第１章、この基本方針の策定の背景と目的で

ございます。 

 まず、現在の社会情勢は、少子高齢化、都市

部への人口流出や大都市集中から端を発する諸

課題、地球温暖化による異常気象由来の災害増

加など、年々深刻化する諸問題がございます。

一方で、ＩＣＴ等先端技術、いわゆるＡＩ、Ｉ

ｏＴ、ロボット、ドローン、自動運転などのデ

ジタル技術とネットワークやモバイル端末、５

Ｇなどの情報通信技術、それに、ビッグデー

タ、オープンデータの解析・活用などの技術の

進歩は大変目覚ましく、経済活動及び我々の生

活上、これらの技術はなくてはならない時代へ

と変化をしております。 

 次に、国の動向でございますが、国はデジタ

ル化を原動力としたＳｏｃｉｅｔｙ５.０の実

現に向けた取組を推進しておりますが、昨今の

新型コロナウイルス感染症対応では、データが

十分に活用できないなど課題が明らかとなり、

社会全体のデジタルトランスフォーメーション

――ＤＸが強く求められております。 

 そこで、国はこれら諸課題の解決のために、

ＩＣＴ技術の有効活用、高度なデジタル化、デ

ータの横断的有効活用が必須であるとし、昨年

１２月にデジタル社会の実現に向けた改革の基

本方針を閣議決定し、さらに同月、自治体デジ

タルトランスフォーメーション（ＤＸ）推進計

画を策定いたしました。 

 デジタルの活用により、一人一人のニーズに

合ったサービスを選ぶことができ、多様な幸せ

が実現できる社会、誰一人取り残さない人に優

しいデジタル化をビジョンとして挙げたもので

ございます。そして、このビジョンの実現のた

めには、住民に身近な行政を担う自治体の役割

は極めて重要とし、国が位置づけているもので

ございます。 

 次のページを御覧ください。 

 本市の状況でございます。本市でも、人口構

造による労働力不足などの問題、令和２年７月

豪雨災害の復旧・復興や、日奈久断層を起源と

する地震といった、さらなる災害への備えや、

コロナ禍でのインバウンド需要の縮小などがご

ざいます。これら諸課題に対して市民の生命、

財産、生活を守るには、正確で迅速な情報提供

と効果的な施策の実行が必要と考えます。 

 これまで本市では、山間部の携帯電話鉄塔整
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備や光ブロードバンドの整備を行いました。デ

ジタル社会の実現に向けた情報通信インフラ整

備が中心で、情報基盤整備が整いつつありま

す。 

 一方で、市役所では、市公式ホームページや

ＳＮＳ等を活用した情報発信、マイナンバー制

度の活用、基幹システムのクラウド化など行政

の効率化に取り組んでまいりました。また、

国、県、近隣自治体、事業所、大学等との間で

各種協定を結び、連携をしてまいりましたけれ

ども、個別分野にとどまるものでございまし

た。これからは、これまで整備してきた情報通

信インフラと結んできた連携協定を活用する段

階だと言えると思います。 

 次に、この方針を策定する目的でございま

す。これまでお話しした背景を受け、国が強力

に推し進めている社会全体のＤＸの動きに合わ

せ、ＩＣＴをはじめとする先端技術を市民生活

のあらゆる面で活用し、本市が抱える地域課題

の解決を図ることで、持続可能な、魅力ある、

選ばれるまちづくりを進めていくことが重要と

考えます。 

 このような考えの下、市と市民、企業、団体

等で協働・連携して、本市のデジタル社会に向

けた取組を推進してまいるため、基本的な理念

と取組の方向性を定めることといたしました。 

 ５ページを御覧ください。 

 第３章、基本理念と取組の方向性でございま

す。 

 基本理念として、ＩＣＴ等の先端技術を活用

し、地域課題の解決とサービスの効率化・高度

化を図り、安全・安心で、持続的に発展するま

ち、スマートシティやつしろを目指すとしてお

ります。言い換えますと、八代市が抱える課題

を市役所のみならず、市民、市内企業や事業所

などの各主体が自らの課題として捉え、ＡＩや

ロボットなどのデジタル技術とネットワークや

モバイル端末などの情報通信技術、さらにはビ

ッグデータを活用して解決していくということ

でございます。ここで言いますサービスとは、

公共サービスだけでなく、物流、交通、製造、

防災、医療、福祉、金融、教育、文化、観光な

ど、社会サービスの全般をですね、示しており

ます。 

 それから、高度化・効率化とは、ＩＣＴ等の

先端技術を用いて、効率的にサービスを提供

し、地域の機能を維持・発展させていこうとす

ることでございます。 

 これらの実現に向けて、取組の方向性として

３つを挙げております。 

 まず、方向性１として、地域課題の解決で

す。人口減少や少子高齢化による労働力の不足

や自然災害からの復旧・復興など、本市の抱え

る様々な課題を、進化し続けるＩＣＴ等の先端

技術やデジタル技術の活用により、あらゆる領

域において横断的に解決につなげてまいりま

す。 

 取組の方向性２といたしまして、行政サービ

スの変革でございます。デジタル技術により、

行政事務の効率化を進め、市民目線で分かりや

すく、利便性の高い行政サービスへ変革を考え

ております。また、より多様化・複雑化する市

民ニーズにも対応した行政サービスを提供した

いと考えております。 

 一例といたしまして、インターネットを通じ

たオンラインによる電子申請の拡充、市民の皆

様からの問合せへのＡＩでの対応、ロボットに

よる内部事務の自動化、テレワークの推進など

自治体ＤＸの取組でございます。市役所が取り

組むことで、市民の方がデジタル化を感じられ

る部分であり、これらの取組を進めてまいりま

す。 

 取組の方向性３、協働と連携によるデジタル

社会の実現でございます。デジタル社会の実現

に向けて、市民と協働して取り組んでまいりま

す。また、先端技術を持つ企業、大学、高専な
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どや、国、県、近隣自治体との連携を図ってま

いります。これらの取組を広く波及させること

で、誰もが参加し、ゆとりと豊かさを実現でき

る社会を実現したいというふうに考えておりま

す。 

 デジタル化はですね、市役所及び市内事業所

の生産性の向上や働き方改革でもあり、市役所

が先立ってＤＸを進め、その変化や効果を市内

企業、市内地域に波及させることで、あらゆる

分野、局面でよりよい方向に変化をもたらすき

っかけを起こしてまいりたいと考えているとこ

ろです。 

 最後に、第４章として、今後のデジタル社会

の実現に向けた進め方についてでございます。 

 今後、令和３年中に、具体的な中身である事

業や取組について、その実施主体、達成時期、

重要指標などを定めました基本計画を策定して

まいります。令和３年度中にまとめ上げたいと

考え、スピード感を持って取り組んでまいりま

す。 

 市民協働、産学官連携を推進し、本市のデジ

タル社会の実現に向けて、持続性・実効性のあ

る事業・取組を実施することといたしておりま

す。 

 以上でデジタル社会の実現に向けた八代市基

本方針の御説明を終わります。よろしくお願い

を申し上げます。 

○委員長（橋本幸一君） 本件について何か質

疑、御意見等ございませんか。 

○委員（堀 徹男君） 横文字だらけでです

ね、ほとんど分からんかった。 

 ちなみにですよ、こういった取組をですね、

例えばその住民自治協議会あたりに行って説明

されるとして、市民の皆さんにどれだけ御理解

が深まるのかなっていう懸念もあっとですよ

ね。 

 もう一つは、いろんな端末とかが必要な場面

が出てくっと思うとですけど、例えば持ってな

い人に対する、役所が電子申請してくださいだ

とか、いろんなものをデジタル化するのは、何

十年か先を見据えればですね、いいことなんで

しょうけど、ここ、そうですね、２０年ぐら

い、まだそれに対応できないっていうのがある

んじゃないかなって思うんですよね。その辺も

含めた計画の立て方っちゅうのは、お含みをさ

れてるのかなと思ってですね。ひとつ聞いてお

きたいなと思ってます。 

○情報政策課長（早木浩二君） 今ですね、３

０代以下のですね、いわゆるデジタルネーティ

ブ世代というのであればですね、飲み込みも早

くて扱いも簡単かなと思います。私たちの世代

も含めてですね、新しいデジタルツールやシス

テム、それから仕組みを理解して使いこなせる

というふうになるのはやはり簡単ではございま

せん。委員のおっしゃるようにですね、高齢者

となると、なおさらかなというふうに思いま

す。 

 まず、デジタル技術導入の考え方としてはで

すね、何でもかんでもデジタルを使う、処理を

するということではないのかなと思います。導

入したから、来庁者の方やユーザーの方です

ね、これを使いなさいと、慣れなさいというそ

の一方的な話ではないというふうに考えており

ます。 

 市役所のほうでですね、ロボットやＡＩを使

ったほうがいい、効率も上がる、それからスム

ーズに処理できると。そういうところはです

ね、導入はいたしますし、アナログのほうが簡

便で手間要らずだというような部分はですね、

そういう部分も多いと思います。その辺の見極

めはですね、まず、大事かというふうに思いま

す。 

 その上でですね、利用するツール、今おっし

ゃったパソコンとかですね、スマホなど、それ

からＵＩ――ユーザーインターフェースのこと

ですね、その辺の検討、分かりやすく使いやす
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い、早い、簡単である、便利であると。それか

ら、人に聞かずともですね、１人でできると。

それから、次も使ってみたいというようなです

ね、ユーザー体験の向上をですね、目指してい

きたいと思います。 

 それでも分からない人への対応ということに

なりますけれども、人をつけるとか、サポート

をするとか、アイデアの一つとしてですね、支

所や出張所に執行し得る人を配置するとかです

ね、定期的に操作研修等を行うとか、そういう

ことを考えられると思います。 

 身近にですね、例えばＡＴＭなんかですね、

行かれて、分からない人のために案内をする方

とかがいらっしゃると思います。ほかにセルフ

レジとかですね、セルフのガソリンスタンドな

んかにも、必ず、まあ、セキュリティーの問題

はあるかもしれませんけれども、サポートのた

めに人がついていらっしゃるというようなこと

があります。そのような考え方をですね、基本

にして進めてまいりたいというふうには考えて

おります。 

 詳細な部分についてはですね、今後の基本計

画の中で、十分に検討して盛り込んでいきたい

なというふうに考えております。 

 以上です。（委員堀徹男君「ありがとうござ

いました」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 今、早木課長が言わ

れている部分というのが、確かに、こう、横文

字が多くてよう分からんというような堀委員の

お話、そういった話がこれから市民の皆さんか

ら出ると思うんですけども、職員さんのまず意

識改革と、あと処理と分配からの脱却という

か、その辺について、まあ部長でも黒瀬さんで

もいいんですけど、その辺の、やっぱ覚悟持っ

て取り組まんばんと思うとですが、いかがなも

んですか。 

○総務企画部長（丸山智子君） すいません。

総務企画部の丸山です、はい。 

 ただいま成松委員のほうからですね、御指摘

ありましたとおり、デジタル化を進めていくの

はやはり人でありますので、まず、それを先行

的に進める職員ですね、職員自身の意識を変え

ていく。知識だけではなくって、仕事に対する

意識、認識、市民サービスの在り方等を変えて

いく、そういった研修のほうもですね、併せて

必要になってくるというふうに考えておりま

す。 

 詳しくは、また計画のほうを練っていく中で

ですね、市長公室ともしっかり協議をしながら

進めさせていただきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員（成松由紀夫君） 黒瀬さん、いいです

か。（総務企画部総括審議員兼次長黒瀬琢也君

「私ですか、はい」と呼ぶ）黒瀬さんも一言あ

れば。 

○総務企画部総括審議員兼次長（黒瀬琢也君） 

 成松委員さんから、今、御質問のあった件、

まさしく昨日ですね、研修のほうといいます

か、もありまして、それぞれ職員、あるいは市

民の方々の意識を変えていかなければならない

と。恐らくそこに一番力が要るだろうという話

もいただきました。 

 そこをどういうふうに変えていくかというと

ころで、まず、先ほど部長から話があったよう

に、職員の研修を進めていく。あわせて、市民

の方々と協働でどういうふうにやっていけるか

というのを考えながら、市民の方も巻き込んで

やっていくということを考えていかなければな

らないと思っています。 

 もう一つの話としては、デジタル化というの

はですね、御本人さんがパソコンで何かする、

携帯で何かする、スマホで何かする、そういう

ものだけではなくて、その恩恵を我々が、ある

いは、いろんなところでデジタル化が進むこと

によってですね、最終的には市民生活が変わっ

ていくということを見せていかなければならな
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いと思っておりますので、そこをまた具体的に

ですね、検討していきますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員（成松由紀夫君） 今言われたようなこ

との中でも、例えば、分かりやすく言えばです

よ、今ほら、もう子供たちのほうが……。もう

私たちもスマホ見よったっちゃ何が何か分から

んですもんね。意外と子供たちのほうが分かっ

とってから、大人に教えたりと。そういうヒン

トもいろいろあるので。 

 先ほど課長が、分からっさん人たち、分から

っさん人たちっていう言葉が出よったっですけ

どですね、それは大分世代によって違うとです

よね。だけん、私が思うには、誰もが取り残さ

ないという言葉が実は何か一番難しくて、それ

をじゃあどうだろうって。私もある場面でちょ

っと詳しい方にお聞きしたところ、やはりアナ

ログを大事にしながら、そしてデジタル化に移

行していくというのがやっぱり一番肝みたいな

ので、あまりこう難しく話の羅列で、知識、知

識で行こう、行こうとすると、ちょっと間違っ

てくるかなと。 

 分かる人、分からん人なんていう線引きをす

ると、分からん人って扱いされた人は触りたく

なくなったりとかになるので、例えば高齢者の

方々が触りやすいときに、孫の言うことは聞く

とか、孫と一緒に学ぶとか。学校の先生方も、

自分たちが知識を得た上で教えんばんじゃなく

て、生徒と一緒になって学ぶとか、いろんな形

態が考えられると思いますので、議会は議会の

ほうでしっかり協力しながらやろうと思うの

で、ぜひ頑張っていただきたいというふうに思

います。 

 以上です。 

○委員（太田広則君） 今、方向性の２にです

ね、集約されるんじゃないかなと思います。市

民目線で分かりやすく、多様化、複雑化する市

民ニーズとあります。これ、年代によっては、

得手、不得手の人、別に高齢者じゃなくてもで

すね、こういうものに苦手な人がおられます。

ＩＣＴや先端技術を活用すればするほど、置き

去りにされる方々が増えてくるかと思います。

そこをですね、丁寧に、この方向性２に書いて

あるとおり、しっかり丁寧にやっていただけれ

ばいいかなと思います。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） なければ、以上でデ

ジタル社会の実現に向けた八代市基本方針につ

いてを終了いたします。 

 執行部入替えのため、小会いたします。 

（午後４時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３３分 本会） 

・行財政の運営に関する諸問題の調査 

（令和３年度組織機構再編の概要について） 

○委員長（橋本幸一君） 本会に戻します。 

 次に、令和３年度組織機構再編の概要につい

てをお願いいたします。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）人事課の

濱田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、令和３年度組織機構再編について

御説明をいたします。着座にて説明させていた

だきます。 

○委員長（橋本幸一君） はい、どうぞ。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 資料の令和

３年度組織機構再編の概要のほうを御覧くださ

い。こちらに沿って説明をさせていただきま

す。 

 令和３年度の組織再編につきましては、新た

な行政課題や市民ニーズに対応するとともに、

効率的かつ効果的な組織機構を構築するため、

課の統合や新設等を予定しております。 

 まず、総務企画部におきまして、１、デジタ
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ル推進課の新設を行います。 

 このデジタル推進課の新設につきましては、

スマートシティやつしろの実現に向けて、ＩＣ

Ｔ等の先端技術を活用したデジタル化を推進す

るため、情報政策課と企画政策課の行政改革係

を統合し、デジタル推進課を新設するもので

す。 

 次に、建設部におきましては、２、災害復旧

課の新設を行います。 

 この災害復旧課の新設につきましては、令和

２年７月豪雨により甚大な被害を受けた坂本地

域における災害復旧工事を計画的かつ迅速に実

施するため、建設部に災害復旧課を新設するも

のです。また、災害復旧課の職員に農林水産部

付を兼務させることにより、公共土木施設災害

と農林水産業施設災害の双方に柔軟に対応でき

る体制を確保いたします。 

 主な課の再編につきましては以上でございま

すが、３、その他には、課の名称変更や係等の

新設について記載をしております。 

 資産経営課の名称変更につきましては、市民

の方が資産経営課と資産税課を混同される事案

を防止するため、資産経営課の名称を財産経営

課に変更するものです。 

 そのほか、市民課、長寿支援課、文化振興課

における係、出先機関の再編についても記載を

しておりますので、お目通しいただければと思

います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（橋本幸一君） 本件について何か質

疑、御意見等ございませんか。 

○委員（堀 徹男君） 災害復旧課の新設とい

うのはとても、今その理由にあったですね、担

当部署の新設だと思うんですけど、やはり例え

ば土木であったり建築であったりとか、農業と

かおっしゃったことも、当然、何て言うかな、

専門的なスキルの高い方々がお集まりだと思う

とですけど、単純に言って、建設部の中から切

り分けてつくられるとすればですよ、何と言う

かな、建設部全体の陣容からいって、何と言う

のかな、ただ分けただけっていうような感じに

なるとですね、それぞれの課で今まで持ってた

人材が分かれてしまうというだけならですね、

あまり意味がないのかなって思うんですよね。 

 そこで、例えば専門的スキルを持たれた任期

付の技術者を採用されたりだとか、補充がです

ね、あるのかなっていう。それがないとちょっ

と追いつけない部分もあるのかなと思ったもん

ですから。その辺いかがでしょうかね。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 今、御意見

ございました、新たに災害復旧課を新設するに

当たっての体制ですけども、現在のところ考え

ておりますのは、坂本地域の坂本地域建設事務

所というのが職員がございまして、それに加え

て、今、委員おっしゃった任期付の土木職の専

門の方を９名ほど採用いたしまして、プラス中

長期派遣職員、他市からの応援職員、熊本市等

なんですけども、の派遣職員も加えまして、専

門的な体制ということで、災害復旧のほうを推

進していこうというふうに考えております。 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。 

○委員（堀 徹男君） はい、分かりました。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

○委員（橋本徳一郎君） すいません、復興推

進課があると思うんですけど、それとの絡みは

どんなになるんでしょう。 

○理事兼人事課長（濱田浩介君） 災害復旧課

につきましては、主に災害復旧ということです

ので、ハード的な部分、壊れた橋梁であったり

とか橋であったりとか、農地であったり林道で

あったり、そういったものを復旧するところの

技術職を集めた組織というふうになります。 

○委員長（橋本幸一君） いいですか。 

○委員（橋本徳一郎君） はい。 

○委員長（橋本幸一君） ほかに。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 
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○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で令和３年度組織機構再編の概要について

を終了いたします。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（橋本幸一君） そのほか、当委員会

の所管事務調査について何かございませんか。 

（｢なし｣と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） ないようですので、

以上で所管事務調査２件についての調査を終了

いたします。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

て、お諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続審査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（橋本幸一君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって総務委員会を散会いたします。 

（午後４時３９分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和３年３月１５日 

総務委員会 

委 員 長 
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